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　俺おれの目の前に、炎に包まれたナニかがいた。

　巨体という単語では不ふ釣つり合いなほどの、巨大な、山のような炎の塊かたまり。

　それは、まるで何かに縛しばられているかのように蠢うごめき、窮きゆう屈くつそうにしていた。

　それでも身じろぎするだけで、周囲に炎が撒まき散ちらされて燃え広がり、地面は大きく抉えぐれている。

　何の制限もなく暴れ回ったら、どれだけの被害が出てしまうのか。想像するだに恐ろしい。

「まったく危なかったぜ……。〈一いつ子し相そう伝でん〉無事、完了だ。一歩間違えてたら、どうなっていたことやら」

　傍そばにいる俺の親父がそう呟つぶやく。だが、記憶に残る親父の顔よりも遙はるかに若い。

　詰つめ襟えりの制服を着込んでおり、体格も高校生にしか見えないが、それでも面おも影かげははっきりとわかった。

「私まで巻き込んで、もー。早く片付けてねー」

　親父の隣には、母がいた。やはり親父と同じように若い。

　こちらも同じように古めかしいセーラー服を着ていた。

　ふたりは、目の前にいる炎の塊を見み据すえている。

「さあ、鬼おに神がみ封印を始めるぜ」

　親父が強い意志と共に呟いた。

　そう。

　目の前にいるのは、鬼神。

　かつて、俺たちの始祖が全力全霊を以もつて封じた――始まりの鬼だ。

　その来歴は不明。

　一族に伝わる古文書にも載っていない。

　ただ、東北に現れ、そこから都を目指し、行く先々を蹂じゆう躙りんしたということだけしか伝わっていないのだ。

　そして、妻を失いながらも長き戦いの果てに、始祖は鬼神を封印した。

　始祖の子供は鬼神を世に出さぬよう、血を繫ぎ、記憶を伝承し、鬼神を封じるための御み業わざを伝でん授じゆした。




　決して、忘れることなかれ。




　決して、失うことなかれ。




　決して、絶たたれることなかれ。




　我が血は鬼神を滅めつするまで、死すこと叶かなわず。




　そして、気の遠くなるような星せい霜そうを重ね、今へと至いたる――。

「俺たち分家の役割は、本家様が御業を使うまで、支配下の鬼どもを近づけないだけの簡単な軽作業だ。できるな、ナギ」

　親父は俺に向かってそう言った。

「任せてくれ。それに、親父と一緒なら楽勝だろう」

　俺はそれにはっきりと応える。自信満々に。

「頼もしいね。父冥みよう利りに尽きるってもんだ。俺たちの息子は、強く育ってるぜ」

　そして、親父は無む造ぞう作さに拳を構える。

「御業、〈刀とう身しん顕けん現げん〉、伊い都つ之の尾お羽は張ばり」

　俺は、手に刀を作り出した。

「頑張ってね、ふたりとも」

　母は、親父と俺を送り出すように励はげましてくれる。

「行くぞ、ナギ！　今後とも、よろしくな！」

「いつでも！」

　そして、俺たちは――。
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『恋人のひとりやふたり、早く作ってきて欲しいなぁ』

　血の繫がった母の言葉である。

　朝一番に母さんからの電話を取ったらこの有あり様さまだ。

　親元から離れて暮らしている息子に対して、挨あい拶さつも抜きでいの一番に言う台詞セリフでは決してない、と思う。ちゃんと飯を食べているかとか、一緒に住んでる妹は元気にしているかとか、訊きくべきことは他にもある気がするのだけど……。

　それに、言う通りにふたり連れてきたらどうするつもりなのか。

　そもそも、だ。

　そんな簡単に恋人が作れたら苦労はしない。

　俺だって作れたらところ構わずいちゃつきたいし、冷やかされようとお弁当を作ってきてもらいたい。

　現代日本の、殆ほとんどの男子高校生が一度は密ひそかに思うだろう。俺だってそう思う。

　だが世の中は、見た目平凡で、取とり柄えもないヤツには――厳きびしい。

『鬼おに神がみが八十年後に復活してしまいますよー。武士もののふの血を引いている凪なぎ紗さくんが子供を作らないと、世界が滅びることになりますよー。聞いてる？　凪紗くん。聞いてますか、相あい坐ざ凪紗くーん』

　……重ねて言うが、血の繫がった母の言葉である。

　ちょっと頭に春が来てしまったとか、遅い中二病を発症しているとか、変な宗教にハマっているとかそういうものではない。

　これは第三者からすれば極きわめて噓うそくさく、あまりにも胡う散さん臭くさい話ではあるが――。

　俺にとっては悲しいことに、確かつ固こたる事実だった。




「あー、ごめん。学校に遅刻するから」

　そんな言い訳をして、俺は母さんからの電話を切った。学校が始まるまでに余裕はあるが、これ以上このことで小言を並べられてもたまらない。

　鞄かばんを持って、逃げ出すように学生マンションを出て学校へ向かう。

「いい天気だなぁ……」

　空は青く、春はる爛らん漫まんといった様よう相そうで、道路脇わきに植えられた花もとても綺麗に咲いている。時折吹いてくる風が花の香りを運んできて、新葉を楽しそうに揺らした。

　朝から母さんの言葉で沈んでいる俺の心とはすべてが対照的だ。

「はぁ……」

　自然に溜ため息いきが出てくる。

〝二十歳までに子供を作れ。絶対にだ〟

　これが親や相坐の本家からの厳命というか、俺に課かせられた使命だった。

　何な故ぜかと言えば、話だけは簡単で、八十年後に復活する鬼神と呼ばれる存在を封印できるのは、うちの家系――相坐の血を引く者だけだからだ。むしろ、そのためだけに相坐家は存在していると言ってもいい。

　だから、俺は未来に血を繫がなくてはならなかった。

　お家断だん絶ぜつだけは絶対に阻そ止ししなければいけない。

「鬼退治もしなきゃいけないし……」

　鬼神が自らの血肉で作り上げたと言われる鬼が多数存在しており、人の生活に溶け込みながら、日夜封じられている鬼神を復活させるために暗あん躍やくしている。

　そいつらを人知れず退しりぞけ、封印の解除や封印の弱体化を阻止するのも相坐の役割だ。

　世界がヤバイというのに国の援助はほぼない。本家曰いわく「仕方ない」らしいが。

　で、現在、俺の歳が十六歳。つまり、猶ゆう予よはあと四年。

　いや、二十歳時点で子供がいないと不ま味ずいので、実際には三年ぐらいしかない。

　しかも、それはデッドラインだ。安全に世界滅亡を回避するためには、もっと早く産まれていなければならなかった。

「安全に世界滅亡を回避って、言葉的におかしいよなぁ……」

　意味もなく独りごちる。

　とはいえ、相坐の家に生まれてしまったからには仕方のない話だった。

　本家の人間はもとより、分家だった親父も爺さんも曾ひい爺じいさんも……誰だれもが十八歳になったら結婚してるしな。爺さんは、子供が生まれてくるのが結婚するよりも早かったって話だし。

　当然俺も恋人を作れという話になる。そして、子供を作るだけなら今からでも構わないと両親も平然と言ってくるだろう。

　でも、だ。声を大にして、敢あえて言いたい。

「そんなんだったら、俺をもっとイケメンに産んで欲しかったよ！」

　イケメンだったら恋人が簡単にできるのかと問われても、言葉を濁にごしちゃうけどさ。でも、きっと難易度は低くなってたと思うんだよ。

　女の子が苦手だとか、会話が苦手だとか、そういうのもある。さらに親に植え付けられた誤った認識もあって、恋人いない歴＝年齢を現在進行形で更新中だ。

　四月は出会いの季節というが、そんな兆ちよう候こうはまるでない。

　しかし、このまま恋人ができなかったら、お家断絶。そして、八十年後には鬼神が復活して世界が滅めつ亡ぼうしてしまう。

　まったくもって、ろくでもない人生だよなぁ。そんな重荷はいらないよ。

「はぁ……。この人生を面白くするには、どうすればいいんだ」

　ホントに溜息しか出ない。

　どうにもできない問題に頭を悩ませながら上の空で歩いていると――。

「あのっ、すみません！」

　いきなり声をかけられた。

　慌てて視線を向けた先には、制服姿の女の子。

　うちの制服ではない。そもそも、この近くでは見たことがない制服だ。黒をベースにして、ところどころに赤いラインが引かれたシャープな制服だった。

　欧米人のような碧へき眼がんを持ち、さらさらとした長い金髪の少女。両脇にふたつに結われた黒のリボンが黄金色の髪と見事に調和している。顔の作りは精せい巧こうにできた人形のようで、妖しげな魅力を醸かもしている。

　しかし、その目はどこか不安げで、頼りない。男に声をかけるのが怖かったのだろうか、口をきゅっと結んでびくびくしていた。その様に庇ひ護ご欲よくを搔かき立たてられなかったと言ったら噓になる。

　そして、何より彼女の瞳ひとみには――。

「よ、よろしい……でしょうか？」

「えっ？　は、はいっ。なんでしょう」

　マジマジと見ている場合ではなかった。

　外国人かと思ったが、声を聞いた限りではしっかりとした日本語だ。英語は喋れないからちょっと安心。

　……というか、俺からは縁の遠そうな女の子が何の用だ？

「道をお尋たずねしたいんですけど……」

「あ、あー。なるほどね、うん。わ、わかるところならいいんだけど……」

　彼女は俺の言葉を聞いて、ぎこちない笑顔を返した。

「ありがとうございます。それでですね、この近くにある郵便局ってどこでしょう？」

「こ、この近くの郵便局だったら、えー、と……。行き方を説明するのが難しいな」

　ここからだと川を挟はさんでいるせいで少し遠い。一いつ旦たん、遠回りをして橋を渡る必要がある。その上、入り組んだ場所にあるせいで、知らない人が辿たどり着つくのは困難だった。

「大おお雑ざつ把ぱに言うと、向こうの方なんだけど……」

「向こう、と言いますと……？」

「橋を渡って、そこから左に折れて、コンビニを右に行って、突き当たりを左に」

「………えっ」

　そこまで説明したものの、どう見ても彼女の表情は困こん惑わくしていた。

「そこまで行ってようやく行程が四分の一なんだけど……」

　川を渡るための橋が少ないことも原因のひとつだとは思うが面倒な街である。

「あ、あの……」

　彼女はなぜか頰ほおを染そめていた。何か言いにくいことを言おうとしている気配を感じる。

「は、はい……」

「お時間を取らせてしまう上に、とても面倒かとは思いますが、その……あの……」

　最後、何を言おうとしたのかは、さすがに鈍にぶい俺でもわかった。

　授業が始まるまでまだ余裕もある。正直、女の子は苦手だけど、こんな中ちゆう途と半はん端ぱに終わるのも、どうにも性に合わないし。

　それに、これは女の子と仲良くなるチャンスなのでは……？

「……えっと、俺でよければ案内しようか？」

　下心に加えて、少しばかりの勇気は必要だったが、何とか自然に言えた。

「本当ですか？　あ、ありがとうございます！」

　すると、彼女はホッとしたような笑みを浮かべる。一瞬で脳のう裏りに焼き付くような、可愛らしい笑顔。

　こういう女の子が彼女になってくれたらなぁ。

　って、不純な気持ちを抱いたらダメだ。そんな気持ちで手助けしてるんじゃないんだ。

　どっちにしろ学校も違うんだし、縁はないだろう。希望を持つ前に諦あきらめるべきだ。

　……あー、でもなぁ。こんな考えだから、恋人できないのかな。別の学校でもいいじゃんって感じで、もっとがっついた方がいいのか？

　だけどもし、ここに親がいれば間違いなく惚ほれさせろ、ぐらいのことは言うだろう。

　もう一度、彼女の瞳を見み遣やる。

　その左目には、うっすらと刀の紋もん章しようが刻まれていた。

　俺以外には誰にも見えないであろう、瞳の中に微かすかに見える蒼き刀。

　適てき正せい者しやと呼ばれる者たちだけが持つ紋章だ。

「あー」

　適正者――それは俺の持つ武士の力を遺伝させることができる存在だ。というよりも、彼女のように紋章を持っていなければ、相坐家は婚こん姻いんを許さない。

　正直に言えば、めちゃくちゃ綺麗だし、性格よさそうだし、こんな女の子を恋人、果てはお嫁さんにできたらさぞかし俺の人生はハッピーだろう。想像するだけで心地よい気分になる。……まあ、想像された側は堪たまったものじゃないだろうけど。

「？　どうしましたか？」
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　ふと気付くと彼女が首を傾かしげていた。

「あっと、えっと……。ごめん。じゃあ、行こうか」

「はいっ」

　今、余よ計けいなことを考えても仕方ない。気を取り直して歩き出す。

　郵便局へ向かう道すがら、ふと浮かんだ疑問を彼女に尋ねた。

「あんまり郵便局は使わないの？」

「いえ、その……。わたしはこちらに越してきて間もないといいますか……。まだ地理に疎うといんです」

「あー、そうだったんだ。と言っても、地元民でも知らないことはあるしね」

　彼女は転校してきたってことか。珍しいな、新学期も始まったばかりだっていうのに。

「生活に関わるんで、スーパーとか百均の店は押さえたんですけどね。郵便局に行く機会がまだなくって」

「そ、そうなんだ。大変だね」

「ええ……」

「………」

「………」

　そして、会話終了。いかん、話題がなさ過ぎる。でも、何を言えばいい？

　たくさんあるような気がするんだけど、緊張で頭が回ってない。

　そこで彼女が小さく口を開く。

「あ、あの……」

「は、はいっ、なにかなっ？」

「い、いい天気ですよね。そ、空が青いですし」

「そ、そうだね、青いからすごいよね」

　俺は一体何を言ってるんだろう……。その上、もしかして、これは彼女に気を遣わせているんじゃないだろうか。

　早く。探さないと。話題を、話題、話題、話題、話題、わ題、わだい、ワダイ。

　ダメだ。頭が真っ白だ。話題って単語しか浮かばない。

　どうしよう。どうしよう。

「す、すごく真剣な顔をしていますけど、どうかしましたか？　わたしに何か不ふ愉ゆ快かいなところでもありましたか？」

「……え？」

　気付けば彼女がとても申し訳なさそうな顔をしていた。

「いやいや！　ごめん、ちょっと考え事をしてて……！」

　話題を探していたなんて、恥ずかしくて言えるわけもない。

　というか、表情で不愉快だなんて思わせてた？

「ふ、不愉快なんてことないから。君みたいな可愛い女の子と歩けるだけで光栄で……」

「え……」

　うわあああああああああああああああああああああああああああああああ!!

　馬鹿！　俺の馬鹿！　一体、何を口走ってるんだ。初対面の女の子に言うようなことじゃない。今のは間違いなく人生ワーストスリーに入るような失笑ものの台詞だ。間違いなく引かれる。誰か、誰か時間を巻き戻してくれ！

「か、可愛いなんて、そんなこと、ないです……」

　だが、俺の予想に反して彼女は少し顔を赤くして俯うつむいてしまった。どうやら距離を取られる展開は避さけられたらしい。

　そして、なんというか、そんな仕し草ぐさも彼女は絵になっている。

　実際に可愛いのだから、もう仕方ない。あんな台詞が出ちゃったのも必然だった。

　そう思おう。

　それから、しばらくお互い言葉をかけづらい空気が流れる中、入り組んだ道を歩いていると、ようやく郵便局が見えてきた。

「あ、郵便局が見えてきたよ」

「あれがそうなんですか」

　郵便局を確認した彼女は俺に向き直る。

「ほ、本当にありがとうございました。で、では、わたしはこれで……」

「あ……」

　彼女が郵便局へと足を向け、その背中が遠ざかっていく。

　それを見て、溜め込んでいたかのような焦しよう燥そう感かんが一気に湧わき上あがる。

　いいのか。このまま、何も訊かずに別れて。

　俺には不釣り合いなほど彼女は美人だけど、適正者の女の子なんだぞ。

　逡しゆん巡じゆんをしている間にも彼女は小さくなっていく。

　悩んでる暇ひまは、もうない！

「ね、ねえ。あのさ！」

「は、はいっ!?」

　俺が勢いで彼女の背中に声をかけると、彼女は驚いたように素早く振り返った。

「な、名前……き、訊かせてもらえないかな？　俺は、相坐凪紗、です」

　突然、知らない女の子に名前を尋ねて名乗るってどう考えてもアウトな気がする。

　もっとスマートな方法なんていくらでもあるだろうけど、今の俺には思いつかない。

　でも、せめてこのぐらいはしておきたかった。拒否されても、ダメで元々だ。

「えっと……」

　すると、彼女はぎこちなく、

「クラマミカです……。よろしく、お願いしますね」

　恥はずかしそうな笑みを浮かべて、郵便局の中へ消えていった。

「き、聞けた……！」

　名前、教えてもらえた！

　なんというか、もう、言葉にならないほど嬉しかった。




　嬉しさのあまりぼんやりと歩いていたら、いつの間にか遅刻寸前の時間になっていた。そこから仕方がないので軽く走っている。

「俺の馬鹿……！　馬鹿……！」

　後悔の念と共に。

　訊くなら通っている学校とか、携帯電話番号とかメールアドレスだろう。名前だけ訊いてどうしようってんだ。

　ああ、でも彼女、本当に可愛かったよなぁ。完全に脳裏に刻まれている。

　とはいえ、もう戻ったところで彼女はいないだろう。その上、戻ったら確実に遅刻だ。

「ふぅ……」

　予鈴まであと五分。

　なりふり構わず全力を出せば余裕だ。武士の力は常人離れした脚力や腕力を発はつ揮きできる。しかし、それが人目につくのはとてもマズかった。

　結局のところ特殊な血を引いて力を持っているといっても、それを出せる場面というのはごく僅わずかなことに限られている。行きすぎた力を使っても気味悪がられるだけだしな。子供の時は特にそれが顕けん著ちよだった。

　むしろ、こんな運動能力を向上させる力じゃなくて、知力を向上させる力が欲しかった。具体的にいえば、勉強しなくてもテストでいい点が取れる頭脳とか。

　……まあ、そんな甘い話はない。心の中で溜息を吐きながら、おとなしく学校に向かって普通に走る。

　すると、後ろから軽かろやかな足音が急速に近づいてきた。

「あら、ナギじゃない。珍しいわね、こんな時間に」

「奈な巳みか」

　学園の制服を着込んで、走りながら話しかけてきたのは幼おさな馴な染じみの奈巳だった。俺がまともに会話のできる数少ない女の子で、フルネームを伊い澤ざわ奈巳という。ちなみにナギとは、奈巳だけが使う俺のあだ名のようなものだ。

　健康そうな肌に、元気のよい声。表情もこぼれてきそうなぐらいに活気に溢あふれている。黒の長髪をポニーテールにしており、束たばねた尻尾と大きなピンクのリボンが元気そうに揺れていた。女子の話では、黒髪がとてもサラサラで絹シルクのようだという噂うわさだが、この歳になって触らせてもらう勇気は持ち合わせていない。

　こういう風に走りながら喋っていても息切れしていない辺り、基礎体力の凄すさまじさを感じる。運動部に入ってないのが不思議なぐらいだ。

「で、何してたのよ。こんな時間まで」

「ちょっと郵便局まで道案内をしてきたんだよ。道を訊いてきた子がいたから」

「ああ、あそこか。じゃあ、何。紗さ優ひろはあんたを置いて先に行ったの？」

「あいつは日直で先に行ってる」

　紗優とは俺の妹の名前だ。家の事情から親元を離れ、学生マンションで一緒に生活しており、普段は登校する時にもふたりで家を出る。

「ふーん。ところでさ。あんた、なんかいいことあったの？　鼻の下伸びてるけど」

　奈巳がそんなことを半眼で尋ねてくる。

「えっ」

　思わず手で鼻の下を隠す。伸びて、ないよな？　いいことと言えば、まあ、あの女の子と少しだけとはいえ、話せたことが原因かもしれないけど……。

「何があったの？」

　追つい及きゆうされた。なんで？　何か気になることでもあったのか？

「いや、別に何も……」

「その道案内した子と何かあったんでしょ？　ほら、言いなさい！」

「なんで言わなきゃいけないんだ！」

「そ、それはその……！　あんたがよからぬことをしないようにって、あんたのおばさんに言われてるからよ！」

　母さん、余計なことを……！　というか、この話題、ほのかに地じ雷らい臭しゆうが漂ただようぞ？

「で、どんな子だったの」

「……………………」

「なんで黙るのかしら？」

「い、いや、そういうわけじゃ……！」

「子ってことは、女の子なんでしょ!?　言いなさい！」

　うぐぐ。失言だったらしい。子じゃなくて、人って言っておけばよかった。

「別の高校の女の子だよ。最近、越してきたらしい」

　渋しぶ々しぶ本当のことを言ったら、奈巳の表情は見る見る不機嫌になった。

「ふーん。その女の子と仲よくなって、鼻の下伸ばしてたんだー。へー」

「穿うがちすぎィ!?　どこの高校かも知らないっての！」

「でも、引っ越してきたってことを聞いたんでしょ!?」

「郵便局を知らなかったことが不思議だったから、それを訊いたら教えてくれただけだって！」

　いつにも増して口調が厳きびしい。理由が不明だから戦局が覆くつがえせない！

「……ま、いいわ」

　だが、どうやら追及を諦めてくれたらしい。よかった。

「学校着いたら、ゆっくり訊くから」

　よくなかった。俺、別に何も悪いことしてないよな……。

「なんか奈巳、俺に対して厳しくないか？」

「あんたがそうさせるんでしょ」

「結婚の約束をした時はもっと大人しくて優しかったのに……」

　そんなことを小さく呟くと、奈巳はいきなり顔を赤くした。

「きゃあっ！」

　ついでに躓つまずいてバランスを崩してしまう。

　俺が奈巳の腕を摑んで倒れる前に引き起こすと、彼女はほどなくして体勢を立て直した。すぐに元のスピードへ戻る。

「あ、ありがと。って、あんた、あの約束、覚えてたの!?」

「まあ、どういうわけか、一応。あの時期は、ナギナギ、だいだいだーいすきっ！　って言ってくれてたよな」

「あ――――――――――――！　あ――――――――――――――！　わ、忘れ――じゃない！　絶対言わないでよ！　あんな昔のこと。矯きよう正せいされたくなければ！」

　元々、誰かに言うような話じゃない。言ったら絶対にからかわれるじゃないか。

　大人になったら結婚。幼稚園児にありがちな、早すぎる約束。

　当時の俺たちはいつでもベッタリで、約束も幼いながらに本気でいたと思う。

　だが、ガキの頃。俺のその恋心はバッサリと絶たたれた。

『あの子の目に、紋章は見えているか？』

　親父のそんな言葉に、俺は愚ぐ直ちよくに首を振ってしまったのだ。

　その時より前は見えていたのに、突然見えなくなってしまって……。

『……じゃ、ダメだ。血統を繫ぐための適性がない。辛つらいだろうが……諦めろ』

　親や本家に逆らうこともできず、俺と奈巳はその頃からあっさりと疎そ遠えんになった。学年全体で仲の悪くなる、ありがちな男女の流れと共に。

　そこで初めて、俺は恋人が誰でもいいわけじゃないことを悟さとった。

　そして、俺は奈巳に対しての恋愛感情を少しずつ失ってしまったわけで……。

　中学になってからまた会話するようになったけど、その頃にはそんな気持ちはさすがに残っていなかった。

　今でも思う。

　親に何も言われてなかったら、今頃俺と奈巳はどうなっていたんだろう、と。

「まったく、余計なことばっかり覚えてないでよね！　その記憶力を全部勉強に回しなさいよ！」

「それを言われると、ぐうの音も出ないけど」

　何気に学園トップクラスの成績だしな、奈巳は。羨うらやましい。

「ま、まあ、こ、困ったら勉強教えてあげてもいいけど……」

　そして、なんだかんだでお節せつ介かいというか、世話焼きだよな。

「中間が近づいてきたら頼む」

　そんなことを話しているうちに、俺たちの目的地が見えてくる。

　私立英えい閤ごう学園。初等部、中等部、高等部、大学部とすべての教育機関をひとつにしたエスカレーター式の学園だ。生徒数は大学部まで併あわせれば五千人を超える。

　初等部からいる生徒はもちろん、中等部や高等部から入学する者もいた。俺や奈巳は前者だ。……というかこの学園、偏差値が高く、奈巳はともかく俺は高等部の外部入学で入れるのかどうか少し疑わしい。

　そんな学園の荘そう厳ごんなチャイムが鳴り響ひびく。俺たちが正門に到着したと同時だった。

「うわっ、予鈴が！」

「ああ、もう！　急がないと！」

　周囲にいた遅刻寸前の生徒たちが一斉に走り出す。

　俺と奈巳は正門から入って高等部区域の第一グラウンドと第二グラウンドのど真ん中を突っ切り、競うように走った。高等部第一校舎の昇降口で上うわ履ばきに履き替え、四階にある教室へと向かう。目指すは２‐Ｅ。階段を駆け上がり、本来走ってはいけない廊下を駆け抜け、２‐Ｅの扉を開け教室へなだれ込んだ。

「「セーフ！」」

　奈巳と声が被った。

「相変わらず、仲いいやん！」

　教室に着いた途端、携帯ケータイゲーム機を持ったひとりの男子が俺たちに怪あやしげな関かん西さい弁べんで声をかけてくる。

「室むろ道みちか……」

　佐さ藤とう室道。よくつるんで昼飯を一緒に食べたり、遊んだりしている。

　今日もまた胡散臭いイケメン面だった。

「「はぁはぁ……」」

　全速力で走ったから、息が……という風を俺は装よそおった。この程度で疲れはしないのだけど、疲れた風を装わないと不自然になる。小学生の頃からの、人の輪から外れないための癖くせだ。

「呼吸も同じタイミングやし、お前らもう配はい合ごうせーや」

「アホ。お前のやってるゲームじゃないんだから」

　言うに事欠いて配合はない。

「つか、今日もゲームしてるのか」

　今も携帯ゲーム機を持って、画面を見もせずにボタンを押している。

「おう、今日も競馬ゲームや！　配合日和びよりやしな」

「なんだよ、配合日和って」

　相変わらず、適当な奴だ。

「佐藤、誤解しないでよね。あたしはナギとは別になんでもないし」

　奈巳も俺に追つい随ずいする。だよね。

「伊澤のツンデレ、いけるやん！」

「キモいこと言うなっ！　あと、地元の人間なのに関西弁をなんで使うのよっ」

「ワイのアイデンティティなんや！　正式な関西弁やないし、堪かん忍にんしたってやー」

　奈巳は小さく溜息を吐いてから、疲れた顔をして自分の席がある後方へと向かった。

　俺も室道を半なかば無視して一番前にある自分の席――室道の前に座る。

「おはよ、相坐クン」

　隣となりの席に座る真ま城しろさんがいつものように声をかけてきた。フランクな性格で、女の子が苦手な俺でも接しやすいので助かっている。ちょっと外にはねたボブカットにヘアピンでチャーミングに決めていた。

「おはよう、真城さん」

「今日の帰りは遅かったわね」

「来たばっかだし!?」

　ただ、よくこういうネタをちょくちょく飛ばしてくるので対応に困る。

「ダメやな、凪紗。『仕事が忙しいんだよ。仕方ないだろ』って返すのが正しいで！」

　さらに後ろの室道もここぞとばかりに突っ込んできた。

「どこの冷めつつある家族だ」

　後ろに室道、左隣に真城さん。

　クラスでも一番騒さわがしい男女に囲まれた生活になって三週間。最近、ようやく慣れてきたが、すべてに付き合うととても疲れることになる。

「そう言えばさ。なかなか面白いニュースがあるんですよ、ダンナ」

　真城さんは聞いて欲しくて仕方ないらしい。愛あい嬌きようのある笑顔がそう語りかけていた。

「ダンナじゃないけど……。何？」

「実は転校生がうちのクラスに来るとの情報を得ています」

「マジかい!?　凪紗に言ったってことは女の子やろな。美人!?　可愛い!?」

　俺ではなく室道が素早く反応した。

「ええい、室道に言ったんじゃないっての！　ま、期待してたらいいんじゃない？　センセー曰く、スタイルいいらしいわよ。あと金髪だって」

「金髪キタ―――――――――――――――――――――ッ!!　二年Ｅ組、大勝利！」

　室道が立ち上がり、握にぎり拳こぶしを天に掲かかげて咆ほう哮こうした。

　クラス中がこちらに注目する。しかし、いつものことなので「また室道がおかしいぞ」「いつものことだろ」「じゃあいいか」で終わった。訓練されたクラスである。

「転校生ねぇ。なんでこんな中途半端な時期に」

「さー？　そこまでは知らないけどさ」

　それにしても、金髪と転校生というキーワード。

　いや、まさか、ありえない。そんな偶ぐう然ぜん、あったら運命にも程がある。

　第一、制服が違ったし、うちの学園じゃないだろう。

　だけど、金髪の転校生なんて、そうそういるわけがないわけで……。

「ん？　相坐クン、どったの？」

「いや、なんでも」

　まあ、答えはすぐに出るだろう。そして、別人が現れて「だよねー」ってことになるはずだ。

「おー、お前らー。可か及きゆう的てき速すみやかに席に着けー」

　扉を開けて、担任の秋あき山やま先生がやってくる。美人な先生なんだけど、相変わらず寝ね癖ぐせが酷ひどくてそれを台無しにしている。訊いたら面倒くさいと言われた。そんな物もの臭ぐさな人だ。

「あー、ホームルーム前に、いきなりだが転入生を紹介するぞ。入ってこい」

　声を受けて、しずしずとひとりの生徒が扉から入ってくる。

　うちの制服ではなかった。黒が基調で、ところどころに赤いラインが引かれている。

　流れるような金髪が目を引く。想像以上に煌きらびやかな金髪だ。神々しさすら抱かされる。クラスの男子も女子もその麗れい姿しに目を奪われていた。

　もちろん、俺も例外ではない。もっとも別の意味でだが。

　偶然、だろう。

　だけど、さすがに運命的な縁を感じざるを得なかった。

　その女生徒は、まさしく道を訊いてきた女の子であり。

　郵便局まで一緒に行ったクラマミカさん、その人だった。




　教室に入ってきたその女の子は優雅に歩き、教壇の中央へあがって――。

「あっ！」

　ずるりと盛せい大だいにすっ転んだ。

　バンッと鈍い音が教室中に響く。顔面からいったぞ……。

　音、角度、姿勢、あらゆる要素が訴えかける。とても痛そうだ、と。

　クラスのみんなもおそらく同じ心持ちだろう。揃そろって戸と惑まどいの声をあげていた。

「あいたたた～……」

　女生徒が起き上がる。その鼻はとても真まっ赤かだった。

　急いで先生が言葉を掛ける。

「大丈夫か？　おい」

「だ、大丈夫でしゅ」

　嚙かんだ。

　先程感じた神々しさは、もう感じなくなった。

　しかし、そのあどけなさは微み塵じんも欠けていない。金髪という目立つ髪も手伝ってか、教室は騒そう々ぞうしくなり始めていた。

「お見苦しいところをお見せしました」

　気を取り直した女生徒が促うながされるように、小さく礼をする。

　そして、黒板に名前を書き出した。

『鞍くら馬ま　魅み花か』

　朝聞いた名前とまったく同じ。なるほど、こういう風に書くのか。

「鞍馬魅花と申します。中途半端な時期ですが、父上の仕事の都合でこちらに越してきました。みなさんと仲よく学園生活を送ることができればとても嬉しいです。あ、この制服は前の学園のもので、こちらのがまだ届いていなくて……」

　とても綺麗な声で、流麗な自己紹介。言葉ひとつひとつに気品が感じられる。

　そして、声も、口調も。間違いなく朝に出会った彼女だった。

　教室がさらにざわついていく。その内容は、殆ほとんど彼女の美び貌ぼうを褒ほめ称たたえる言葉だ。男子はもちろん、女子も感かん嘆たんの溜息を吐いていた。

　俺は最前列の席のため、ふと彼女と自然に目が合う。

「あれ？」

　彼女が不思議そうな表情を作った。

　あれ？　ここで再会イベントとか発生したら、クラスのみんなの格かつ好こうの餌え食じきじゃね？

「あー！　朝会った親切な人！」

　止める間もなかった！

「え？　どゆこと」「凪紗が転入生と知り合いやと!?」

　真城さんと室道がそんなことを呟き、さらに教室の中が騒然となる。うわぁ、一番避けたかった展開じゃないか！　冷やかされること間違いなし、なんですけど……。

「なるほど、あの子のことだったのね」

　そして、ひっそりと耳に届くおどろおどろしい奈巳の声。あいつ、ほぼ最後列にいるはずなのに、なんで最前列の俺が聞き取れるんだ。

　朝、誤ご魔ま化かした話がこれで確実にバレた。休み時間になったらきっと追及される。そのことを考えると気が重い。胃も痛い。購こう買ばい部ぶに胃薬、売ってるかな……。

　というか、俺、何も悪いことしてないよね？

「知り合いか、相坐」

　先生がそんなことを尋ねてくる。

「はあ、まあ……。知り合いと言いますか、なんと言いますか」

「ま、スチル付きの再会イベントは後回しにしてくれ。まずはホームルームを終わらせたいからな」

　よくわからない言葉が混ざっていたが、ともあれ一旦喧けん騒そうは収まった。火種は残ったままだけど……。

「よし。では鞍馬、ふたつだけこいつらの質問に付き合ってくれ。おう、お前ら、早い者順でふたつ質問を許す。ただし、相坐との関係については長くなるから止めろ」

「ほい！」

　光速で挙げられた手は、室道のものだった。こういう楽しそうなことへの食いつきは、おそらく一番早い。が、きっとろくでもない質問だろう。

「スリー「サイズとか言ったら、お前退学な」バント失敗ってどう思うやろか？」

「ランナーを進めることもできないなんて、少々どうかと思います。やはり一塁線ギリギリ、ホームと一塁の間に止まるぐらいのバントが一番いいですよね」

　あの下らない質問に答えた！　その上、妙に詳くわしい。

「や、やりよる！」

「お前は貴重な質問ひとつを無駄にしたことを反省しろっ!!」

　しまった。思わず、突っ込んでしまった！　だけど、我慢ができなかったんだ。

「はい！」

　次に元気よく手を挙げたのは、奈巳だった。こういう時は積極的だな。

「前はどこに住んでたの？」

「長なが崎さきの五ご島とうです。その中の福ふく江え島じまに住んでました」

「どんなところ？」

「閑かん静せいでいいところですよ。五島では一番賑にぎやかなんですけど、関東の人に田舎いなかだと言われると、ちょっと反論できませんね」

　五島列島と言われてもそこまでぴんと来ない。長崎なのは知ってたけど……。

「では、鞍馬はあそこに座ってくれ」

　質問タイムが終わって先生は座る席を指さした。見れば奈巳の後ろに席がひとつ増えている。今日の日直が朝のうちに用意したんだろうな。

「鞍馬？」

　しかし、鞍馬さんは動こうとしなかった。

「すいません。できれば、前の席が……。わたし、目が悪くて前の方じゃないと黒板がよく見えなくて」

　なるほど、そういう理由が。

「一応、コンタクトは入れてるんですけど、この歳でこれ以上度数を増やすのは危険だと言われまして、できれば前の方にお願いします」

　先生が少し考えて、あっさりと結論を出した。

「黒板が中央で見える方がいいよな。じゃあ真城。あっちに席替えしてもらえるか？　伊澤の後ろ」

　真城さんが快こころよく了解し、手際よく机の中の荷物を鞄の中に入れていく。

「ラッキー。奈巳りんの後ろ、窓際の最後方ゲットだぜい。短い間だったけどバイバイ、相坐クン。あなたと一緒の生活、悪くなかったわ」

「俺がそれを上手く返せる男だと思ってるの？」

「おいおい、アドリブのきかない男は嫌われるよん」

「初めて聞いたよ。俺の参考にはできないから別の何かでカバーする」

「カバーできる予備戦力があるなら、もう投入しないと負け戦になるぜーい」

　そんな軽口を叩いてから真城さんは奈巳の後ろへと移った。空いた真城さんの席に鞍馬さんが静しず々しずと座る。

「よ、よろしくお願いします。相坐くん」

「あ、うん。よ、よろしく。鞍馬さん」

　さらに鞍馬さんはもう片方の隣や後ろの席の生徒にも挨拶し始めた。朝もそうだったけど、礼儀正しいな。

「じゃあ、鞍馬はまだ教科書を持ってないから……。今日の授業は相坐、お前が見せてやれ。知り合いらしいしな」

「え」

「頼んだぞ。では、ホームルームを始める。伝えるべき事項は――」

　勝手に決められてしまったぞ。拒否する隙すきも暇もない。

　もしかして俺を指名したのは、俺の女の子への苦手意識をどうにかするためか？　話によると俺の母親から、その克こく服ふくを依頼されているらしいし。それも要約すれば、さっさと恋人を作れってなもんである。

　でも、いきなりだと心の準備が……。

　ふと、鞍馬さんの方を見る。俺の視線に気付いた鞍馬さんはぺこりと頭を下げた。

「仲よくしてくれると嬉しいです」

　そんな風に頼まれるとよろしくしたくなるのは確かなんだけどなぁ。

「あと、今朝は本当にありがとうございました」

　純粋そうな笑顔でそう言ってくれる。

　ヤバい。チョロいとか思われそうだけど、惚ほれてしまいそうだ。

　我ながら単純である。ああ、もう。偶ぐう然ぜんって素晴らしい。




　ホームルームが終わって先生が出て行くと、さっそく鞍馬さんの周りにクラスメイトが集まり始めた。自己紹介の時に訊けなかったのであろう数々の質問が飛とび交かう。

　が、真城さんはそれを手で制した。

「はーい、皆の衆。ちょい待ちー。まずは最優先事項の確認といこうじゃないの」

「あー、しなくていいんじゃないかな」

「で、うちの相坐クンとはどういうご関係？」

　完かん膚ぷ無なきまでにスルーされた。

　すると、鞍馬さんはほのかに照れながら笑顔を浮かべる。

「えへへ。実は今日学園に来る途中に郵便局を探してたら迷ってしまって……。それを道案内して助けてくれたんです」

　説明は問題ないのだけど、彼女の様子は他にも何かがあったように見えなくもない。

「え。それだけ？」

「はい。名前はお互いに訊いたんですけど、もう会えないと思ってました。でも、まさかここで会えるなんて……。なんだか、う、運命みたいなものを感じます……！」

　その意味ありげな言葉にクラスのみんなが「おおー」とかどよめく。……やめようよ。

「運命か。いいねいいね。その純粋な感じ！」

　ところが、真城さんは楽しそうだ。室道も何故か満足げな表情を浮かべている。

「凪紗。お前、何。鞍馬さんに名前を訊いたんか？」

「ま、まあ、そうだけど……」

「ふぇふぇふぇ。お前もやるようになったやん！　まあ、電話番号やメルアド訊いとらんところに詰めの甘さを感じるけどな」

「仕方ないだろ……」

「せっかく立っとるフラグをポッキー扱あつかいしてポキポキ折るのはあかんで」

　ああ、もうこの話終わってくれ。今すぐに逃げたい。だが、がっちりと室道に肩を抱かれ、こっそりと逃げることができなかった。

「ま、相坐クンはもう少し精しよう進じんってことで。じゃ、この話はおしまい！　それで訊きたいことあったんだよね。鞍馬ってさ――」

　真城さんによって俺は席を退どかされた。同じように男連中も閉め出される。

　あっという間に女子空間のできあがりだ。

「アリ一匹、入る隙間もないやな。待たい避ひや、待避ー」

　室道がそう言いながら教室の後ろに待避する。俺も室道に付いていった。

　ま、席が隣だから、何か訊こうと思えば訊けるだろうし。……訊きたいことなんて思いつかないけど。

「いやはや、女子力が一気に高まったやん」

　室道が携帯ゲームを片手に、毎度の如ごとくアホなことを言い始める。

「女子力って、そういう意味で使うんじゃないと思うんだが」

「細かいこと気にすんなや。ま、隣の席になったんやし、その有利を活いかすべきやで」

「……何を言ってるんだ」

「ほー。やっぱり、伊澤の方がいいんか？」

「奈巳は関係ないだろう」

「奈巳、か。名前で呼び合ってると、やっぱり色々想像してまうで」

「短絡的すぎだ。それに、今更言われてもな。あいつとの間にあるのは友情だよ」

「ま、大人になった時、まだ今のままやったら認めてもええで」

「あと数年は誤解が解けないって意味じゃないか、それ」

「あーこの調教師、ワイの愛馬が弥生やよい賞勝ったってのに、何で伏ふく竜りゆうＳステークスに出そうとしてんや！　皐月さつき賞行けや、皐月賞！」

「何の脈みやく絡らくもなく、いきなりゲームに戻るな！」

　どうやら競馬ゲームの方でトラブルが起きたらしい。マイペースなヤツである。




　休み時間も終わり、一時間目の授業の予鈴が鳴る。同時に鞍馬さんが机を俺の席に近づけてきたので、俺も教科書を真ん中に寄せた。

「ありがとうございます」

「いやいや、いいって」

　礼儀正しすぎて、俺の方が恐きよう縮しゆくしてしまう。

「えっと、授業の方、大丈夫そう？　その、前いたところとズレてたりしない？」

「お、おそらく……。お気遣いありがとうございます」

　なんだろう。少し庇護欲が煽あおられてるのか、放っておけないって気持ちがふつふつと……って、彼女が適正者だからって意識しすぎだ。

　程なくして、本鈴が鳴るのと同時に教科担当の教師が入ってきた。

「あー、授業を始めるぞ。前回やったところから――」

　それから授業中、彼女は真面目に教師の話を聞き、黒板に書かれた文章を転記していく。たまたま視界に入ったノートには、綺麗な文字が書かれていた。時折、猫っぽい生物が『ここが重要ヨ！』とフキダシ付きで喋っているところが、ちょっと微笑ほほえましい。

「あっ」

　突然、彼女が声を上げる。

　俺がそちらに視線を向けると、落ちていく消しゴムが見えた。ちょうど、俺と彼女の机の隙間に落ちたようだ。

「す、すみません……」

　俺が取ろうとする前に彼女は体を傾けて取ろうとし――。

　ずるりと、滑すべったように俺の方へと倒れてくる。俺は彼女と共に床に転げ落ちた。

　ガッターン！　と派手な音が教室内に響く。ふたつの椅子と机が盛大に倒れ、机の中に入っていた教科書は無む秩ちつ序じよに散さん乱らんした。

「いってー……!?」

　思わず声が出た。

　おかしいな？　この程度のことで、俺の体が痛みを感じるわけないんだけど。武士の体は、多少の痛みなら無意識に遮しや断だんする。だが、ジンジンとした背中の痛みは本物だった。こういう痛みを感じたのは久しぶりな気がする。

　って、そんな場合じゃない。鞍馬さんは大丈夫だろうか。咄とつ嗟さに俺の体がクッションになるように体勢を取ったから、怪け我がはしてないと思うんだけど。

「いたたー……」

　同じく痛みがあるのだろう。そう言って彼女が起き上がろうとする。

　俺の手が彼女の体と共に引ひっ張ぱられた。

「あ」

　……ところで、さっきからちょっと柔やわらかい感触がしてました。

　予あらかじめ言っておくと、決してわざとではない。彼女の身を守るために動かした手がたまたま彼女の胸にいって摑んでしまっただけ――。

「ごめん！」

　即座に彼女の胸から手を離し、土ど下げ座ざした。

　近くに座っていたクラスメイトたちは、俺たちがどういう体勢でどういう状況だったか把は握あくしているからか、沈黙している。逆に後方からは「なになに～」「大丈夫？」といった好奇心と心配が入いり交まじった声が届いた。

　教室中が妙な空気に包まれそうになる中、

「だ、大丈夫ですよ。転んだのはわたしのせいですから気にしないで下さい。わたしの方こそ、不注意でごめんなさい。本当にごめんなさい……」

　胸を触られたというのに、なぜか彼女も必死に謝ってくる。

「いや、でも……」

「ほ、ほら、授業中ですから。は、早く、机と椅子を、な、直しましょう！」

　そう言われると、従したがわざるを得ない。先生の方も授業を進めたいといった顔をしているしな。

　机を直して、散らばった教科書をクラスメイトたちから受け取って、授業再開。

　そこで、

「そ、粗そ末まつなものですみません……」

　と小さな呟きが耳に入った。

　だが、俺はすぐに返答ができない。できるわけがなかった。

１．「結構なモノをお持ちで」２．「柔らかかったよ」３．「もっと自信を持っていい」

　論ろんずるに値あたいしない。浮かんだ選択肢はどれも好感度を下げることが約束された敗北の言葉だった。うおお、どう返せばいいのかわからない！　そもそも、その言葉の意味するところとはいったい……、うごごごご。

『アドリブのきかない男は嫌われるよん』

　さっきの真城さんの言葉が突き刺さる。一年ぐらい前に言って欲しかったよ。

　そんな混乱やら、さっき感じた痛みやら、胸の感触やらが気になって、授業の内容はさっぱり頭の中に入ってこなかった。




　午前中の授業が終わって――俺はすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

「ご、ごめんなさい」

「いえいえ……」

　何気に鞍馬さんは相当なドジだった。

　走る滑すべる見事に転ぶといったコンボはもちろん、物を落としたり紙のノートを再起不能にしたりするなど、この短時間ですごいなぁと感心してしまうほどである。

　で、隣の席なのが災わざわいしているのか、そのドジに凄すさまじい頻ひん度どで巻き込まれていた。

　それで彼女は俺に向かって謝っているわけだ。

　その上、なぜか彼女にぶつかったり、一緒に転んだりすると体が痛むんだよなぁ。死ぬほど痛いというわけではないが、やはり気になる。……が、今は自分のことよりも彼女のことだ。

「気にしないで。誰にでも星の巡りが悪い時はあると思うし」

　気落ちする彼女に気の利いたことを言うこともできず、こんなことしか言えなかった。自分で言っててなんだけど、星の巡りってなんだよ。占星術師か。

「注意はしてるんですけど……」

　鞍馬さんは本当に申し訳なさそうに俯いている。

「ホントに気にしないで。て、転校初日で緊張してるんだろうし」

　これが俺の精一杯のフォローである。圧倒的な語ご彙いの少なさにホント泣きたい。

「ふふ、優しいんですね。あれだけ迷惑かけたのに」

「……優しくなんてないよ」

　自分で言うのもなんだが、優柔不断なだけだ。

　その上、適正者と非適正者で女の子を分けて見てしまっている。そんな俺が優しい男のはずがない。女の子からしてみたら、とんだ下げ衆すではなかろうか。

「ところで、昼休みになったし、ご飯にした方がいいよ。鞍馬さんはお弁当？」

「いえ。今日は寝坊して、お弁当を作る暇もなくって……。お恥ずかしいです」

「じゃあ、購買か学食だね。購買はいいパンを買うにはもうかなり厳しいけど、学食だったら少し待てば席も空あくと思うし」

「そうなんですか？　あ……」

　そして、タイミングを見み計はからったかのように真城さんを中心とした女性陣が鞍馬さんへ近づいてくる。奈巳も一緒だ。

「鞍馬ー、一緒に学食行こうよ」

「え？　わたしなんかが、いいんですか？」

「もちろんよん！　ってか、だめよー。わたしなんか、なんて言っちゃー」

　鞍馬さんはなぜかちらりと俺の方を見てから、改めて彼女たちに向き直った。

「では、よろしくお願いします。仲よくしてくれて嬉しいです」

「当ったり前じゃん！　あとあと、こっちのことも名前で呼んでいいから、魅花って呼んでいい？」

「は、はい！　ぜひ！」

「あたしのことも、奈巳でいいよ。よろしくね、魅花！」

「よ、よろしくです、奈巳さん！」

　話がまとまったところで、真城さんがこちらをちらりと見る。

「どうすか、ダンナ。ご一緒に」

「いや、やめとくよ……」

　学食で女の子の中に男ひとりなんて、絶対に落ち着いて食べられない。

「うひゃひゃひゃひゃっ。ほんじゃ、魅花っち借りてくよー」

「いやいや、別に俺の許可が必要な風に言わなくても！」

　俺の言葉をスルーして彼女たちは教室から出て行く。すでに話題は何を食べようかとか何がお薦すすめだとか、そんな話だ。

　奈巳が去り際、流し目で蔑さげすむように見てきたのは……気にしないことにしよう。

　しかし、いきなり名前で呼び合うとは。女子はその辺りの垣かき根ねがなくていいね。

「ふぅ……」

　そして、ようやく気持ちに余裕が生まれた気がする。

「大変やったなぁ！」

　他人事を笑うように声をかけてくるヤツがいた。この声は室道しかいない。

「むかつく」

「何もゆーてないのにひどっ!?」

「からかう口調だったろ」

「そんなことあるわけないやろ」

　眼をキラキラさせて言う。キモい。

「本音は？」

「挙きよ動どう不ふ審しん過すぎやでプギャ――――――ッぶフッ」

　とりあえず無言で殴った。指まで指しやがって……いい性格してるよ、ホントに。

「おま、みぞおちに……呼吸が……っ」

　まあ、あれだけ授業を中断して何も言われないよりかは、こうして冷やかされる方がいくらか気楽だ。それに、明日には教科書が届くっていう話だし、あと二回の授業で理性が吹っ飛ばなければ御の字だ。

「でもなー、密着できて嬉しいやろ？」

　室道が懲こりずに訊いてくる。回復早いな。

「こういうのはそもそも女の子同士で見せ合うべきな気がするんだが」

「男女交互の列なんやから仕方ないやろ。そもそも男にとっては役得なんやから、むしろ喜ぶべきところやで」

　確かにうちのクラスの男子からは羨ましいという視線を感じる。役得だとは思うんだけど、緊張してしまってそれどころじゃないけどな。

「ほれ、さっさと飯食いに行こうや。腹が減っては寝られないしのう」

「腹が減っては戦はできぬだろ！　ここに何をしに来てるんだ、お前は!?」

「睡眠学習」

「ちょっとどうなのそういうの」

　それでこの男の成績が上の中とか意味がわからない。真面目に勉強している俺の立場はいったい……。そもそもこいつが勉強してるところを見たことがないんだよな。今も片手に携帯ゲーム機持ってなんかやってるし。やってるのは競馬ゲームだろうけど。

「勉強ってのは時間よりも集中力と効率やで。ゲームの攻略と同じや」

「納得いかねぇ……」

「まあまあ、ええやん。今日はどっちいこか。第一？　第二？」

「第二でいいんじゃね」

　そんな軽口を叩きながら、室道と一緒にもうひとつの学食、第二食堂へと向かった。




　放課後になってホームルームも終わり、みんなが挨あい拶さつをしながらぽつぽつと帰り出す。

　鞍馬さんは誘われているようだが、用事があるといって断っていた。用事って何だろ……？　いや、よけいな詮索だな。考えるのはよそう。

「じゃーな、凪紗」

「おー、室道。また明日な」

　室道も教室を出て行く。相変わらず携帯ゲーム機を手に持ったままだ。授業中以外、殆ど競馬のゲームをやっているからな。よく飽あきないもんだ。

　以前、ちょっと内容を訊いてみたことがあるが、インブリードだの、リーディングサイアーだの、ニックスだの、サイアーラインだのよくわからない単語が返ってきた。まあ、よくわからないけど、馬と馬の配合には複雑な条件があるらしい。

　というか何の気き兼がねなくゲームか。羨ましい。……比べても虚むなしくなるだけだし、さっさと帰りますかね。

「あ、の……。相坐、くん？」

　と思ったら、声をかけられた。相手は――なんと鞍馬さんである。用事があったのではないのだろうか？

「どうかした？」

「あっ、あのねっ。その……」

　何か言いづらそうにまごまごしていた。

　そして、意を決したように口を開く。

「こ、こっ、この学園を、あっ、案内して欲しいのっ」

「えっと……、なんで、俺？」

　嬉しさよりも、まず戸惑いが先に立った。

「その、教科書を見せてもらったから……」

　頭の中で話を繫げる。……おや、理由が繫がらないぞ？

　彼女は小声で続けた。

「実はわたし、人見知りで……。だから、今日一日相手してくれた相坐くんに案内してもらえれば、少しは気を楽にして見て回れるかなって」

　なるほど、そういうことか。それは、男として光栄な話だった。

「……って、人見知り？」

　信じられない。迷子の時も俺に話しかけてきたぐらいなのに。

「質問の受け答えとかは普通にできるんです。ただ、あんまり知らない人と長く一緒にいると緊張で周りが見えなくなっちゃって……。少しずつ馴染んでいくんですけど、初日だと、その、ちょっと……。実はみんなと行った学食でも凄く緊張を……」

　そうなのか。そういうことなら彼女の力になるべきだろう。

「俺も知ったかぶりぐらいしかできないけど、それでいいなら……」

「あ、ありがとうございますっ！　じゃあ、お願いします！」

　緊張で周りが見えなくなるのは、俺も同じなんだけど、まあ、なんとかなるか。

　自分にできることは断るな、と親父にも教えられたしな。

　それに鞍馬さんのこんな笑顔を見せられたら、もうそれだけでオーケーした甲か斐いがあるってもんだ。

「それじゃ、行こうか」

「はいっ！」




　鞍馬さんと校舎の中を歩く。その中でも体育館やら保健室やら視聴覚室やら、学園生活で特に使用頻ひん度どの高い場所を巡っていた。

「昔は山の中にある田舎の学校って感じだったんだけど、十五年前から山を切り開いたりして、今みたいな形になっていったらしいよ。その時と今じゃ全然違うんだってさ」

　途中、ちょっと学園の歴史も説明してみた。……単に話題がなかったからだけど。

「なるほどー。だからですか？　広いですよね」

「大学部はもっと広いよ。一応、キャンパスを歩いたりするのは自由なんだけど、初めての人は迷うんじゃないかなぁ……」

「あはは、大変だー」

　今のところボロを出さずにいるが、内心は結構どきどきだ。あまりよく知らない女の子とふたりきりで歩くというのは本当に緊張する。

「でも、本当にありがとうございます」

「へ？」

　突然、お礼を言われた。

「授業中に迷惑を掛けてましたから、嫌われたかと思ってました。わたし、いつもドジで人を怒らせてばかりなもので……」

「あんまりドジには見えなかったんだけどね」

「はぅ。マナーや礼儀は父上に叩き込まれたんですけど、どうも体のバランス感覚や注意力が足りないみたいなんです」

　マナーや礼儀の指導とその辺りの失敗に因果関係はないということかな。いや、鞍馬さんが特別なのかもしれないけど。

「あ、あと、生来の体質的なものと言いますか……」

「た、体質？」

「あ、いえ！　な、なんでもありません！」

　体質でドジなんてことあるのかなぁ。それとも鞍馬さんなりの冗談？

「ま、まあ、俺にだったらいくら迷惑掛けてくれてもいいから、あまり気にしないでもいいよ」

　むしろ、俺にはそれぐらいしかできない。体の頑がん丈じようさには人よりも自信があるしな。

「相坐くん……」

　すると、彼女はふんわりと笑って、

「やっぱり相坐くんは優しいです。わたしが思ってた通り」

　そんなことを言い出した。

「いや。俺は優しくなんてないって」

「絶対に優しいです。相坐くんを優しくないなんていう人がいたら怒っちゃうレベルです」

「そこまでの人間じゃないよ、俺は。鞍馬さんの方がよっぽど優しいと思うんだけどな」

「わ、わたしはそんな人間じゃないですよ。腹はら黒ぐろとか悪女とかそういう人間ですし……」

「あはははははは！　腹黒とか悪女って、そんなキャラには全然見えないよ」

　いかん、本気で笑ってしまった。

「う、噓じゃないんですよ？　と、とにかく！　相坐くんは優しいんです」

　そこまで言われると悪い気はしないけど、それでもやっぱり……。

「過大評価ってか、過剰評価だよ。身に余りすぎる」

「むむ。結構、相坐くんって強情ですね」

「自分を知っていると言って欲しいかな、そこは……」

「一番わからないのは自分だっていう人もいます。その……もっと自分のことを評価してあげてもいいと思いますよ。鈍どんくさいわたしなんかに言われても、何の足しにもならないかもしれないですけど……」

　自分を評価する、か。

　自分ほど信じられないものはない。人との関係になれば尚なお更さらだ。

　相手は怒っていないだろうか。相手は悲しんでいないだろうか。

　自分の一言で、自分を嫌わないだろうか。

　言葉を発する度に不安で仕方ない。

　こちらがよかれと思った言葉が、相手を深く傷つけることだってある。

　だけど――。

　彼女に言われると、自分が本当に優しいのかもしれないと思ってしまう。

　転校初日の女の子におだてられて、調子に乗ってるだけかもしれない。けど、不思議と彼女の言葉は、胸にすっと入ってきた。

「努力するよ」

　だから、自分のできる範囲で彼女の言葉に報むくいたい。

　少しはポジティブに生きてもいいかもしれないな。

「さて、他に行きたい場所とかある？」

「そうですね。相坐くんのお薦すすめの場所があれば、そこに」

「了解」

　そして、俺たちは校舎を出て綺麗に揃えられた石いし畳だたみの上を歩く。話す言葉は少ないが、それが苦ではなかった。

「どこに行くんですか？」

「学園の自慢のひとつかな」

　俺も最初は興味がなかったが、一度見ると脳に刻み込まれるほど印象に残る場所がある。特にこの季節はすごい。俺以外にもそういう奴はたくさんいた。

　高等部区域を出て、大学部区域と中等部区域に挟まれた遊歩道を歩いていくと階段へと辿り着く。高さ四メートルほどのここを下りると大学区域の中に入るが、この少し先に目的の場所はあった。

「ここの階段、少し急だから、気をつけてね」

「大丈夫ですよ。そこまで鈍くさくは――」

　鞍馬さんは、意い気き揚よう々ようと階段を下りる。

　ザリッ……と、砂と石が擦こすれる音が耳に届いた時、彼女は完全に体勢を崩していた。

　俺は咄とつ嗟さに体を階段から投げ出して、彼女の体を抱き込む。

「あっ……！」

　彼女の表情を垣かい間ま見る。彼女は戸惑いか、痛みか……いや、怯おびえた表情をしていた。

　そんな気掛かりも束つかの間ま、俺たちの体は真まっ逆さかさまに落下を始め――。

　ふわっ、とした浮遊感が俺の体を包みこんだ。

　俺の心が、背筋が、ゾクリとざわつく。

　光の〝角〟――そうとしか表現のしようがない代しろ物ものが彼女の頭に生えていた。光の粒子を放出しながら、そこに存在している。

　それは、鬼の証あかし。

　信じられないが、疑いようもない。彼女は――鬼と呼ばれる存在だ。

「これは……？」

　その上、俺たちは確実に重力に逆らって浮いていた。淡い光の粒子が、彼女の背中から空へ昇のぼっている。それはまるで天使の翼のようで……。

　だが、その時間は長くなかった。彼女の角が消えると、その翼も消え、浮遊感もなくなり落下した。

　ダンッ！　ダンッ！　と音をさせながら、階段を滑り落ちる。

　そして、段差が終わって地面へと転がった。

「いつつつ……」

　鞍馬さんの方は大丈夫だろうか。俺が下になったから大事はないと思うんだけど……。

　俺の方は痛かったが、激痛と言うほどではない。階段から落ちた程度で痛みを感じることは気になるが、それよりも今は鞍馬さんだ。

「鞍馬さん……？」

　少しだけ警戒しながら声をかけると……。

「ご、ごめんなさい……。ひっく……ごめんなさい……」

　俺の腕の中で、鞍馬さんは泣いていた。

　ギョッとする。そして、俺の脳内は混乱を始めた。

　鬼だとわかった瞬間、もしかして俺を殺しに来たのかなんて不届きな想像をしたのに。

　彼女は本気でわんわん泣いていた。泣いてる女の子の対応なんて知らないんですけど。

「あ、あー……。その……。な、泣かないで……」

「また……。またやっちゃった……ひっく……。なんで、なんで、わたしってこうなんだろう……。いっつも大事なところで……、うええ……。その上、人を巻き込んで……」

　彼女の頭からは光の角がすでに消えている。

　見間違いだったとは考えにくいのだけど……。

「と、とにかく落ち着いて。むしろ、助けようとしてくれてたよね？　だったら、こっちこそありがとうだよ」

　一瞬だが浮いたあの力は俺のものではない。彼女の力だと思うんだけど……。

　俺の言葉を聞いた彼女はきょとんとした顔になった。

「あの、見ましたよね……？　お、おかしいって思ったりとか……」

「いや、別に、なんというか。ちょっと、すごいって思った」

　俺自身は宙に浮くのは無理だしなぁ。家の屋根以上に飛ぶ跳ちよう躍やくぐらいならできるけど。

「で、でもでも。わたし、注意されてたのに転んじゃって……」

「わざとじゃないんだったら仕方ないよ。次から気をつければいいんだし」

　慰なぐさめになっていない気がしたが、それでも彼女は泣き止み、じっと俺の顔を見てくる。信じられないとでも言わんばかりの表情だ。

「そんなこと言われたの、初めてです……」

　本当に初めてだったのか、彼女は戸惑っているように見える。まあ、なんにせよ、泣き止んでくれて本当によかった。

　だけど、そんな彼女が鬼神の血肉から生まれたという〝鬼〟だなんて、俺には到底思えなかった。




　鬼といっても昔話に出てくるような、厳いかつい棍こん棒ぼうを持った赤肌の鬼はいない。

　基本的には鬼も人と同じだ。ただ俺たちと同じように不思議な力を持っているというだけである。あとは力を行使する時に、光の角が生えるという特徴があるぐらいだ。

　そして、鬼にも二種類の鬼がいる。

　ひとつは、鬼神復活を望む原理主義者――鬼神の望む世界の破滅を目もく論ろむ連中だ。なぜ世界の破滅を望むのか……それはわからないが、言うまでもなく俺たち武士もののふの討とう伐ばつ対象となっている。

　もうひとつが、ただ鬼の血が入っているだけで何も知らない者だ。〝何も知らずに鬼と交まじわってしまっただけ〟。そういった人たちの子孫である。

　特に遙はるか昔に鬼の力が使えなくなった一族の場合、すでに自身が鬼の一族であるということさえ知らないこともある。

　故ゆえに相坐家の一族にとって、彼らは討伐対象ではない。俺たちの討伐対象は、あくまで鬼神復活を望む原理主義者だけだ。

　……で、鞍馬さんは力もあまりなさそうだし、鬼の血が入ってるだけだと思う。

　先程、鞍馬さんが発現させた力は、あまりにも小さかった。力を抑えていたようにも見えなかったしな。一瞬でも宙に浮くのはすごいと思ったけど。

　まあ、気になることもあったし、彼女も自分のことを話したかったようなので、近くに備え付けられたベンチにふたりで座った。

『吐き出したほうがいい悩みもある。それを聞ける状況なら聞いておけ』

　それは父から強く言い含められている信念というか、刻みつけられた本能みたいなものだった。

　そして、鞍馬さんが恐る恐る語り出す。

「わたしの家族はちょっと特別みたいで……。ああいう風に不思議な力を持って生まれてくるんです。ただ、わたしは一族の中でもさらに特殊らしくて……」

　その口調は堰せきを切ったかのようだった。まるでずっと聞いてほしかったというように。

「だけど、その不思議な力を自由に操ることができなくて……。ふとした瞬間に勝手に力が出て、その上、角が生えてくるので、いつもみんなに気味悪がられてました。だから、これまでずっとひとりで……過ごしてきたんです」

　それだけで。

　彼女のこれまでの人生が、多少なりとも想像できてしまった。

　覚えがある。俺自身も武士としての力の制御ができなかったせいで、みんなの中で浮いていたことがあったから。遠巻きに避けられていたことを思い出すと、今でも心に重たい何かが落ちてくる。

『こんな力なければいいのに』

　そう思ったのも一度や二度ではない。

　特殊な力があるよりも、俺はみんなと同じ人生でありたかった。

「お願いです……。誰にも言わないでください……」

　鞍馬さんが懇こん願がんしてくる。

「いや、そりゃあ――」

　もちろん、と俺が言う前に、

「な、なんでもしますから……」

　などと、彼女はとんでもないことを口走った。

「な、なんでもって……」

「そ、その……。えっちなお願いは……その、なんと言いますか……。そ、それでも相坐くんが……」

「ストップストップストップストップストップ!!　いいから！　そういうのいいから！」

　モザイクまみれの妄想が暴走する前に鞍馬さんを止める。

「そんなことしてくれなくても、俺は何も言わないから。今日会ったばっかりの俺じゃ信じて貰えないかもしれないけどさ」

　そう伝えると彼女はまるで憑つき物ものが落ちたような顔をして、

「信じます！」

　と満開の笑顔を見せてくれた。

　そして、その表情をくしゃっと歪ゆがめ、

「ふええ……よかったよぉ……ぐすっ……」

　なんでか、また泣き始めた。な、なんで……!?

「えっ、ちょっ、な、なんで泣いてるの？」

「あ、これはほっとしたからというか、嬉し涙で――」

　そこへ不意に、影が視界を覆おおう。

「何、女の人を泣かせてるんですか」

　いきなり木の棒が俺の喉のど元もとに軽く押し当てられた。

「いや、泣かせたわけじゃなくてだな……」

「今日は早々に自宅へ帰ってるかと思えば、まさかこんなところで女の敵になってるなんて紗優は悲しいです」

　誤解も誤解だった。女の敵て。

「い、いえ。泣かされたわけじゃないんです……よ？」

　そこへ、すかさず鞍馬さんがフォローをしてくれる。

「これはだな。まずは落ち着いて聞いてくれ」

　俺もすかさず会話に入って事情を説明した。

　おかげで少しずつ誤解が解けているようで、その表情から険けんが消えていく。それでようやく紗優は俺の首に押し当てていた箒ほうきを下げてくれた。

「……なるほど。階段から落ちた、と。状況から察するに噓は言ってないようですね。ですがダメですよ、そもそも誤解されるようなシチュエーションを作っては。兄さん」

「悪かったな、紗優」

「制服の汚れは無理矢理押し倒したものかと思いましたが、よくよく考えたら兄さんにそんな甲斐性あるわけありませんでしたね」

「……あのな」

　目の前の中等部の制服を身に纏まとっている少女は実妹の紗優だ。

　すぐそこの校舎でいつも授業を受けており、今は三年生。

　ともすれば無愛想にも見える無表情だが、感情は豊かな方だと思う。肩に届くか届かないかという長さの髪は艶つややかで、風呂上がりに梳すくことを強要されることもあるから触ったこともあるのだけど、指から溢れるぐらいにさらさらだ。髪に結われたリボンはお気に入りということで、日中はずっと着けている。

「兄がお世話になっております。妹の相坐紗優と申します。以後、お見知りおきを」

　紗優が箒を持ちながらぺこりと頭を下げた。礼儀正しい妹でちょっと鼻が高い。

「ご、ご丁てい寧ねいに初めまして。本日転校してきた鞍馬魅花と申します。仲よくしてくれると嬉しいです」

「転校生、ですか？」

「はい。それで相坐くんには今日一日、色々と助けてもらって」

「なるほど。その色々というのは？　ぜひ聞かせていただけると」

「え……？　っと……。その教科書を見せてもらったり――」

「何を訊いてるんだ、お前は」

　妹の頭に、軽く乗せるようなチョップをする。

「あう。兄さん、暴力反対です」

「これが暴力だったら、鉄拳制裁はどんだけの許されざる犯罪なんだよ」

　まあ、誤解も解けたようで何よりだ。

「鞍馬さん、もう歩ける？」

「え、は、はい。痛いところはないので」

「とりあえず念のため、保健室に行っとこうか。ここからなら中等部の保健室が近いし」

「そうですね。私も付き添いますよ」

　紗優がそう申し出てくれる。しかし、鞍馬さんは不安そうに俺を見た。

「いえ、本当に大丈夫ですよ。むしろ、相坐くんの方が……」

「うわ、兄さん。背中がひどいです。ボロボロですよ」

「え、マジで？」

　ブレザーを脱いで確かめる。うわ、ホントに酷ひどい。紗優の言う通り完全に破れている。

　幸い、中のワイシャツの方は汚れただけで無事のようだが……。

「砂汚れもひどいですね」

「だろうなぁ」

「ほ、本当にごめんなさい」

　鞍馬さんは気まずそうに謝ってくる。

「お気になさらず。最近はよくあることですので」

「何を言ってるんだ」

「八割ぐらい失言だったかもしれません」

「……まあ、多少事実なんでホントに気にしなくてもいいから」

「でも……」

　それでも鞍馬さんは気になるらしい。

「大丈夫ですよ。今日は私のソーイングフィンガーが唸うなります」

　ソーイングフィンガーってなんだ。破く度に頼っているので何も言えないが。

「じゃ、じゃあ、今度、お、お詫わびさせて下さい！　何ができるかわかりませんけど」

「え、いや……」

　躊ちゆう躇ちよしていると、太ももをギュッとつねられた。

「いだっ！」

「女性がこうして頼み込んでいるんですから、兄さんは一も二もなく了承するべきです。恥をかかせる気ですか。兄さんは女性に恥をかかせて、それを上から目線で楽しむ変態さんですか」

「ちょっと躊躇しただけで、一足飛びに危ない奴にされた!?」

「そんなパッシブスキル的な脊髄反射ツッコミはいらないです」

「容よう赦しやないな……。じゃあ、鞍馬さん。いつか、よろしくお願いするよ」

　すると、鞍馬さんはぱっと花開くように笑顔になる。

　正直な感想を言うと、それは惚ほれ惚ぼれするような笑顔だった。




　保健室に連れて行ったところ、保健の先生に問題なしの太たい鼓こ判ばんを捺おしてもらって俺はほっと安堵した。

「そ、それじゃ、また明日……」

　そして、鞍馬さんは控えめにそう言って去っていく。家の方向が違うので学校内で別れることになったけど。

　彼女を見送って俺と紗優も帰路についていた。なんだかんだやってるうちに、すでに時間は夜だ。俺たちが歩く住宅街にも街灯が灯り始めている。

「でれでれでしたね」

　ふと紗優がそんなことを口にした。

「そんなことないだろ」

「終始、鼻の下が伸びっぱなしでしたよ」

「……そんなことないだろ」

　思わず鼻の下に手を伸ばした。朝も奈巳に指摘されたけど、ホントに伸びてんの？

　紗優は小さく溜息を吐く。

「まあ、いいんですけどね。兄さんが女性と付き合うのはいいことですし」

「じゃあ、なんで少しだけ不機嫌なんだ？」

「……別に」

「鞍馬さんが嫌な人に見えたか？」

「あの人が嫌に見える人は相当ねじ曲がってると思います。というか、もう兄さんは気にしなくてもいいです。さっきの発言は五割ぐらい失言でした」

　むくれたようにそんなことを言った直後、真面目な顔で「ところで」と続けた。

「もしかして、適正者の方ですか？」

「……鋭いな、お前は」

「伊だ達てに十四年も兄さんの妹をやってませんよ」

　自信満々だ。ぐうの音も出ない。

「適正者でしたら、積極的に攻略していかないといけませんね」

「攻略とか言うんじゃありません」

「二割ぐらい失言でした」

「たった二割かよ……」

「ですが、兄さんには時間がないはずですよ。せっかくの美人さんなんですから、もっと『俺と結婚しようぜアピール』をしていかないと。鞍馬さんに限らず、ですけど」

「どんだけ人生に余裕がないんだ、俺は」

「いえ、これは真面目に。兄さんが原因で相坐家がお家断絶なんてことになったら、世界が滅びるわけですし。私ではその役目を担になうことができません。初子である兄さんだけが、武士としての血統を保持しなければならないわけですから」

「耳にたこだよ」

「その割には焦しよう燥そう感かんが足りませんね。二十歳の成人と同時に子供が産まれてなければ、鬼神を封印したり、鬼を退治したりするための御業を失伝してしまいますよ」

「三十五歳になると力が消えて御業を使えなくなるのは親父を見てはっきり理解したからなぁ。その上、子供に武士の力を継承させるのは十年かかるし。勘かん弁べんして欲しい……」

　初子にのみ力が発現するのも、三十五歳になると同時に力を失うのも。

　封印の際に、鬼神によって始祖がかけられた呪い。そう言われている。

　一族が子供を急ぐのはこれが理由で、力の継承を確実に行うためでもある。

　五歳から修行を開始。

　十五歳で武士の力を完全に受け継ぐ。

　二十歳で子供をつくる。

　二十五歳から五歳となる子供に、力の継承を開始。

　三十五歳で子供への継承を完了させ、力は消失。

　これが相坐家初子の基本的な人生設計だ。本家も分家も変わらない。

「まあ、鬼神の再封印は二十年前に親父たちがやったし、封印の地さえ守っておけば、あと八十年は大丈夫だから、それが唯一の救いだな。俺は次に血を繫げばいいだけだし」

「至極簡単そうに言いますね」

「ごめん。実は超難易度が高いんだ……」

　女の子と付き合うのと、鬼神を倒すことを天てん秤びんに掛けたら、実は鬼神を倒す方が楽なのではないかという気すらする。

　とはいえ、歴代の武士たちが揃いも揃って力ずくで挑いどんでも討伐を成なし得えていないから、歴代の中でも特に弱い俺に倒せるはずもないんだけど。

　そもそも封印するだけに留とどまっているのは、鬼神が不死であり、倒すことができないからだしな。問題は百年ごとに鬼神の封印が解かれるということだ。

「まあ、兄さんがどーしても私と結婚したいと言うのならば、別に構いませんが」

「構ってくれ！　実の兄妹で結婚なんかできるわけがないだろ！」

　突然、とんでもないことを言う妹だが、困ったことに一理ほど理由があった。

　ふと紗優の瞳を見遣る。

「ちゃんと、私の目に紋章はありますよね？」

　紗優の言う通り、その瞳には適正者を示す紋章が浮かんでいた。大きな丸を囲うように小さな丸が並んだ、蒼き太陽の紋章。適正者の証だ。

「まあ、適正者の条件はランダムらしいからな……」

　条件は遺伝でも血統でもないと聞いている。

「何しろ男の室道にまで紋章が見えるぐらいだ」

　何故か性別まで関係ない。俺が知る限り、今まで高等部にいた適正者は困ったことに室道だけだ。ちなみにあいつには蒼い大おお鎌がまの紋章が目に浮かんでいる。

「割合としては五千人にひとりぐらいなんですよね。これは運命ですよ」

「偶然だろ」

「兄さん、素そっ気けなさ過ぎます」

　それこそ初等部から大学部までくまなく探さがしたが、現時点で紗優と室道以外に適正者は見つかっていない。もっとも今日、鞍馬さんが追加されたけど。

「でも兄さんがお嫁さんを連れてこなければ、スクランブル発進で私になりますよ？」

「……わかってるよ」

　親や本家からもそう言い渡されている。

　いわば、紗優は保険なのだ。俺が恋人を見つけられなかった時の。今でも「紗優に紋章が見えるんだ」と、馬鹿正直に親に言ったことを後悔している。まあ、親は親で適正者の恋人のひとりぐらいできるだろ、と楽観的に考えている節はあるが。

　しかし、紗優からすれば、そんな運命なんてどう考えても普通は嫌だろうに。

「どんな娘が生まれるかは、兄さんの力で大体わかってますし、楽しみですね」

「なんで笑顔なのか理解に苦しむが、そもそも妹とどうやって結婚をすればいいんだよ。日本の法律は甘くないぞ」

「結婚が御業継承の条件になるわけじゃありませんし、子供さえ産めばいいんじゃないですか。……あれ？　我ながらこれって名案なのでは」

「迷案過ぎて涙が出てくるんだが……」

「兄さんとの子供なら可愛がりますよ？　当たり前じゃないですか」

　なぜ俺との結婚が前提!?　紗優も武士一族の思考に毒されてる気がする。

「どっちにしろ却きやつ下かだ。子供が日本で生き難にくくなるだろ。父親が記載されてない出生届なんて子供が可哀想すぎる」

「むぅ。では、結婚することにしましょうか」

「話の流れが元に戻った!?」

　なんで、この話にこだわるんだ、紗優は……。とても疲れる。

「それが嫌なら早く恋人を――」

「悪い。紗優、ストップ」

　俺は強めの口調で紗優の言葉を遮さえぎった。耳に痛い話だから止めたわけではない。

　感じる。この体に流れる血が、明らかにざわついていた。

「……来ましたか、兄さん」

　俺は雑念を振り払い、感覚を研とぎ澄すます。

　自身の血が体の外へと広がるイメージを作り出した。その血の網あみを街全体へと広げるイメージをさらに重ね、俺の血で正確に探る。

　鬼がいる場所を。

「よし、把は握あくしたぞ」

「久しぶりですね。では、そちらに向かいましょうか」

「特に問題もなければこのまま行くぞ、紗優」

「はい、兄さん。準備に怠おこたりなく」

　そう言って紗優は学園指定の鞄を肩に担かつぎ直した。

「じゃあ、鬼退治といこうか」

　次いで、俺は自身に流れる血の循環を速くし、武士の力を全身に満まん遍べんなく巡らせ、身体能力を強化した。体に力が漲みなぎってきたのを感じる。手に血管のような赤く輝く紋様が浮き出た。服で隠れているが、手以外にもその紋様が出ているはずだ。

　紗優が俺の首に摑まる。俺は紗優の腰を抱き込んで大きく跳躍した。建物の屋根に飛び移り、そこからさらに次の建物へと飛び移る。

「下に人がいますね」

「了解」

　目に武士の血の流れを集中させ、人の視線を可か視し化かした。今、俺の目には人の視線が、まるでサーチライトのように見えている。夜だから目立つこともないが、人の目に触れるのは不味かった。だから、こういう細かい力も重要になってくる。

　相坐家――武士の御業は血に宿る不思議な力を使う。赤血球に宿る力、白血球に宿る力、血小板に宿る力、血けつ漿しように宿る力。それらから生まれる力を体に巡らせたり、外部に放出したりすることで、今の人には不可能なことを可能にした。

「本当に、これはいずれ人が至いたれる境地なんでしょうかね？」

　紗優が不思議そうに訊いてくる。

「武士の力で身体能力を上げたりするのは、全部そうらしいけどな」

　人を超えた身体能力を繰り出すのも、感覚を街全体に広げるのも、人の感覚や筋肉の出力と入力の問題である。人の視線を可視化するのも、人の目に入った光の反射を見て取っているに過ぎない。

　本当なら、ここまで過ぎた力は身を滅ぼすというが、人間離れした力を使っても反動を受けるはずの人の体は守られる。武士の防衛本能が、無意識に力を使って体を守護してくれるのだ。

　すべては祖先たちが創り上げた、人の可能性を引き出すという、叡えい智ちの結晶である。

　俺は可視化された人の視線を縫うように駆け、誰にも見つからないように跳躍する。

　しばらく跳躍を続けていると、公園が視界に入った。人の視界を示す線がひとつだけしか見えない。まったく人気のない公園だ。

　その中央に人がひとり倒れている。倒れている人がいても、人によっては寝ているだけだと考え、見過ごす人もいるかもしれない。

　だけど、ひとつだけある可視化された線の大元、そこに目を凝こらせば――。

「いるな。鬼が」

　ビルからの落下中、鬼が見えた。そいつは倒れている人の横に立っている。

　その鬼は黒くろ装しよう束ぞくに身を固めており、まるで物語で見る忍者のようだった。

　そして、鬼の証である光の角も見える。

「鬼の数は？」

　紗優が冷静に訊いてきた。

「一体だ。強さはわからん」

「では、まずは様子見といきますか。あと、念のため言っておきますが。危険だと判断したら、アレ、躊躇しないでくださいね？」

「……了解。ただ、お前も無理だけはしないでくれよ。俺と違って、お前の身体能力は一般人と同じなんだから。適当にやったら結果に構わず距離を取れ」

「心得てます」

　公園に降り立とうとする前に、紗優は鞄の中から二丁の拳けん銃じゆうを取りだし、黒い影に向けて連れん射しやする。

　パパパパパパパッと小気味いい音と共に、放たれた弾たまは鬼へと当たった。

　もちろん、本物の拳銃ではない。ただのガス銃でそれ自体はインナーバレルと装塡装置を交換してもらって、命中精度とパワーを上げている程度。

　特別なのは放たれた弾――人や物に当たっても衝撃なしで跡あと形かたもなく消滅するのに、鬼にのみ痛手を与えられる特殊な弾だ。

　そして、俺と紗優は公園に降り立った。

「あんまりバンバン弾撃つなよ！　その弾、作るのに神経使うんだからな！」

「では、神経を使う兄さんを見たいからということで」

　紗優は鬼から遠ざかりつつ、容赦なく弾を撃ち込んでいく。

　弾はＢＢ弾と形状をほぼ同じにしているが、力を込めるのも素材を作るのもすべて俺の役目だった。弾切れを起こさないように毎日少しずつ作っているが、こうもばらまかれると切ないものがある。

「ちっ……！」

　鬼が嫌がる素振りを見せた。弾が効いてはいる。だが、致ち命めい傷しようにはなっていないらしい。

　そして、突とつ如じよ、俺の視界から消えた。

　背筋に強烈な敵意を感じる。俺は咄とつ嗟さに横へと避けた。

　俺が数瞬前までいた空間を、拳と共に凄まじい衝撃が突き抜ける。

　避けなかったら腹に穴空あいてたぞ、今の。

「貴様ら、何者だ？　武士の連中か」

　黒装束の鬼が攻撃の手を止めて、その双そう眸ぼうを針のように細くし、鋭い眼光を俺に向ける。鬼が質問なんて珍しいな。

　これまではずっと本家の八や嶋しま兄にいが対応してたから戸惑っているのかもしれない。

「わかってるくせに訊くなよ。そっちも毎度毎度、鬼神復活のために人を攫さらうのをやめてもらえないか」

　鬼たちは人を攫う。鬼神の復活のために。

　人の生き血は鬼神の封印を弱める力があるからだ。そして、鬼神の封印を強引に解くためには、血が大量に必要となる。そこで倒れている人も、このまま攫われていたら血を使われてしまったはずだ。

　鬼たちはこうして、夜や陰いんに紛まぎれて活動をしている。もっとも、二十年前に行った鬼神封印の時に出てきた大多数の鬼たちを相坐家が再起不能にして以来、ずっと大人しくしていた。時折、思い出したように出てくるが、鬼たちも戦力を立て直すのに必死と見える。

　本家の人たちは鬼の隠れ家を虱しらみ潰つぶしに探索しているが、バラバラになって活動しているのか、その成果は芳かんばしくない。

「鬼神復活……か」

　鬼がそんなことを無感情にぼそっと呟いて無造作に構えた。

　俺はブレザーの内ポケットからサバイバルナイフを取り出す。刃渡り二十二センチ程の、警察に見つかったら任にん意い同どう行こう必ひつ須すな頑がん丈じようなナイフだ。

　血で刀を作り出すこともできるのだけど、今の俺はこのナイフが一番性に合っていた。

「………」

　鬼が無言で足を一歩前に出す。

　そして再び、鬼が視界から消えた。いきなり背中に気配を感じ、俺は勘だけでどうにか避ける。俺が先ほどまでいた場所を鋭い蹴けりが貫いた。

　俺は攻撃が飛んできた方向へ目を向ける。だが、もうすでに姿はない。

　再び背後から攻撃の気配を察知した。地べたに屈かがんで、再び避ける。

　すぐに立ち上がったが、鬼の姿が視界ではまったく捉えられない。

　スピード、脚力……。その辺りに特化した鬼か？

「……強いな」

　思わず口に出てしまうほどだ。地力の差がありすぎる。まともにやったら勝てない。

　まあ、いくらか手立てはあるのだけど――。

「兄さん！」

　ところがそれらを講じる前に、紗優が俺に駆け寄ってきていた。

「なんで――」

　こっちに来たんだ、と叱しかる暇もない。

　そもそも飛び出してきた理由はひとつしかなかった。苦戦しているように映った俺を見かねたのだろう。

　こうなってしまったら、やるべきことはひとつ。

　迷ってる暇はない。まごついていたら紗優が巻き込まれる。

「あとで――反省会だぞ！」

「はい。来てください」

　俺は近づいてくる紗優を抱き寄せた。

　紗優は顔を上げて、目を瞑つむる。




　俺はその額ひたいに――キスをした。
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　俺の血と、紗優の血。血に内包される力を融ゆう合ごうし、圧あつ縮しゆくし、加か速そくさせるイメージを形作る。

　すると、白い光が紗優の額から溢れた。

　俺たちを光の粒子が包み始め、その粒子の群れは紗優を中心に急速に集っていく。

「来くる未みより二ふた親おやが招まねきに応こたえよ！」

　紗優を覆う光がさらなる眩き光を放った。

「我らが血に導かれ、来たれ我が嗣し子し――――天照アマテラス！」

　光が淡くなり、紗優の体に吸い込まれて消える。

　紗優が目を開いた。その瞳は、少し熱に浮かされたようにとろんとしている。

「力を貸してくださいね、私の可愛い天照」

　そして、その右手を前にかざした。

「行きますよ！　天てん照しよう線せん！」

　紗優の手から光り輝く――まるでレーザー砲ほうのような閃光が五本放たれる。

　鬼は受け止めようと腕を上げる仕草を見せた。だが、すぐに危険を察したのか体ごと咄嗟に避ける。

　避けられた光は紗優が指を動かすと軌道を滑らかに反転させ、再び鬼を襲った。五本の光線が、それぞれ別の生き物のように動いている。

　再度襲ってくる光線を鬼はかろうじて避けたが、避けるだけで精一杯のようだ。

「まだまだ行きますよ、天照！」

　御業、〈一子相伝〉。

　俺と相手の子供の力を未来から召喚して、相手に宿らせるという力だ。

　もちろん実際に子供を作ったわけではない。単純にお互いの遺伝子を掛け合わせた結果、あるいはその可能性を未来から導き出したという方が正しい。

　父が完成させた御業で、適正者としての資質をもっとも効果的に知る手段でもあった。

　……と言っても紗優以外にやったことがないし、そもそもこの歳で妹のおでこにキスってだけでも背はい徳とく的てきなのに。結局、またやってしまった……！　頭の中で巡らせていた手段の中で、もっとも避けたかったものだったのに！

「天照、五本追加っ！」

　俺の苦悩を尻目に、紗優の左手からさらなる五条の光こう芒ぼうが放たれる。

「ちぃっ」

　やはり鬼も堪らないらしい。避けるのに手一杯となっていた。それでも計十本の光芒に当たらないのはさすがと言うべきか。

　鬼は跳躍し、光の網から大きく離れる。

「……貴様ら、興味深いな。なるほど、今日は退こう」

　そして、そう言い残して鬼はあっさりと退しりぞいた。何が興味深いんだか。

　夜や陰いんよりも暗い闇が消え、公園に静寂が戻る。紗優が出していた光もすべて消失した。

「すいません。逃がしてしまいました」

　戦いを終えた紗優が俺の傍に寄ってくる。気付きにくいが、悔くやしそうな顔をしていた。

「悪いな。俺ももう少し戦えれば良いんだけど」

「兄さんの力は特殊すぎますから。あの程度、私に任せて貰う方が手っ取り早いです」

「それもどうなんだろうなぁ……」

　力を与えることができるとはいえ、兄が妹に戦いを任せてしまうというのもな……。

　その上、あの行為だ。罪悪感とか羞しゆう恥ち心しんとか無力感とか背徳感が半はん端ぱない。

　こんなんだから、親父にも本家にも期待外れだと思われるんだよな。実際に言われたことはないけど。

「何にせよ、終わりましたね、兄さん」

「ああ。ありがとうな。お疲れ様」

　そして、俺たちは倒れている人に視線を移した。幸いなことにまだ気を失っている。

「意識を失ったままでよかったです。見られていたら記憶を操作しなければならないところでしたね」

「あんまりやりたくないんだよな、アレ」

　だが、それよりも気になることがあった。戦いに集中してて、気付かなかったけど。

「この女の子、鞍馬さん、だよね？」

「ですね。間違いないです」

「どうしてこんなところにいるんだ」

「帰り道なんじゃないですか？　そこをたまたま鬼に襲われたんでしょう。まあ、まずは起こす方が先決ですね」

　紗優が倒れている鞍馬さんの体を揺する。すると、鞍馬さんはすぐに起きた。

「あれ？　ここは……」

「大丈夫ですか？　こんなところで寝ていると風邪をひきますよ」

　起きてから、周りをきょろきょろ見渡している。

　そして、俺と紗優の顔を見て瞬きが速くなった。混乱しているらしい。

「え？　え、え？　えええええええ!?　わたし、どうしてこんなところで……」

「ま、まあまあ、深呼吸でもして落ち着いて……」

　俺がそう声をかけると、鞍馬さんは「は、はい……」と戸惑いながら深呼吸を始めた。本当に素直だなぁ。

　深呼吸を終えた鞍馬さんは、スカートをはたきながら立ち上がる。

「それで俺たちがここを通りがかったら、鞍馬さんが倒れてたんだけど……」

「え、そうなんですか？　わたし、どうしちゃったんだろう……」

　紗優も心配そうに声をかけた。

「こっちもびっくりです。体の方は大丈夫ですか？」

「は、はい……。特に痛いところもないですし」

　どうやら鬼を見ていなかったみたいだな。

　鞍馬さんは力がないとはいえ、同族である鬼に襲われるとは。

「一応、救急車呼んでおいた方がいいかな？」

「いえ、本当に大丈夫ですから！」

「うーん……。それじゃあ、せめて家まで送らせてもらえるかな」

「え、でも……」

　鞍馬さんは申し訳なさそうに遠慮する。

「また、倒れちゃうといけないです。兄さんは送り狼おおかみになるような甲斐性もないので、安全ですよ」

「……言い回しが微妙すぎるだろ」

「事実ですから」

　妹が容赦ないぞ。悲しい……。

「まあ、紗優の言う通り、何をするわけでもないし。万一に備えて、ね」

　鞍馬さんは少し迷う表情をしていたが、

「……じゃ、じゃあ、すいませんがお願いします」

　はにかみながら了承した。

「案内はお願いするね」

「はいっ」

　その後、再度鬼の襲撃を受けるようなこともなく、無事鞍馬さんは帰宅した。

「どうしてあんな場所にいたんですか？」とか、突っ込まれなくてよかった。




　その夜。部屋に戻ってから、母さんに携帯から電話をした。

『恋人のひとりやふたり、できたぁ？』

　血の繫がった母の言葉である。開口一番、これはないよなぁ……。

「そんなぽんぽんできるわけないよ」

『お父さんはぽんぽん、ぽんぽん、ぽんぽん作ってたのにー』

「親父と比べられてもなぁ……」

　うちの親父はまあ、なんというか、とても浮気者だった。

　特に高校生の時の話は凄まじいの一言だ。恋人が十人以上いたと豪語している。母さんも認めているから、これは事実なのだろう。

　恐ろしいのはここからで、結婚して俺や紗優が生まれてからも関係を保たもっているということだ。もっとも関係と言っても男と女の関係ではなく、協力者ということらしいけど。

　こちらは親父の言葉だけなので、真実かどうかは親父のみぞ知る。

　そんな不誠実な親父だからこそ、〈一子相伝〉なんて御業ができたんだろうなぁ。

「そんなことよりもさ。適正者の件について訊きたいことがあるんだよ」

『あら。学園内で見つかったの？　よかったじゃない。今度の日曜日には連れてきてね』

「だから、そんなんじゃなくて……！」

　喋る度に、話の腰を折らないで欲しい。

「適正者が鬼だったことって、今までにあったかどうか知ってる？」

　これ以上突っ込まれる前に、俺が早口で尋ねると母さんは沈黙した。

『鬼って、鬼のことを忘れた子ってことよね？』

「たぶん。力も凄く弱かったし。力のことを自覚はしてたけど、上手く扱えないみたい」

『うーん……。鬼の適正者、ねぇ』

　電話口の向こうから小さな唸り声が聞こえる。

『前例は聞いたことないわねー。本家の人と父さんにも話してみるけど期待はしないで』

「そっか。ちなみにこの場合、どうすればいい？」

『……ほほう』

　母さんが面白そうな声をあげた。嫌な予感がする。

『つまり、凪紗くんはその娘が気に入ったわけだ』

「え……!?　あ、いや、気に入ったとか、そういうんじゃ……！」

『だって、凪紗くんは鬼とか人とかに拘わらず、女の子に執着しなかったじゃない。それがどうすればいいのかって訊くってことはそういうことでしょ？』

「違うって！　純粋に気になっただけというか。そもそも――」

『はいはい。そういうことにしておいてあげる』

　……うわぁ、納得いかねぇ。

『ただ、凪紗くんには悪いんだけど、今すぐ諸もろ手てを挙げていいとは言えないわねぇ』

「……ふーん」

　小さく溜息が出た。……あれ？　俺は今、がっかりしたのか？

『そんながっかりしなくてもいいわよ』

　母さんにまで言われた。

「いや、がっかりしてなんて……」

『ほらほら。確かめる方法は紋章だけじゃないでしょう？　その子との子供が大丈夫かどうか確認する方法があるんだから、ワンチャンスあるじゃない』

「……[image: ]」

『というわけで頑張って恋人作ってねー、凪紗くん』

　そんな気楽そうな声が、また肩に重くのし掛かる。そして、通話は切られた。

「勘かん弁べんしてくれよ……」

　確かめる方法、それはもちろん――。

「キスなんて、どうやったらいいんだっての……」

〈一子相伝〉を行うことだ。
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　ふと気付くと、俺おれは神社にいた。ぼんやりと目の前にひとりの男が浮かび上がる。背は百八十ほどあるだろうか。野や暮ぼったい作さ務む衣えを着ていた。頑がん固こそうな髪をオールバックにし、後ろで小さく結ゆわえている。愛嬌のある顔だが、その表情はきりりと引き締まっており、男の俺から見ても格好がよかった。

　本家の若き当主――相あい坐ざ八や嶋しまだ。

「ねぇねぇ、八嶋兄。彼女って簡単にできるもんなの？　俺、全然できないんだけど」

「は？　いや、簡単にできるだろ。向こうから寄ってくるもんだ」

「マジで？　俺、今までそんなこと、なったことないんだよなー」

「あー、凪なぎ紗さはまだ小学生だからな。もう少ししないと、そうはならないんじゃね？」

「そうなのかー。親父も彼女なんて簡単にできる楽勝だって言うけど、全然できないからさ。ちょっと不安だったんだよね」

「大丈夫大丈夫。そのうち嫌でもできるから。むしろ、今のうちにひとりだけの時間とか、男の友情ってやつを満喫してろよ」

「ひとりだけの時間かぁ。わかった、そうするよ」

　これは俺が小学五年生ぐらいの時に交わした会話だ。

　……ってことは、これは――。




「兄さーん、朝ですよー」

　そんな声で目が覚める。乱雑に閉しめられたカーテンの隙すき間まから朝日が差し込んでいる。本家が住まう神社ではなく、いつもの自分の部屋だった。

「……夢か」

　毛もう布ふをまくって上半身を起こす。すぐ傍そばに俺を起こしに来た紗さ優ひろがいた。

「なんですか。私が乱れる夢でも見ましたか。朝から元気ですね」

「違うわ！　お前は朝からまったく……。八嶋兄の夢を見てたんだよ」

「ああ、本家の」

「ろくでもない夢だったけどな」

　……今にして思えば、あの話はおかしかった。

　八嶋兄も親父も例外であり、参考にしてはいけない類たぐいの人間だった。あいつら自然にモテてるんだよ！　あるいは無意識レベルでモテる努力をしていたはずだ。

　だが、あのころの俺は八嶋兄や親父の話を疑うことなく日々を過ごしていた。恋人がそのうち簡単にできると信じて。その上、誰だれも否定しなかったし、矯きよう正せいもしなかったし。

　今にして思えば滑こつ稽けいすぎる！　俺ってホント、バカ！

　中学を卒業したところで、ようやく俺は大多数の男が知っている真理に気付いた。

　彼女は自然にできない。

　結果として俺は女の子が苦手になり、会話するのもビクビクする男になっていた。

　正直、自分の馬鹿さ加減を棚たなに上げてでも、八嶋兄に文句のひとつも言いたい。

　もっとも――。

「あの人、本家の当主なのにそれをほったらかしてどこに行ったんでしょうね」

「さあな。俺も連絡を受けた時は信じられなかったよ」

　八嶋兄は少しふざけた性格で適当なところもあったけど、責任感があって根は真ま面じ目めだ。その上、俺なんかとは比べものにならないぐらいに強い人だったのだから。

　それが、いきなり行方不明となった。書き置きも何も残さずに……。

「そのせいで兄さんが鬼おに神がみ封印や鬼退治の代行をすることになりましたからね」

「分家は本家のフォローをするぐらいだったんだけどなぁ」

　だからというのもあるが、俺はそこまで責任感や使命感を持っていなかった。全部、八嶋兄がやってくれていたからな。

「兄さんはもっと自覚を持たないといけませんよ」

「……わかってるよ」

　結局のところ、俺自身が次の鬼神封印に直接関わらないことも焦しよう燥そう感かんが湧わいてこない要因のひとつだよな。鬼神封印の儀式は八十年後という、気の長い話って理由もある。

　とはいえ、血を繫ぐべく早く恋人を作らないと――って、気持ちはあるんだけど。

「おっと、味み噌そ汁しるほっぽらかしてました。もう朝ご飯できますので準備してくださいね」

「ああ、着替えてすぐ行く」

　さて、嘆なげいてても仕方ない。今日もこの現実を生きるとしよう。




　登校して教室の中を見ると鞍くら馬まさんはクラスの女子と楽しそうに話していた。多少、緊張感が解けて場ば慣なれしたらしい。転校初日の昨日に比べて、その笑顔はふんわりと自然だ。

　その姿にお節せつ介かいながら安あん堵どし、俺は教室の中へと入る。

　自分の席に座ると、隣の鞍馬さんがふとこちらへ顔を向けた。自然、目が合う。

「相坐くん、おはようございます」

「おはよう。昨日はあれから大丈夫だった？」

「はい、大丈夫でしたよ。ご心配、ありがとうございます」

　どうやら何もなかったらしい。彼女の元気な声を聞いてホッとした。

　声を聞いてから、ふと意識して彼女の唇くちびるを見てしまう。小さくて、綺麗な薄うす桃もも色いろの瑞みず々みずしい、花か唇しん。

『確かめる方法はもうひとつあるでしょう？』

　……母さんの言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　難なん易い度どが高すぎだ。恋人でもないのにキスとか！　ま、まあ、おでこへのキスでも大丈夫っちゃ大丈夫なんだけど、どっちにしたって難易度は変わらないよ。第一、おでこだと、相手の体に力を宿やどらせることしかできないから、その力を知るためには相手の協力が必要なことには変わりがないんだよな。

「？　どうかしましたか？」

「い、いや……。なんでもないよ……」

　とりあえず、このことは横に置いとかないと。授業に集中できなくなる。

　今は授業の準備でもしよう。

　すると、バサッと何かが落ちた音がした。机の下にカバーの掛けられた本が落ちている。俺のじゃないな。鞍馬さんが落とした物かな？

　拾ひろい上げると、そのページの内容が少しだけ目に入った。

「少女漫画……？」

「えっ」

　鞍馬さんが気付いたようで、慌てて本に手を伸ばし、少し強引に俺の手から奪い去っていった。

「あ！　ご、ごめんなさい……！　は、恥ずかしいもので……！」

「い、いや。こっちこそ、中身見ちゃってごめん」

　不可抗力ではあったけど、中を見ちゃったことは事実だしな。

　それにしても鞍馬さん、少女漫画が好きなのか。一応、覚えておこう。

「魅み花か、おはよー。ねぇ、持ってきてくれた？」

「はい、奈な巳みさん。持ってきましたよ。これです」

「こっちも持ってきたから」

　そう言って、鞍馬さんと奈巳はお互いにカバーの掛かった本を交換した。鞍馬さんが奈巳に渡した本は、さっき俺が見てしまった本だ。

　そう言えば、奈巳もそういう漫画が好きだったな。

「ありがと、魅花」

「ねえねえ、魅花っち。あっしもちょっと読ませてもらっていいっすかねー」

　そこに真ま城しろさんまで参戦してくる。

「えっと……、その……。奈巳さんさえよければどうぞ」

「サンキュー、メルシー、ダンケ！」

　軽く敬礼しながら、真城さんは奈巳から本を受け取る。

「真城さんも少女漫画読むんだ？」

「おや、意外だった？　ま、乙女の嗜たしなみってヤツね」

「あたしと魅花は昨日の昼休みに、お気に入りの本を交換しよって約束してたのよ」

　それから真城さんは本を開き、立ったまま軽く読み始める。

「おお、朝、男の子とぶつかって喧けん嘩かになって主人公の学校に転校してくる。無形文化財並みの王道！　このありきたりな展開からどう進んでいくのか楽しみだわね」

「へー、そういう話なんだ」

「中盤からすごくなるので、き、きっと気に入ってもらえるかと思います」

　三人は共通の話題で盛り上がっている。俺は少女漫画を読まないから入りづらい。

　それにしても朝出会って転校生として再会するとか、身に覚えがあるぞ。ぶつかって喧嘩はしなかったけどさ。やっぱり、アレってレアなイベントだよな。

「いよーっす！　諸君、おはようやで！」

　そこへ予鈴と共に室むろ道みちが教室へと駆け込んできた。

「よう。相変わらず遅刻寸前だな」

「お前と違ってワイには紗優ちゃんがおらんからな。毎朝、ギャルゲーみたいに起こしてもらえりゃ遅刻なんぞせえへんわ」

「室道、お前があいつを名前で呼ぶんじゃない」

　その瞬間、少女漫画を読んでいたはずの真城さんが新たな獲え物ものを見つけたかのように目をキラキラさせ始めた。今、明らかに好奇心のゲージがマックスになったぞ！

「え、何、紗優ちゃんって。相坐クンはあんまり自分のこと言わないから、あたし、何も知らないんだよね」

「いや、真城さんが知るような情報じゃ――」

「紗優ちゃんは相坐くんの妹さんですよ。昨日会いました。可愛い妹さんでしたね」

　俺が拒否しようとしたところに、鞍馬さんが親切心から教えてしまう。ほんわかとした表情をして、悪意がなさそうなので何も言えない！

「学生マンションに妹とふたりで住んでるんやでー」

　さらに室道の追つい撃げき。あっさりとバラしやがった！

「え、マジ!?　相坐クン、シスコンなの!?」

「言いがかりだあ！」

　真城さんは引いていた。まあ、そりゃ、そうなるのもわかるけど……！

「仕送り節約のためにふたりで住んでるんであって他意はない！」

　他にも紗優が鬼に襲われないようにとか色々あるのに！

「いい加減、自分のことぐらい自分でやったら？」

　奈巳が正論で俺の弱点をピンポイントで突いてくる。すいません、ホントに……。

「この前、一緒に風呂入ったとか言ってたやろ？」

「白い歯見せて捏ねつ造ぞうすんなぁ！」

　室道の野郎、実にいい顔をしてやがる。抉えぐりたい。

「あ、わかった！　あれね。非実在妹って奴だね！」

「真城さんがわかってないことはわかった！　実在してるから！」

　他の連中も勝手なことを想像し始める。もはや、俺には止められなかった。

　早く来て、先生！　この流れを止めて！

　そんな願いが通じたのか、ようやく扉が開き、秋あき山やま先生がやってくる。

　そして、開口一番。

「相坐。さすがに妹はやめておけ」

　あなたもかよぉ。




　三時間目の授業が体育で、マラソンをする羽目になった。そのせいか室道は授業が終わってグラウンドから引き上げてからも腰を曲げて怠だるそうにしている。

「体力測定でもあるめぇし、なんでマラソンなんかやらせるんや……」

　こういう時だけは、武士もののふの修行をしててよかったと思えるんだよね。俺はまったく疲れていない。

「なんでだろうな。授業内容決めるの、面倒くさいのかね」

「球技やらせろってもんやで。ソフトボールやったらワイのバットが火を噴ふくのに」

　悪態を吐く室道と一緒に教室に戻る途中、昇降口で体操服姿の鞍馬さんを見かけた。どうやら彼女も授業から戻る途中らしい。

「あ、鞍馬やん。ありゃ？　って、隣となりにいるの、御雷みかづちの奴か？」

　確かに男と一緒にいる。その男と話し込んでいるみたいだ。

「御雷って、確か三年の……」

「そうそう、御雷幽ゆう徒とってイケメン野郎よ。女子に当然の如ごとく人気があって、たびたび告白されては振って女の子を泣かせてるって噂うわさやで。そんな女の敵やっていうのに、あのすました面に何人も騙されてるんや」

　俺もその手の噂は聞いている。事実かどうかは本人と面識もないからわからないけど、告白をされているという噂は絶えたことがない。そして、あまりいい噂も聞かなかった。

「何を話してるんだろう」

　会話をしているというよりも、一方的に御雷先輩がまくし立てているような……？

「……ちっ、話にならんな。おい」

　不意に御雷先輩が鞍馬さんに手を伸ばした。

　その行動に――。

　体が勝手に動いた。一気に距離を詰めて、御雷先輩の腕を横合いから摑んで止める。

「……何のつもりだ」

　手を摑まれた御雷先輩が俺を睨にらみつけた。

「女の子相手に大人げないんじゃないですか。先輩」

　武士として力を持っていると言えど相手は先輩だ。それに人と感情をぶつけ合うことには慣れていないし、怖い。目立つ真ま似ねも嫌いだ。だからか、若じやつ干かん体が震ふるえてくる。

　でも、さすがにクラスメイトが困っているとなれば見み過すごせなかった。

「相坐くん？」

　鞍馬さんが「なんでここにいるの？」という顔をしている。

「……邪魔が入ったか。ふん、興きようざめだ。とっととその手を離してもらおうか、相坐」

　御雷先輩はふてぶてしくそんなことを言い放ってきた。

　俺は少し警戒しながら摑んでいた腕を放す。

　腕が自由になると、先輩は俺たちに一いち瞥べつをくれたが、何も言わずに去っていった。

　なんだ、あの人？　というか、なんで俺の名前を――。

「あ、相坐くん、ありがとう」

「い、いや。なんか大変だったね」

「いきなり絡からまれて……」

　怖かったのか、鞍馬さんは不安そうな表情で軽く腕で体を抱いた。

「何もしてないんだよね？」

「う、うん。突然こっちにきて、色々と言われて」

　鞍馬さんが先輩に絡まれる理由なんて何もないと思うんだけどなぁ。

「ナンパやったんやないか？」

　室道が近くに寄ってくるなり、そんな推測を言ってくる。

「それにしちゃ、随ずい分ぶんと荒っぽかった気がするんだが」

「あれやん？　鞍馬さんは荒っぽい方が好みと見て取ったとかやないのか？」

「わ、わたしはそういう人は苦手で……」

「じゃ、どういう人が好みなん？」

「優しくて逞たくましい人が……」

「らしいで！　凪紗！」

「なんでそこで俺に振る!?」

「ふ、女の子相手に大人げないんじゃないですか。先輩。俺の鞍馬にちょっかいかけんじゃねぇぜ……くぅー！　これはあれやな。みんなに伝えにゃならんで！」

「そんな格好付けて言ってねぇ！　第一、後半は完全にでっち上げだぁ！」

「でゅふふふふ！　ではでは、ごゆっくりやで～！」

　室道は上うわ履ばきに履はき替かえて軽やかに去っていく。

　追いかけようにも、ここにひとり鞍馬さんを置きざりにするのも気が引けるし。

「えーと、もしかしたら教室に戻った時に嫌な思いするかも知れないけど、ごめん」

「いえ。その……。助けてくれて嬉しかったのは事実ですから……」

　鞍馬さんは、少し俯うつむきながら頰ほおを赤らめている。

　その姿に、その表情に、少しドキリとした。

　小動物のようにもじもじしていたりするのも、なんというか、上手く言えないけど、抱きしめたくなる衝動に駆られてしまう。

「な、な、なんにせよ！　怪け我がもないみたいでよかったよ」

「え、えへへ、凄く頼たのもしかったです。何かスポーツしてるんですか？」

「スポーツはしてないけど、ジョギングとか筋トレとかは、それなりに……」

　もっとも、親父に課されていた運動をジョギングや筋トレという範はん疇ちゆうに当てはめていいのかは少し疑問が残るが。

「ジョギングですか。わたしも少ししてるんです。あ、その、今度一緒にどうですか？」

「そ、そうだね。機会があれば……」

　そして、俺たちの会話を止めるかのように予鈴が鳴る。

「おっと、教室に戻らないと」

「あ、そうですね」

　そこへ、たったったと軽快な足音と共に、

「いよっすー。おふたりさん、そんなところでどしたん？」

　体操服姿の真城さんが現れた。

「いや、ちょっとトラブルが。そ、それよりも真城さんこそ、どうしたの？」

「もー、聞いてよー。体育倉庫に球を片付けに行ったらいきなり閉じ込められてさー」

「え、だ、大丈夫だったんですか？」

　鞍馬さんが心配そうに訊く。

「大丈夫じゃなかったらここにいないって。魅花っちは面白いなぁ」

「あぅ……」

「魅花っちも気をつけてねー。あの体育倉庫、見回りが来る度にすぐ閉じられるから」

「き、気をつけます」

「おう。そんじゃ、さっさと教室戻ろうぜい。早く着替えないといけないし！」

　そして、俺たちが一緒に教室に戻ると、室道を中心にやっぱりみんなに冷やかされた。

　今度、とりあえず殴っておこう。




　放課後。明日から週末のせいか、教室はいつもよりも賑にぎやかだった。

　奈巳と真城さんも、

「映画見に行く約束してたの、明日の土曜日だったよね？」

「うん、そうよー。あとあと奈巳りん。映画の始まる時間遅いし、その前にさ――」

　そんな感じでふたりは盛り上がっている。

「うぉーい、凪紗、土日はどうするんや？」

「俺は適当に過すごすよ……」

　本家の代理となって以降、毎週末にはやらなければならないことができていた。すでに俺のテンションは限界まで下降気味だ。

「寂さみしい週末やのう」

　室道が哀あわれんだ目で突っ込んでくる。ちょっとイラッときた。

「そういう室道はどうなんだ」

「配合配合アンド配合よ！　充実のゲーム三ざん昧まいや!!」

「さよか」

　俺もゲームはやりたいけど、余裕がないしなぁ。ゲーム一本買って来ようものなら、紗優に三時間ぐらい無言＆ジト目で凝ぎよう視しされる罰ばつが待っている。

「そんじゃ、ワイは帰って早速ゲーム三昧なんでな！　じゃあの！」

　そう言って室道は、呆れるぐらいににこやかに教室から出て行った。

　……帰るか。明日の準備もあるしな。

「はぁ……」

　週末に必ずやらなければならないこと。それは、嫁よめ探さがし――端たん的てきに言えば適正者のナンパだ。前から恋人を作れとしつこく親に言われているが、本家当主の八嶋兄が失踪して、なし崩しに本家代理となってからは圧力がさらに増した。

　猶ゆう予よはあと二、三年ある。が……。

　俺には未いまだに覚悟ができていないし、割り切りもできていなかった。

　適正者という自分の都合だけで女の子を選ぶということに対して、どうしても罪悪感が拭えない。

　もちろん相手にも選ぶ権利はある。だけど、適正者を理由に女の子を選択するということに対して、どうしても踏ん切りをつけられなかった。

　足取り重く帰宅すると、すぐに紗優も帰ってくる。

「ただいまです。さっそくですが、明日はどうしますか」

「どうしますかって……。行くんだろ」

「いえ。行かない選択肢もあるのでは。兄さんのクラスに適正者の方が来たじゃないですか。鞍馬さんが恋人、そしてお嫁さんになればナンパする必要もないでしょう」

「いやいや、待て待て。いきなり、そんなこと無理だっての」

「いきなりも何も、結局は兄さんの意思だと思うんですけど」

「お前は相手が無条件で受け入れてくれると思ってないか」

「兄さんを受け入れない人なんているんですか？」

　何で首を傾かしげるのか。母さん、絶対妹の育て方、間違ってるよ！

「恋人ってのはそう簡単にできないの！　鞍馬さんは可愛いし優しいけど、あんな可愛い子が俺なんか受け入れてくれるわけないだろ。その上、振られたら一年間、ずっと同じクラスで気まずい思いするんだぞ。鞍馬さん、絶対に気にしちゃうから！」

　すると、紗優はこれ見よがしに溜息を吐いた。なんかこう、呆れたという感じに。

　でも、仕方ないじゃないか……！

　そもそも鞍馬さんが適正者として問題ないかどうかもまだわからない。

　確実に確かめるためにはアレ――キスが必要なんだし……。

「そういうことでしたら、明日は朝十時から駅前でお嫁さん探ししますよ」

「了解……」

　さらに気が滅め入いってきた。俺の人生とはいったい……。




　　　　　◇　◇　◇




　誰もが望む週末、土曜日。次の日も休みということもあり、殆ほとんどの人が心の羽を伸ばすであろう一日である。駅前を行ゆき交かう人たちの顔も心なしか誰も彼もが楽しそうだ。

　しかし、対照的に俺の心はどんよりと曇くもっていた。

『あまり暗い顔をしないでください。初対面では第一印象がすべてです』

　どうやら顔まで曇っていたらしい。耳にはめた無線式の小型イヤホンから紗優の忠ちゆう言げんが届く。

　ナンパをするにしても俺がひとりでやっても成功するとは思えない。

　だから、少しでも成功率を高めるために紗優の助言を受けながらやっている。今頃、紗優は双そう眼がん鏡きようを片手にどこかに潜ひそんでいるだろう。

　もっとも未だに恋人ができるところまで成功したことはないが。

『さて。始めましょう』

　紗優の合図と共に、俺は目を凝こらして周りの人たちの瞳ひとみを見る。

　たくさん人がいると言っても、この中から適正者を見つけるのは手て間まだ。見つからない時はとことん見つからない。何しろ五千人にひとりだ。

　しかし、今日は幸か不幸かいきなり見つかった。女子大生、だろうか。

「見つけたぞ。信号待ちしてる若いロングの女の人だ。ズボン履はいてる」

　俺は小型のマイクを使い、紗優に小声で伝えた。

『では、〝そこの佐さ崎さき希のぞみ似にのお姉さん、今暇ひまですか〟。まずは、これで行きましょう』

　どこが似てるの？　とか言われたらどうするんだろう。

　まあ、いい。とにかく実じつ践せんだ。

　俺は女子大生の人に近づき、

「す、すいません。さ、佐崎希似のお姉さん、い、今、ひ、暇ですか？」

「ごめんねー。君、あんまタイプじゃないから。それに、これから予定あるしー」

　三秒で終了した。お姉さんは手を振りながら行ってしまう。

　ま、返答をしてくれただけでも、充じゆう分ぶんありがたいのだけど。無視されたり、虫を見るような眼で見られたり、全否定されたりするよりは全然いい。あれは心が削けずられる。

『兄さんがタイプじゃないなんて、見る目のない女性ですね。体に直接後悔を刻きざみつけてきた方がいいですか』

　紗優の、そんな不満そうかつ、ぎょっとする声が耳に入った。

「待て待て待て待て待て待て！　物ぶつ騒そうな。止めなさい」

『ですが、兄さんが馬鹿にされたのを黙だまってるのは……』

「タイプじゃないって言われただけだ。馬鹿にされたわけじゃないだろう」

『……むー。兄さんがそう言うなら』

「ほら、次に行こうぜ」

　あまり気は進まないけど、紗優の怒りの矛ほこ先さきを逸そらすにはそうするしかない。

「あ」

『おや。どうしましたか』

「いや、見つけたんだけど、お婆ばあさんだったからさ」

『では、行ってください』

「は!?」

『適正者の女性でしたら、声をかけにいくというのは私たちの決めたルールでしょう』

「いや、でも、俺と同じ歳としの孫がいてもおかしくない人に何を求めてるんだ？」

『経験値を積つむためでもあります。兄さんは女性に対して免めん疫えきがなさ過ぎですから』

　それで経験値を積む相手がお婆さんというのは効果があるんだろうか？

　何にせよ、紗優が急かすのでとりあえず近づいた。

「あの、お婆さん、ちょっといいですか」

「おんや？　なにかえ？」

「実はちょっとお願いが」

「ああ、ちょうどよかった。若いあんさんみたいなのだったら、わかるかのう。孫から〝めえる〟とかいうのがきたんじゃが、返し方がわからなくてな」

　お婆さんは俺に携帯を見せてきた。あ、この機種ならわかるな。

「ここのボタンを押して、ですね」

「ふんふん」

　説明をする。文章の作り方も含めて、できる限りわかりやすく。

　しばらくすると文章はできあがった。

「後は送るだけです。ここをこうして、このボタンを押してください」

　お婆さんはゆっくりと押して、無事にメールは送信される。

「〝めえる〟が返ってくるはずなんじゃ。念のために、それまで待っててくれんか？」

「ええ、いいですよ」

「いいのかい？　ありがとうねぇ。孫の婿むこにならんかえ。器量のいい子だよ」

「あはは……」

「電話で済ませられればいいんだけどねぇ……。神様が悪さしたのか、生まれつき喋しやべれないんだよ。わしが代わってやれればいいんだけどねぇ」

　メールを待つ間、お婆さんはずっと孫の話をしてくれた。俺よりも年上で、明るく、いい子なのだ、と。

「仲いいんですね」

「ふぇふぇふぇ。いいじゃろう」

　うちも家族仲は悪くないと思うけど、爺じいさんと親父の仲が悪いからなぁ。爺さんとは疎そ遠えんになっている。

　そう思うと、お婆さんのお孫さんが少し羨うらやましくなった。

　そしてメールが届く。どうやら問題なかったようだ。お婆さんはにっこりと微笑ほほえむ。

「さて。孫に会いに行くとしようかね」

「お気をつけて」

「ありがとうねぇ」

　お婆さんは、安心した表情を浮かべて街の中へと消えていった。

『さすが兄さんです』

「目的は何も果たせなかったけどな」

『兄さんはお人好しの方がいいですよ』

「それもどうなんだか」

『なんにせよ、もうお昼になってしまいました。公園でお弁当を食べませんか？』

「そうだな。腹減ったよ。今日の献こん立だては何だ」

『ハンバーグとからあげです』

　少しやる気が出てきた。




　公園で紗優の作った弁当を一緒に食べてから、声が嗄かれないように喉のど飴あめを紗優から受け取った。そして再び適正者の捜そう索さくを開始する。

「ひ、暇です、か？」

「暇じゃない」

　失敗。

「お、お茶でもして、じ、時間を潰しませんか」

「誘い方がダサいから却きやつ下か」

　失敗。

「す、すいませーん」

「あ、神様とか信じてないんで」

　失敗。

「あの、えっと、今、いいですか？」

「神様と交信中です。邪魔しないで下さい」

　失敗。失敗。失敗の連続だ。始めた頃に比べれば嚙かまなくなっているのだけど、それでも我ながら酷ひどいと感じる。今日は珍しく連続で見つかっているのに……。

「ところで、誘い方がダサいって言われたんだけど」

『だ、ダサいと感じるかどうかは主観によります！』

　そう言われると、信じざるを得ない。紗優も一生懸命やってくれてるしな。

『気落ちせずに、次に行きましょう』

　そして、再び適正の紋章を持つ女の子が見つかった。しかし、あの子はない。

『今度はあの子がターゲットですか』

「……何も言ってないのに、なんでわかったんだ？」

『兄さんの視線があの子に固定されていたからですよ。あの子以外、いませんし』

「なんにせよ、却下だろう。俺、ロリコンじゃないし」

　その少女の容姿は小学生にしか見えなかった。

『歳を確かめるべきでは？』

「勘かん弁べんしてくれよ。万が一が起こってみろ。国家権力のご登場で牢ろう屋や行きにされるぞ。あるいは男子高校生が女子小学生に話しかける事案が発生とか」

『彼女が中学二年生であれば、少し体が小さい程度です。中二であれば兄さんが結婚できる歳になったと同時に結婚できます。ここは頼れる大人としての強さを見せて、ハントするべきでは？』

「ハントとか言うんじゃありません」

『三割失言でした』

　たったそれだけか。

『ですが、ダメ元でもとりあえずやっておくべきでしょう。警察が近くに来たらすぐに連絡します』

「結局やるのか……」

　気は進まないが、本家や親に積極性がないと報告されても困る。

　俺は静かにその小さな女の子に近づいた。

「ねえ、君、何をしてるのかな？」

「お母さん待ってるの！」

　元気よく返事をしてくれる。純じゅん真しん無む垢くな笑顔が眩まぶしい。躾しつけがしっかりとしてそうだ。

　だが、もうこの幼女特有の声色は、小学生と断定してもいいだろう。

『年齢を』

「いや、今のでわかるだろ……!?」

『決め付けは思考の停止ですよ、兄さん。そもそも結婚でなくても、初しよ潮ちようさえきてれば子供は産めます！』

　さすがに、その言い様ようにはカチンと来た。

「だから、お前、その発想を止めなさい！　そろそろ本気で怒るぞ!?」

『えっ………あ、う……………………。その……。ごめんなさい』

　強い口調で言うと、どうやら紗優もわかってくれたらしい。

「ふえぇ……」

　しかし、大声を出していたためか、気付けば目の前の少女が泣きそうになっていた。

「ご、ごめんね。君に言ったわけじゃないから！　本当にごめん」

「うん……」

　拝おがみ倒たおすように謝ると、なんとか泣くのを堪こらえてくれたらしい。よかった。

「この飴、お詫わびの印」

「わぁ、ありがとー！」

　そして、笑顔も見せてくれる。喉が痛くなった時用の喉飴、紗優から受け取っておいて本当によかった……！

『兄さん！　後方二十メートルに警察です！　まっすぐ向かってます、逃げて下さい！』

　よくねぇじゃん！

「それじゃあね、お嬢ちゃん！」

「バイバイ、お兄ちゃん！」

　俺はその場から逃げるように立ち去った。




　特に警察が追いかけてくることもなく、俺はほっと一息吐く。すげー気疲れしたな。

「あー、しんどかった」

『あの、すみません、兄さん……』

「ん？　ま、警察が来たらしょうがないだろ」

『いえ、そうではなく……。先程の発言で……』

「ああ……。いいって。俺もちょっと言い過ぎたし、もう怒ったりしてない。でも、あんまり女の子たちをそういう目で見るのは止めてくれ。少し胸が痛くなるから」

『はい。そうします』

　わだかまりも解消したところで再び適正者を探し始める。

　だが、今度はなかなか見つからなかった。

『出てきませんね』

「見過ごしてるのかもしれないけどな」

　適正者の紋章は俺にしか見えない。親父や八嶋兄の適正者が、俺の適正者になるわけではないのだ。だから、自分自身で探すより他に方法がないのである。

　適正者を捉とらえることのできる特殊な能力もないしな。肉眼に頼るしかなかった。

「んん？　凪紗やん？」

　そこへ不意に声をかけてきたのは室道だった。パーカーを着こなして、服装をカジュアルに決めている。珍しいところで会うもんだ。

「なんで、室道がこんなところにいるんだ。ゲーム三昧じゃなかったのか？」

「せやったんやけどなぁ。ちっとゲームの方でセーブ容量が足りなくなっての。ストレージの買い足しに来たとこや」

「ああ、なるほど。よくあるよな、そういうの――あ」

　室道と何気なく話している中で見つけてしまう。

　噴ふん水すいの前にいるふたり組の女子大生、そのひとりに紋章が見えた。

　俺は室道にバレないよう、小声でそれを紗優に伝える。

『ふたり組ですか。では、ちょうどいいです。そこにいる佐さ藤とうさんに協力を仰あおぎ、ふたりでナンパしてきて下さい』

「…………………本マ気ジ？」

『本マ気ジも本マ気ジ、大オオ本マ気ジですよ』

　気が進まないにも程がある。ここは室道が「ゲームが忙しい」と言って断ることを祈るしかない。

「なあ、室道。お前、今ちょっと時間あるか？」

「いや、ワイはこれからゲームをするんやって。いちお、訊くけど何やるんや？」

　言っていいのかなぁ。また弄いじられるネタを提供するだけのような気がする。

　ええい。しかし、言わなければ、また紗優の小言が……！

「ナンパ、しないか？」

「!?」

　俺の提案に、室道が口を開けたまま呆ぼう然ぜんとなった。

　だが、すぐに正気を取り戻し、不ふ敵てきに笑う。

「ふ、ふふふ。そうかい。女子が苦手の凪紗が、ようここまできたものや。うんうん。涙が出てきそうやで。お前もそういう歳やんなぁ」

「同い年じゃねぇかよ」

「ええで！　この平成のスーパーグレートナンパマスター、ＳＧＮＭエスジーエヌエムと言われたこのワイが、お前と一緒にナンパしてやんよ！」

　胡う散さん臭くさすぎる。失敗の気配しかしない。やっぱ止めようぜ、これ。

「ちなみに成功率は？」

「こことは違う並へい行こう世せ界かいでは百二十パーセントやで。ワイがナンパした女性は、もう一度ナンパが成功することになっとる」

「日本語を喋ってくれ。結局、この世界ではゼロパーセントってことじゃねーか」

　そもそも並行世界ってどこだよ。二次元か？

「細かいことはどうでもええやろ。で、攻略するヒロインはどこや？」

「その言い方、流は行やってるのか？　まあ、ナンパしようと思ってるのはあの噴水でたむろしてる女子大生のふたり組。セミロングとロングの」

「結構面食いよな、お前……。まあ、オッケーやで！　ワイが声をかけるから、お前もついてこいや！」

　なぜこいつはこんなに生き生きとしているのだろうか。

『佐藤さんの遠えん慮りよのなさと積極性が兄さんに一割でもあれば……』

　妹の容よう赦しやのないツッコミが心に痛い。

「ほっとけ」

「おい、何をぶつぶつ言ってるんや？　行くで！」

　俺を置いて、室道は噴水へと行ってしまう。

「ああ、もう！」

　俺は慌てて追いかける。

「そこの乃の木ぎ００８３ダブルオーエイテイースリーに所属してそーなおねーさん方！　ワイたち、やることなくてヒマなんや！　ヒマすぎて死にそうなんで、お助けくださいやで！」

「ええ～、何言ってんのー？　関西弁あやしー！　あはははは！」

　驚いたことに女子大生さんのふたりは、まんざらでもなさそうな反応だ。

「いやいや、アイドルやなかったら、モデルさん？　やっべ、今日、カメラ持ってきてへんで！　ワイ、マジ運悪いわー」

　よくもまあ、すらすらとそんな言葉が出るものだと感心してしまう。むしろ、こいつにも助言を受けた方がいい気がしてきた。

「お茶ぐらいだったらいーよっ！　私もたまには若いふたりの男のコと話したいし」

　なんとあっさりと成功してしまったぞ！

　室道が目で合図してくる。成功した！　とドヤ顔だ。本気で成功した以上、俺には何も言えない。なんてこった。初めてこいつを尊そん敬けいした。

「ほんじゃ、すぐそこにちょっと洒落しやれた喫茶店知ってるんでそこ行きましょうや」

　その上、このそつのなさ。こいつ、本気でナンパ慣れしてやがる！　付き合いも長いのに、こんな一面まったく知らなかったぞ。

　そして、喫茶店に向かいがてら、小さな声で室道に尋ねられた。

「お前、どっち？」

　おそらく好みを訊きかれているんだろうが、俺の場合、好みとかではなく、すでに相手は決まっている。

「セミロングの方」

　適正者の紋章はそっちの人に出ているしな。

　すると、室道の顔が途と端たんに険けわしくなる。

「奇遇やな。ワイもセミロングの方や。ワイが成功させたわけだし……ここは引けや」

「え、いや、待ってくれ。それは困る」

　そもそも適正者の人と仲よくなれないんだったら、ナンパなんてした意味がない！

「強ごう情じような奴やな。ロングの人だってレベル高いやろうが。何が嫌だと言うんや」

「美人なのはわかるけど、俺にはセミロングの人でないと駄だ目めな理由があって」

「その理由を言ってみい」

「世界を滅ほろぼさないためなんだ」なんて言えるわけがないだろう！

　そんな風に言い合っていると、

「えー、もう来たのー？　遅れるって言ってたのにぃ。え、私に早く会いたいから頑がん張ばった？　もう馬鹿なんだからっ」

　女子大生の携帯ケータイ電でん話わに着信があったらしく、誰かと話していた。

「うふふ、私たち、予定ができちゃったから！　ゴメンねー」

　そして、ふたりとも駅の方へと去っていく。

　あとには肩を落としたふたりの男が立たち竦すくんでいるだけだった。

「彼氏いんのにナンパを軽々しく受けへんでくれやあああああぁぁぁ―――――っ！」

　室道のほろ苦い叫びが虚むなしくこだまする。でも、なんとなくこのオチにホッとした。




　俺たちは肩を落として噴水の前まで戻ってくる。

「うーん、なんというか納得いかへんで」

「まあ、嫌な事件ではあったな」

　期待がすかされただけで、実害はないけど。

「さすがにこれで終わっちゃ男が廃すたるやん！　次に行くで！」

「は？」

　女の子なら誰でもいいわけじゃない。適正者でなければ意味がないんだ。誰彼構わずに声をかけられても困るぞ！

「ターゲットロックオン！　あのふたりや！　あの後ろ姿は絶対に当たりやで！」

　しかし、室道は行ってしまう。室道の視線を追うと私服の女子ふたり組がいた。一方は外はねボブカット、もうひとりはポニーテール――って、あの尻しつ尾ぽ！

「お、おい待て！　室道、早まるな！」

「そこの後ろ姿がイカしたお嬢ちゃんたち！　ワイらと一緒に暇ひま潰つぶそーやっ！」

　だが、もう遅い。そんな声をかけられて、ふたりの女の子たちが振り返る。

「はァ？　ナンパ？」

「あれ、この怪しい関西弁は……」

　室道が固まった。まるで石像のようにピキーンと。

「あれぇ、室道じゃん。それに相坐クンも」

「佐藤に……、ナギ!?」

「ま、真城に、伊い澤ざわやと!?　アカン、なんでや！　こんなところで！」

　なんという偶然だろうか。相手は真城さんと奈巳だった。奈巳はあのポニーテールですぐに気付いたけど、真城さんはわからなかった！
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「いや、これはその、あのだな、ちょっと違うんだ！」

「そうそう！　ワイは凪紗がナンパしたいって言うから付き合っただけやで！」

「室道ィッ！　お前何言ってんだあ！」

「噓は言ってねーわ！　ナンパしたいって言ったのはオメーや！」

　くそう、確かにやろうと言ってしまったのは俺だった。

　だけど、積極的に動いたのは室道だってのに！

「うひゃひゃひゃひゃひゃひゃっ!!　相坐クン、マジでマジで？　ちょーっと意外だったなぁ。いやいや、女子が苦手って聞いてたのに、やるじゃん！」

　真城さんは腹を抱かかえて笑っている。だが、反論もできなかった。く、悔くやしい！

「ふーん……。ナンパ、ねぇ……」

　奈巳の目がまるで汚けがらわしい虫でも見ているかのようだ。視線に物理的攻撃力があったら、五体がずたずたにされてそう！

「え、なになに。奈巳りんは、夫が知らない間にナンパしてて不満ー？」

「ち、違うわよ！　だ、第一、なんで夫なのよ！　別に、ナギがあたしの知らない間にナンパしてようと関係ないってば！」

「いーねぇ、可愛い反応だねぇ。うんうん、関係ない関係ない。うひゃひゃひゃっ！」

　真城さんが心底楽しそうな顔でこちらに向き直る。

「まー、誰も相手にしなさそうだし、可哀想だからナンパされてもいいんだけど、これからちょーっと奈巳りんと映画行くのよねぇ。お日ひ柄がらが悪かったってことで」

「お日柄って、こういう時に使う言葉なの……？」

　突っ込んだが、華か麗れいにスルーされた。

「それじゃーね！　ナンパが成功することを祈ってるよっ」

「ナギ！　今度、ちゃんと理由を話してもらうからね！」

　それぞれそう言って、ふたりは立ち去っていく。

　俺たちはその背中を見送って、

「「はああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ……」」

　深い深い溜息が出た。




「帰るわ……。こっちの世界でナンパなんかするべきじゃなかったんや……」

　室道は肩を落としたまま、帰ってしまった。

「悪いことをしたな」

『二回目は、さすがに自業自得では』

　紗優は容赦がない。

「なんにせよ、今日はこれで終わるか。そろそろ夜になりそうだしな」

　もう午後の六時になる。夜になると鬼たちが出てくる可能性があるため、家で待機している方が都合がいい。

「わかりました。では、私は買い物をして帰ります」

「うわっ。いきなり後ろに来るなよ」

　紗優に音もなく忍び寄られる。その首には双眼鏡がかけられていた。

「驚かせることができたので満足です」

　本当に満足しているのか、ニッコリしている。

「お前の満足するポイントはわからんな……。で、買い物、ついて行かなくて大丈夫か？　荷物持ちぐらいするぞ」

「今日のメニューはそんな大したものじゃないですし、兄さんは早く帰って少しでも休んでて下さい」

「サンキュ。じゃ、言葉に甘えるよ」

「ちなみにですが、私に甘えてもいいんですよ？」

「紗優には色々と甘えさせてもらってるよ」

「そういう意味ではなかったんですが。まあいいです。では、行ってきます」

　ちょっと不満そうな表情を浮かべてから、紗優は駅前の雑ざつ踏とうの中に消えていった。

　さて、と。用もなくなったし。

「帰るとするか」

「相坐くん？」

　いきなり聞き覚えのある声に名前を呼ばれる。

　振り返ると、そこには意外な人物が立っていた。

　走ってきたのか、ぜえはあぜえはあと肩で息をしている。

「く、鞍馬さん？　どうしたの、こんなところで」

　当たり前だが私服だった。猫がプリントされたトレーナーにデニムのスカート。肩にはマイバッグをかけている。急いで出てきたといった感じだ。

　というか、今日はよく知り合いと会うな。

「き、奇遇ですね！　わ、わたしは買い物です」

「そ、そうなんだ。何を買いに来たの？」

「えっ、と……………………。御夕飯の材料です！」

　ってことは、スーパーでの特売か何かで急いでたのだろうか。

「あれ？　食品関係はこっちじゃなかったような……」

「そ、そうなんですか？　まだ街に慣れてないもので」

「俺たちはもう慣れてるけど、初めてだとやっぱり迷うよね。小学生の時は迷路だと思ってたよ。俺が生まれた頃からずっと工事してるし」

「そ、そうですよね。確かに迷路みたいですよね。特に地下街とか」

　……そして、会話が止まった。

　どうしよう、なんて言えばいいのか。

　いや、「それじゃ今日は帰るよ」で、いいんじゃないか？

　いやいや、男としては買い物に付き合って、荷物を持ちつつ家まで送るべきなんじゃ？　嫌がられるかもしれないけど！

「あ、あのっ……！」

　悶もん々もんとしていると、鞍馬さんから声をかけてきた。

「は、はい!?」

　鞍馬さんの顔が心なしか紅こう潮ちようしている。

「あ、明日の日曜日って、お、お時間ありますか？」

「明日？　空いてるけど……」

「も、もしよろしかったら。その……ふたりで映画、見に行きませんか？」

　ふたりで。映画。女の子と。ふたりで。映画。

　……おおおおおおおおおおお、お、落ち着こう。早とちりは恥の元だ。

　女の子とふたりで、映画なんて。ほら。なんていうか。で、デートみたいな？　あり得るのか？　何らかのトラップ。あるいは、罰ゲームなんじゃ……？

「えっと！　その！　じ、実は新聞と契けい約やくする時に映画のタダ券を貰もらってしまって！　父上は一緒に行ってくれませんし」

　幾いく分ぶん強い口調で鞍馬さんが言ってきた。にしても、今いま更さらだが父上とはまた古風な言い方だな。

「だったらお世話になった相坐くんに貰って欲しいなって……。い、以前階段から落ちた時に助けてもらった恩もありますし……」

　ああ、そういうことか！　うん、なんかしっくり納得できたぞ。鞍馬さんは貸し借りをなしにしようとしてくれているんだ。

　だったら、答えなんてひとつしかないじゃないか。

「じゃ、じゃあ、その、一緒に行こうか。さ、さっきも言ったけど、来てまた数日も経たってないから街のこともあんまり知らないでしょ!?　案内がてらってことで……」

　勇気を出して声を振ふり絞しぼる。なんだかんだ理由を付けたのは男らしくないな。

「は、はい！　よろしくお願いします！　よ、よかった～……」

　俺が了承すると、すぐに笑顔が弾はじけた。鞍馬さんの安心したような表情が眩しい。

　やっぱり鞍馬さん、すごく可愛いよ。笑顔を見てるだけで俺も幸せになってくる。

　それに俺を誘ってくれるってことは、嫌われてもいないってことだよな、きっと。

　おこがましいことはわかってるけど、どうしても期待してしまう。単純な性格だよな、我ながら……。

「あの、待ち合わせは、どこにしましょうか。映画は十一時半からなんですけど……」

「えと、じゃあ駅にある地下街の入り口のところに十一時とか。場所、わかる？」

「は、はい、たぶん大丈夫です！　た、楽しみにしてますね！」

　そう言って鞍馬さんは足早に立ち去った。

　……まずい。顔が赤くなってるのが鏡を見なくてもわかる。紗優がいたら鼻の下が伸びてるとか言われるかもしれない。だけど、女の子とのふたりきりでのお出掛けなんだ。デートじゃなくても嬉しいじゃないか。

　それに雰囲気がよければ適正者として問題がないかどうか、儀式――キスで確かめてみたりとか。いやいやいや、それは失礼だし、まだ早、

「ナギ」

「うぇ!?　奈巳!?」

「な、なに、そんなに驚いてんのよ……。悪かったわね、あたしで」

「あれ？　真城さんと、映画に行ったんじゃないのか」

「そ、それはいいのよ！　それよりも……！」

　奈巳は何かを言いたそうに、俺を凝視してくる。

「何？」

「こっ、ここ、こ、こく、ここっ……」

「……ニワトリの真似？」

　ぶちっ、と何かが切れる音がした――気がした。

「そんなわけないでしょ！　なんでこのシチュエーションであたしがニワトリの真似しなきゃいけないの!?　脊せき髄ずい反はん射しやで適当なこと言うなって昔から言ってんでしょぉっ!?」

「ご、ごめん！」

　短絡的なツッコミをしないようにと気をつけてはいるんだけど……。

「子供の時からいきなり『なみなみ、ちゅーしよ、ちゅー！』とか言って、き、キスを迫ってくるし、いい加減に成長しなさいよ！　この馬鹿ぁっ！」

「ウボアアアアアアァァァァァァ――――ッ!!　やめろっ！　俺の黒歴史をこんな公衆の面前でバラすんじゃない！」

　第一、仕方ないだろう、親父にそう育てられたんだから！　女の子にはキスをねだれと幼少期から教育され、それこそ癖くせみたいなものになっていたんだ。間違ってると気付いたのは奈巳に殴なぐられてからだ。小学生まで引ひき摺ずらなくてよかったよ、ホントに。

　そういう意味では、もちろん奈巳に感謝してるんだけど、思えばあの頃から奈巳の矯きよう正せい癖ぐせは始まった気がする。

「うっさい！　人の気も知らないであんたって男はぁっ！　そこまで矯正されたいの!?」

　まずい。奈巳の怒りが止まらない。どうやら逆げき鱗りんに触れてしまったようだ。

　蹴りの一発でも飛んでくるかと思ったら、凄い目で俺を睨んでから「ふんだ！」と肩を怒らせてそのまま立ち去る。

　今は何を言っても無駄だろう。ほとぼりが冷めた頃にバーゲンダッツを差し入れれば、機嫌も治るはずだ。情けないことに割とよくあることだしな。今日はちょっと沸ふつ点てん低かったみたいだけど。

　でも結局、奈巳は何を言いたかったんだ？　そもそも映画を見に行ったはずじゃ……。

「ま、いいか」

　それよりもバーゲンダッツを買ってきて、「また無駄遣いしたんですか」と言われないように、紗優への言い訳も考えておかないと。
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　夜が明け、鞍馬さんと映画を見に行く日がやってきた。なんか朝早く起きてしまっている。で、タンスの中から一番見み栄ばえのいい服を漁あさっていた。

「ああ、もっと普段から気を遣ってればよかった」

　出しては放り、出しては放り……服が決まらない。

「初デートの乙女じゃないんですから」

　紗優から呆あきれ気味に突っ込まれる。そうは言われても。

「そもそも兄さん曰くデートでないのであれば、そこまで気を遣わなくてもいいのでは」

「でもなぁ。女の子とふたりで出かけるんだったら、恥をかかせるわけにはいかないし」

「よっぽど野暮ったい服装でない限り、その心配はないと思いますけど」

「その野暮ったい服を着ていく可能性が」

「私が兄さんのために買った服で野暮ったいものはありません」

「そ、そうか」

　しかし、妹に毎度毎度服を買ってきてもらっているというのも兄としてどうなのか。

　いやいや、しかし、俺にセンスがないのは自他共に認められるものだし、それを人に頼るのは生きていく上で仕方のないことと言えるのではないだろうか。

　すると、紗優がワイシャツとズボンを拾ひろって俺に差し出した。

「これとこの辺りでいいでしょう。ジャケットはいつものやつで大丈夫です」

「妹に選んでもらったものを着ていくってのも……」

「そもそも私が買ってきたものなんですから、今いま更さら気にしないで下さい」

「……そ、そうか」

　さっきから同じやり取りをしている気がする。でも、その方がいいか。俺が選んで頓とん珍ちん漢かんな組み合わせになるよりも、紗優に選んでもらったものの方が絶対にいいはずだ。

　別にオシャレに着こなして俺オシャレなんだぜ、とアピールする必要なんてない。あくまで重要なのは一緒に歩く鞍馬さんに恥をかかせないことだ。

「サンキュ」

「では、私は出て行きますので」

　紗優が俺の部屋から出て行ってから、紗優が選んだ服へと着替える。

　それから洗面所に行って鏡を見た。とりあえず野暮には見えない。さすが紗優である。

「ちなみに、それで褒ほめられても嬉しくないんで」

　先手を打たれた。まさか予想されていたとは。

　常々思っているのだけど、紗優は異能のひとつやふたつ持っているのではなかろうか。

　……ま、まあいいや。そのことは一いつ旦たん脇わきに置いておこう。

　リビングに戻ると、紗優はビデオカメラの設定をしていた。

「ビデオカメラなんて珍しいものを持ちだしてるな」

「ええ、今日ちょっと使う用事ができましたので」

　何に使うんだか。まあ、俺には関係のないことか。

　それよりも、そわそわする。じっとしていられない。

「そろそろ行くよ」

「まだ予定の出発時間より三十分も早いですよ」

「いや、こうしてじっとしてると落ち着かないし」

「そうですか。そこはまあ、兄さんのお好きに。行ってらっしゃいませ」

　笑顔で紗優に見送られ、俺は家を出た。

　そして、待ち合わせ場所の駅へ到着。駅までは徒歩十五分ほどなのだが、到着まで一分も経たってないのではないかと思うぐらい、歩いてきた記憶がない。それほどまでに意識が鞍馬さんに偏かたよっていた。

　待ち合わせ場所の地下街の入り口へと足を向ける。

　三十分も前だけど遅れるよりは全然いいよな――などと思っていたら、なんとすでに鞍馬さんはそこで待っていた。

　慌てて携帯を取り出して時間を見る。十時三十分。三十分前だ。遅れてない、はず。

　時計台の時計を見る。やはり十時三十分。遅れてない。

　不意に鞍馬さんがこちらに向いた。心なしかほっとしたような表情になり、小さく会え釈しやくしてくる。

　俺は慌てて時計台の下まで走った。

「ご、ごめん。もしかして、待たせた？」

「い、いえ。わたしが早く来すぎただけなので……」

「早く来すぎた？」

「じ、実は駅の場所はわかってたんですけど、地下街の入り口がどこにあるかわからなくて……。もし、見つからずに遅れたら嫌だなって思って早めに来たんです。そしたらすぐに見つかって……」

　ああ、俺もなんか記憶にあるな。そういうの。

「あ、俺もよくあるよ。知らない場所に行くと不安だから、早めに行くんだけど目的のものが早く見つかってさ」

「でも時間ギリギリで行くと見つからないんですよね」

「そうそう」

　まあ、なんにせよ、ちゃんと会えてよかった。

　鞍馬さんは私服だ。水色が基調のミニワンピースに、白のカーディガンというシンプルなスタイル。足には膝ひざ下したまでの白い靴下と、白とピンクのスニーカーを履はいている。

「し、私服、す、すごく似合ってるよ」

「え……!?　あう……、そんなこと、ない、です……。相坐くんも、似合ってます……」

　鞍馬さんは頰ほおを赤くして照れながら、そんなことを言ってくれる。紗優が選んだ服だけど、とても嬉しくてむず痒がゆかった。

「いやいや、そんな……」

　ふと鞍馬さんの唇が目に入ってしまう。ちらりと儀式のことが脳裏を掠かすめた。

　あー、いけない。今日は鞍馬さんに楽しんでもらうことに集中しよう。キスなんて絶対にできるわけがないんだし。

「それにしても、連絡してくれればもっと早く出たのに……って、うちの電話番号とか知らないよね」

「は、はい。実はまだクラスの連絡網ももらってなくて……。あの、よろしければ番号の交換をしていただけると……」

　鞍馬さんは鞄から携帯電話を取り出す。

　それを見て、俺も慌てて携帯電話を取りだした。

「う、うん。いいよ」

「じゃあ、番号とメールアドレス、教えていただけますか？」

「あ、うん」

　そして、俺が携帯を操作してＱＲコードを表示すると、鞍馬さんは首を傾げた。

「え？　え？　も、もしかして、これが噂の赤外線通信ですか？」

「い、いやいや、これは違うよ。俺の携帯、赤外線通信の機能が付いてないから、こういうコードを生せい成せいしてデータを作ってるんだ」

「な、なるほど……！　では、ここからどうすれば……」

　少し戸惑いながらも、お互いが作ったＱＲコードを読み取って、番号とアドレスの交換は完了した。

　一応、メールを出して確認しておこう。

『届いた？』と書いて送る。

　すると、鞍馬さんの携帯電話が鳴り始めた。鞍馬さんが慌てて取る。

　画面を確認すると、こちらを一瞥し視線を携帯電話に戻した。

　今度は俺の携帯電話が鳴り始める。すぐにメールを確認。

『届きました♪』と書かれていた。

「届いてよかったです」

「そうだね」

　そんな短い会話を交わす。その初うい々ういしさがとても新鮮だった。

「それじゃ、行こうか」

「はいっ！」
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　相坐凪紗も鞍馬魅花も気付いていなかった。ふたりを見み張はる目があることに。

　そのふたりは女の子だった。両方とも、帽子をかぶっている。さらに小さな女の子の方は似合わないグラサンをかけ、もうひとりはマスクを着用していた。

　小さな女の子の方が、もうひとりに小さく声をかける。

「動き出しましたね。ひっそりと追いかけましょう」

「こういうことやっていいのかしら……」

「待ち合わせ場所を訊いてきたのは奈巳さんじゃないですか」

「だって、紗優しか知ってそうな人いないんだもの……！」

「待ち合わせ場所を訊いてきたということは監視したかったということでしょう？」

「い、いや、それは……」

「違いませんよね？　待ち合わせ場所を訊いてやることなんて、ひとつしかありませんし。ふふ、持ちつ持たれつです。奈巳さんから聞いてなければ、兄さんがデートすることを知らないまま過ごすところでした。私と奈巳さんの仲じゃないですか。昨日今日の付き合いじゃないんですから、今更カマトトぶるのはやめてください」

　紗優は奈巳から兄が鞍馬魅花とデートするかもしれないということを知らされ、兄からそれとなく訊きだしていた。

「ビデオカメラも持ってきてますし、バッテリーの予備も充分。監視態勢はばっちりです。では、行きましょう」

　奈巳は凪紗のプライバシーってなんなんだろうなぁ、と少しだけ凪紗に同情する。

　とはいえ、自分も同じことをしようとしている上、自身も凪紗のプライバシーをちょくちょく訊きだしているので何も言えなかった。

「でもさあ……」

「行かないのであれば、構いませんが。私ひとりでもやりますし。では」

　奈巳を置いて紗優はふたりを追いかける。

「行くっ！　行くってば！」

　そして、結局奈巳も紗優を追いかけた。
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　隣に女の子がいると考えるだけでも緊張する。

　鞍馬さんと俺が釣り合ってないのは百も承知だが、せめて彼女が恥をかいていないことを祈りたい。

「………………………」

「………………………」

　とはいえ、このまま黙ったままというのも情けない。

「あ、あのさ」

「ひゃ、ひゃいっ！　あ、いたっ！」

　あれ？　なんで驚かれてるんだろう。なんか粗そ相そうしたかな。

「え、えと。大丈夫？」

「ら、らいじょーぶれすっ！　……し、舌嚙んだだけですので！」

「な、ならいいんだけど……」

　とりあえず、訊こうと思ったことを訊かなければ。

「学園生活って、どう？」

「皆さんがよくしてくれますし、楽しいですよ。授業もついていけてますし」

　無難なことを尋ねると、鞍馬さんは笑顔で頷いてくれた。

　実際、鞍馬さんは二日目には慣れたようで、先生の質問にスラスラ答えていたからな。

「そ、それに相坐くんも優しくしてくれますから」

　ノーモーションで直球がきた。不意打ちすぎる。

「い、いや、だから……、俺は優しくなんかないって」

「もう。まだ言うんですか？」

「……あはは。この話はやめよう」

「うふふ、そうですね。平行線ですから」

　少し緊張がほぐれた気がした。

　映画は十一時半から始まるんだけど、お互い三十分も前に来たもんだから時間が中途半端に空いている。

　映画が終わった後に関しては自分なりに考えてきたけど、映画の前に関しては無計画だった。元々、直接映画館の予定だったしなぁ。

　どうするか、と思っていたら

「あの、少し時間がありそうなんで行きたいところがあるんですけどいいですか？」

　鞍馬さんから助け船が出る。

「え、あ、うん。もちろん」

　こっちとしては渡りに船だ。

　俺は鞍馬さんについて行く形でショッピングモールの中へと入る。

　そして、鞍馬さんの目的地に辿り着いた。ぬいぐるみショップへと。

「もしかして、嫌でしたか？」

「いやいや、とんでもない」

　鞍馬さんとぬいぐるみ。実に心温まるツーショットである。

　しかし、問題があった。

　ぬいぐるみショップの中に入る年頃の男女とか、恋人にしか見えなくないか？

　店内を練り歩く鞍馬さんに、俺はぴったりくっついて歩く。

「こんな歳にもなってぬいぐるみとか、子供っぽいかなって思ってるんですけど、可愛いのを見てしまうとどうしても……」

「いや。すごく、鞍馬さんらしい気がするよ」

「それ、子供っぽいってことですか？」

　鞍馬さんの顔はちょっとだけ拗すねているかもしれない。そんな表情も悪くないと思ったけど、怒らせたらまずい。

「あ、えーと、趣味で子供っぽいとかは、あんまり思わないかな。人それぞれだしね」

　とにかく落ち着け。恋人に見られたからってどうだっていうんだ。人の評判なんて関係ない。

「もう……。そういうことにしておきます。うふふ」

　とりあえず許してくれたらしい。ほっとした。

「あ、この子、ちっちゃくて可愛いです」

　鞍馬さんのお眼鏡めがねに適かなったのは、デフォルメされた猫だった。……自分から見ると媚こびすぎではないだろうかと思ってしまう。

「猫、好きなの？」

「はい！」

　とても元気のいい返事だった。

「家で飼いたいんですけど、父上が許してくれないので」

「そうなんだ。説得は難しそう？」

「たぶん、わたしの言うことなんて聞いてくれないと思います」

　表情が少し暗くなった。もしかして、この話題は地雷だったか？

　深く踏み込んだら嫌な思いをさせてしまうかもしれないし、話題を変えよう。

　俺は近場にあった猫のぬいぐるみを取った。名前が付いているようで儀左右衛門ぎざえもんというらしい。随分と皮下脂肪を溜め込んでそうな感じでスライムみたいだ。

「こんなのとか、どう？」

「わ、それも可愛いですね！」

　俺から儀左右衛門のぬいぐるみを受け取ると、軽く抱き付いてモフモフし始める。その様子は猫が猫にじゃれついているみたいだった。

　だが、鞍馬さんはいきなり目を丸くする。

「……た、高いです……！」

　鞍馬さんは恐る恐る儀左右衛門のぬいぐるみを元の位置に戻した。

　値札を………………………見なかったことにしよう。

「あ。そろそろ映画館に行けばいい時間かもしれませんね」

　鞍馬さんは時計を見ながら、そんなことを言った。確かにそろそろいい時間帯だ。

　俺たちは店を出て、映画館へと向かった。
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　凪紗と魅花のふたりは、まるでカップルのように寄り添って映画館の中へと入る。

「順調ですね」

「うう……」

　紗優と奈巳は思い思いにそんなふたりを見ていた。自分たちもチケットを購入して中へと入り、凪紗と魅花を眺ながめやすい場所へと座る。

「手を繫つないだり、キスをしちゃったりするのかな……」

　奈巳は不安そうな表情でそんなことを小さく呟いた。

　紗優はうざったそうな表情で奈巳を見る。

「あの兄さんにそんな真似ができるわけないでしょう。してもいいよと催さい促そくしても、しないに賭かけます。命の危険でもあれば別でしょうけど」

　もはや、それは別の意味での信頼に近かった。凪紗からしてみれば散々な言われようだが、実際に本人は反論を躊躇ためらうだろう。

「雰ふん囲い気きに流されたりとか……」

「雰囲気の海を逆流して泳ぐような人です。安心して下さい。……というか、奈巳さん、さっきからいい加減ウザいです」

「はうっ……！」

「そんなに好きなら、今すぐ『ちょっと待ったー！』って言って告白してくればいいじゃないですか。私、止めませんよ」

「ばっ、馬鹿言わないでよ！　別に好きなんかじゃ……！」

　若干声が大きいことに気付いたのか、奈巳はすぐに口を噤つぐんだ。

「そこから『ない』ってところまで断言しないのが奈巳さんの素直じゃないというか、保険をかけてるズルいところですよね」

　図星を突かれたのか、奈巳はぐぬぬと悔くやしそうにしている。

「まあ、兄さんを好きじゃないとしても、だとしたらなんでこうして尾行しているのか、理由が行方不明なんですが」

「な、ナギが魅花に変なことしないようによ！」

「だから絶対にしないって言ってるじゃないですか。そもそも兄さんが変なことしても、別に奈巳さんに関係なくないですか？」

「く、クラスメイトとして何かあったら、魅花が馴染みにくくなるじゃない……」

「うーん、言い訳として八割ぐらい微妙ですね」

　そう言われて、奈巳は押し黙った。

「奈巳さん、子供の時はあんなに兄さんを好き好き大好き！　って連呼してたのに」

「ぶっ！　な、な、な、な、な、な、な、な、な……！」

　奈巳が突然噴き出す。その顔は耳まで真っ赤だ。

「おままごととかよくやってたじゃないですか。兄さんがお父さん役で、奈巳さんがお母さん役で、私が子供役で」

「にょおおおおおぉぉぉぉぉ!!　や、やめなさい！　忘れなさい！　矯正するわよ!?」

　小声で叫ぶが、紗優の口は止まらない。

「あの時の白はく眉びは、奈巳さんが兄さんを出迎えて、ご飯にする？　お風呂にする？　それともあたし？　って言ったことですかね。うふふ、どこで覚えたんですか？」

「あ、あんた……。な、な、なんで、そんなことまで……！」

「子供心ながらに、印象が強かったもので。で、その頃の恋心はいったいどこへ？」

「し、仕方ないじゃない……。あたしにも色々あったのよ。お母さんにダメだって言われたってゆーか、家の規則というか……」

「家の規則？」

　奈巳の口から出た意外な単語に紗優が首を傾げる。

「……なんでもないわ。はい、もうこの話はお終しまい！」

　紗優も奈巳の様子を察さつしたのか、それ以上の詮せん索さくはせず、

「奈巳さんも素直になればいいのに」

　そう呟くに留めた。

「ん？」

　そんな中、奈巳は何かに気付いたのか眉を顰める。その表情はいつになく真剣だ。

　そして、小さく右後方へと目を向けて、すぐに戻した。

「紗優。あのさ。あたしたち以外にも尾び行こうしてる人がいるかも」

「は？」

　紗優もこっそりと奈巳が見ていた方へ目を向ける。しかし、わからなかったようで怪け訝げんな表情を浮かべた。

「わかんない？　あの銀ぎん髪ぱつで薄手の群ぐん青じよう色いろのコート着てるおじさん」

「はー、そうなんですか？　どうしてわかったんです」

「う、うーん……。なんというか、あたしたちの行く先々にさり気なくいたから、としか言いようがないけど」

「奈巳さん、なんかの訓練でも受けてるんですか」

「く、訓練って。なんの訓練よ」

「忍者的な」

「に、忍者なんてもんじゃないわよ。まあ、何かするでもないだろうし、放っておいても大丈夫と思うけど。気のせいかもしれないしね」

「ですね。では、観察に戻りましょうか」

　そう言ってふたりは、凪紗たちのウォッチを再開した。
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「とってもよかったですねっ！」

　鞍馬さんが上機嫌だった。映画の内容はまったく知らなかったのだが、まさか競馬に関する映画とは思わなかった。

　競馬はまったく知らないが、環境が決していいとは言えない地方の馬が中央の競馬界に来て、エリートたちを倒していく展開は燃えた。今まで負かされていたライバルの引退レースでリベンジしたり、人間の都合で無理矢理走らされてるのに、寿命を削るように走っているところなど、心が震わされっぱなしだった。全盛期を過ぎ、体がぼろぼろの引退レースで、最後の花道を飾ったストーリーに、まさか涙腺を緩ゆるまされるとは……。

　こんなことだったら、もっと室道のやつに競馬のことを訊いておけばよかった。

「もしかして、競馬好きなの？」

　そう尋ねると、鞍馬さんは言いにくそうに「はい」と頷いた。

「と言っても賭け事とかは興味がなくって。好きなのはサラブレッド……お馬さんです」

「珍しいね」

「あはは。よく言われます。ちょっと自分に重ねちゃうんですよ」

「重ねる？」

「サラブレッドは速く走るために、何百年と配合を重ねて、あるいは淘とう汰たされて……改良を重ねてきてるんです。それをどう取るかは人それぞれだと思うんですけど、わたしは尊とうといものだと思っています」

　鞍馬さんは訥とつ々とつと語る。

「競馬は血統がすべての世界。もちろん例外もありますけど、基本的には優秀な血を持つ馬が優秀な仔を産んで、その仔がまた優秀な馬と配合して優秀な馬を産む。その繰り返しなんです」

「でも、さっきの映画はそうじゃなかったよね？」

　どちらかと言えば、地味な血統の馬が優秀な血統の馬に勝っていく話だった。

「ええ。父上にわたしたちの血統は弱くて地味なものだと言い聞かされてますから。だから、わたしは今回の映画に共感したんだと思います。わたしもああいう風になりたかったなぁ……」

　なりたかった……。あれ？

「え、なんで過去形なの？」

「い、いえ、あはは……。特に深い意味は、その、なくて……」

　鞍馬さんは見るからに言葉に詰まっているようだ。もしかしたら、これも触れてはいけない話題だったか？

「そ、それよりも、これからどうしましょうかっ？」

　なにやら、話題を逸らすようにそんなことを訊いてくる。個人的にもその方がありがたかった。地雷除じよ去きよの技術なんて俺は持ってないし。

　しかし、地雷を避けられたとはいえ、ここで外すわけにはいかないぞ。

「まずはお昼にしようか。お腹も空いてきたし」

「そうですね。どこか美味しいところがあれば……」

「美味しいかどうかはわからないけど、ちょっと興味深い店があるんだ」

「本当ですかっ。楽しみです！」

　そして、向かった場所はというと――。

「ふわぁ……」

　中に入った鞍馬さんが、まるで桃とう源げん郷きようを発見したかのような感動に包まれていた。

「猫さんです！」
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　ここは地元にある猫喫茶。鞍馬さんが猫好きだとわかったので、ここを思い出したのだ。紗優も猫が好きで、前に「一緒に行きましょう、兄さん」と言われていた。もっとも面倒臭くって紗優とは結局来てないのだけど。

「アビシニアンさんです！　シャムさんです！　サイベリアンさんです！　ロシアンブルーさんですー！」

　今にも飛びかかりそうな勢いで猫の品種を連呼していた。俺の想像以上に猫好きのようだ。この猫喫茶の猫たちは店内に放たれており、機嫌を損そこねない限り、自由に触ることができるらしい。

「触っても大丈夫みたいだよ」

「……はっ！　そんな、恐れ多い！」

「え、そこまで？」

　とりあえず、ふたり席に座った。そして、俺がオムライスを頼み、鞍馬さんが和風きのこパスタを頼む。

　食べ物を待っている間、一匹の猫が鞍馬さんに近寄ってきた。

「はう！　アビシニアンさん！」

　猫はそのまま近づき、足に頰ずりを始める。えらい人ひと懐なつっこい猫だな。

「抱き上げても構いませんよ」

　躊躇する鞍馬さんの背中を押すように、スタッフの人が許可してくれる。

　そこで鞍馬さんは、なぜか俺を見た。いいのかな？　と問い掛けているみたいだ。

「いいと思うよ」

「はいっ！」

　鞍馬さんが恐る恐る抱き上げる。

　大人しい猫みたいでまったく抵抗しなかった。膝ひざに乗せると心地がいいのか猫は体を丸めてそのまま寝てしまう。

「はぅっ！」

　ここに来てから鞍馬さんの挙きよ動どうが面白くなってきた。見てて楽しい。

「ど、どうしましょう！　寝床になってしまいました！」

「ま、まあ御飯が来るまではいいんじゃないかな？」

　鞍馬さんは怖おず怖おずといった様子で猫の頭を撫なでる。猫はまったく抵抗せず、気持ちよさそうに寝ていた。

「幸せです～」

　顔を見れば一発でわかる。もう、でれっでれだった。頰が緩みっぱなしである。

「そこまで喜んでくれるなら、連れてきてよかったよ」

「はい！　天国に連れてきてくれてありがとうございます！」

　天国とまで言われてしまった。

　そんな鞍馬さんと猫の蜜みつ月げつも注文した食べ物が来たことで静かに終わる。

「そんなぁ～」

　鞍馬さんは大層残念そうだったが、飯を食べる時は仕方ない。猫は店員に抱かれて、行ってしまった。

「食べ終わったらまた来てもらえばいいと思うよ。二時間はいられるわけだし……」

「それもそうですねっ」

　それから鞍馬さんが食べ終わると、猫がそれに気付いたのか、また擦すり寄ってくる。完全に馴染んだのか、ぴょんと飛んで鞍馬さんの膝に乗った。

　そして、また寝る。完全に寝心地のよい場所として認識されてしまったらしい。

「にゃ～。幸せです～」

　とはいえ、鞍馬さんは幸せそうで、俺もそんな鞍馬さんが見られて幸せな気分だった。
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「……私の時には面倒くさがって行かなかったのに、兄さんってばヒドい」

　猫喫茶から出てきたふたりを見て、紗優はぼそっと呟く。

　あまり表情を変えずに言うので、奈巳は少し驚いた。

「兄さんの初めてをみんなあの人が持っていってしまいそうです……！」

「今更だけど、紗優って相当ブラコンよね」

「本当に今更ですね。それにブラコンところか、ラブ近コンですよ。近親者ラブ」

「何、ラブ近って。というか気になる男の子とか、告白してくる男の子とかいないの？」

「なんで兄さん以外の人と付き合わないといけないんですか。意味不明ですよ」

「あんたの方がよっぽど意味不明だと思うけど……。兄離れの歳とかとっくに過ぎてない？」

「何を言ってるんですか。妹は兄を愛し、兄は妹を愛する。それは有史以前より育はぐくまれてきた定じよう石せきの物語ですよ」

「有史以前っていうか、神話じゃない」

「ナイスツッコミです。まあ、私にも色々とありますので」

「え、実は血が繫がってないとか？」

「そんなワンダーがあったら、私は妹の皮を脱ぎ捨て女になってるかと」

「あ、そう……。ずっと妹の皮を被ってることを祈るわ……」

　そんな会話をしつつ、紗優と奈巳のふたりは、凪紗と魅花の後を尾つける。

　しばらく歩くと、尾行対象は夕陽の見える海かい浜ひん公園へと入った。

「今日の兄さんは、結構本気ですね。ここは以前からデートスポットとして温めていた場所ですよ」

「え？　何。あいつ、デートスポットとか調べてるの？」

「それはまあ、必要でしたし」

「必要なの？」

「十割失言でした。忘れてください。まあ、奈巳さんが気にすることではないですよ。兄さんも好きでやってたわけじゃないみたいですし」

「ふーん」

　そうしていると、凪紗と魅花は夕陽を見ながらいい雰囲気になっていた。

　角度的に凪紗の背中と魅花の笑顔が見える。

「ちょっと。あれ近すぎじゃない？」

「いえ、別にそれほど近くは……」

「雰囲気に流されないんじゃないの？」

「……と思うんですけどね」

　凪紗と魅花の距離は、腕一本分入るぐらいだ。

　すると、凪紗はいきなり魅花に顔を近づける。

　その上、魅花は目を瞑つむった。

　ここまできたら、することなどひとつしかない。

　奈巳の頭の中ではそんな結論が導き出されていた。




　　　　　◆




　二時間の猫タイムを満まん喫きつした後――。

　店も混み始めてきたため、延えん長ちようせずに俺たちは店を出た。

　時間も夕方になり、空が綺麗に赤く染まり始めている。

　そんな空の下、俺たちは海浜公園までやってきた。すぐ傍の海を眺めながら遊歩道を歩く。今まで役に立たなかったデート情報が役に立つ時が来ようとは。

　海の向こうに日が沈もうとしているその光景は絵になるほど芸術的で、そっち方面には疎うとい俺でも一目見て雰囲気が感じ取れる。

「わあ、すごい……」

　そして、それを眺める鞍馬さんもとても絵になっていた。

「天使が舞い降りてきたみたいだ」――なんて台詞セリフを言いたくなってしまう。咄嗟に飲み込んだけど。さすがに失言ランキング更新は避けたい。

「きゃっ……」

　いきなりの突風で波が立ち、飛沫しぶきがかかってしまった。

「ちょっとだけ、濡ぬれちゃいました。えへへ」

　ハンカチを取り出して服についた水を丁寧に拭ぬぐっている。そんな仕草も魅力的だ。

「大丈夫？」

「はい、ちょっとだけでしたから」

　飛沫を浴あびないように、俺がもう少し気遣うべきだったな。反省しなくては。

「いい街ですね」

　ふと、鞍馬さんはそんなことを呟く。

「昔から住んでるとちょっとわからないけどね。でも、この季節にここには初めて来たけど、確かに聞いていた通り夕陽が綺麗だ」

　ひとしきり堪たん能のうしたのか、鞍馬さんは夕陽を見るのを止めて俺に向き直った。

「ありがとうございます。素敵な場所に連れてきてもらいました」

「いや、ただで映画も見せてもらったし、そのお礼ってことで」

　鞍馬さんは終しゆう始し笑顔だ。ふんわりとしたその笑みは何度見ても飽きないし癒いやされる。猫喫茶でのとろけるような笑顔も、夕陽を見つめる優しい笑顔も、こっちまで楽しくなるぐらいだ。

　本当にこんな女の子が、俺と付き合ってくれたらな。

　気付けば、そんな夢想を思い描いてしまう。

「猫さん喫茶もここの夕陽も、映画じゃ足りないぐらいです。借りを返すつもりが、また借りちゃいました」

「そんなことないって」

「それに、わたし……。こんなに仲よくしてもらったの、初めてで……。ありがとうございます」

「初めて、って……」

「やっぱり、人とは違う力を持っていると、嫌われてしまうので……」

「そっか。でも、俺は気にしないから、さ」

「はい……」

　そんな話をしている時にふと気付く。

　鞍馬さんの適正者の紋章が、蒼じゃなくて赤くなっているような……。

　思わず顔を近づけて、マジマジと紋章を見る。

「え、あ……相坐くん……？」

　あれ？　蒼に戻ってる。夕陽に照らされてそう見えたのか？

　もしかしたら、今までもこういうことを見落としていたのかもしれない。あんまりマジマジと人の眼を見たりしないからな。したらしたで、こっちが変な目で見られるし。

「あ、う……」

　ずっと凝視してしまったせいか、鞍馬さんは目を瞑ってしまった。

　……………え？

　こ、これは、チャンスなのではないだろうか？　と脳内の悪魔が囁ささやく。

　この場で、鞍馬さんにキス――それで適正者として大丈夫かどうかがわかる。

　ちょっと転ぶ振りして、唇じゃなくても額ひたいか頰に、擦るようなキスができれば――。

　そこまで考えて、一気に心臓の鼓こ動どうが跳はね上あがった。

　鞍馬さんはまだ目を瞑っている。キスして誤魔化せるのは今しか――いやいやいや待て待て待て。冷静になれ。誤魔化せるわけがないだろう！

　せっかくいい感じで終わろうとしているのに、それを台無しにする気か！　いや。しかし。これは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機チヤンス――待て。相手の意思も確認せずにやるなんて、男のすることか！

　で、でも、なんかちょっとだけ、あごを突き出しているような――。

「ダメ――――――――――――――――――――――――――――――――っ！」

　と、突如その場に絶叫が響き渡った。

「え？　な、奈巳!?」

　慌てて声のした方を見るとなぜか奈巳がいた。そして、後ろから紗優まで溜息を吐きながら現れる。

　……え、なに、この状況？

　奈巳がずんずんと、あからさまな不機嫌顔でこちらへ向かってきた。

「公衆の面前であんなことするなんて何考えてるの!?　矯正するわよ!?」

　鞍馬さんも呆気にとられて固まっている。

「……な、何か怒られるようなことしたのか、俺？」

「キスしたでしょ!?」

「へぁ？」

　ふ、踏み止まったんだ……！　行為には及およんでいない……！

「あ、あんなに顔近づけてたじゃない！」

「え？　いや、確実に誤解だと思うんだけど。それは目を見てただけだし」

「えっ……」

　そう言うと、奈巳は理性を取り戻したようだ。そして、少しずつ顔が赤くなっていく。勘違いを自覚したのかもしれない。

「で、奈巳も紗優も。なんでこんなところにいるんだ」

「何か粗相をしないか心配だったので尾行をしてました」

　紗優がしれっと言う。表情からはいまいち伝わらないが、罪悪感はあるらしい。俺と奈巳ぐらいにしかわからないだろうが、ばつが悪そうだった。

　というか、そんなに俺が何か失礼なことでもやらかすと思われてたのか……。

　だとすれば、俺の信頼が足りなかったってことだ。キスしようか、なんて思ったりもしちゃったしな。

「俺はまあ仕方ないけど、それに巻き込まれる鞍馬さんのことを考えてくれよ」

「あ、いえいえいえいえ！　紗優ちゃんが心配する気持ちもわかりますし……。それに奈巳さんの気持ちも……」

　鞍馬さんはこう言ってくれるけど……。

「でも、やっぱりふたりとも失礼だぞ。俺が信頼できないのは仕方ないけど、鞍馬さんには謝あやまってくれ」

　そう言われ、ふたりは素直に頭を下げた。

「ご、ごめん、魅花……」

「大変申し訳ありませんでした」

　すると、鞍馬さんは手を前に出してぶんぶん振り始めた。

「そんな謝ってもらう必要なんて……！　誤解されるような真似をしたのは、わたしですから……。あの、ですから相坐くんも許してあげてください……」

「え？　ま、まあ、鞍馬さんが気にしてないんだったらいいんだけど」

　鞍馬さんは優しいな。尾行されてたなんて嫌だろうに。

　そこへ、

「では、僕ぼくも謝らなければなりませんね」

　聞き慣れない男性の声が耳に入った。

　声がした方へ向くと見たことのない男性がいた。群ぐん青じよう色いろのコートを着た、銀色の髪と髭を生やした四十代ぐらいのミドルエイジだ。

　日本人には見えないが、誰だれだろう？　と訝いぶかしんでいると、

「ち、父上!?」

　鞍馬さんが驚くべき単語を口にした。父上……って、お父さん？

「え、え……」

　予想外の展開に、俺はもちろん奈巳も紗優もついていけてない。……というか、まったく似てなくて、失礼を承知で言わせてもらえば親子として繫がらなかった。鞍馬さんは母親似なのかな？

「すまなかったね。娘が男と出かけると聞いて、年とし甲が斐いもなく僕も気になってしまって」

「い、いえ。あの、お気になさらず……」

　奈巳と紗優の尾行にも、この人の尾行にも全然気付かなかった。修行が足らないのかもしれない。とはいえ、武士の力を使わないと、人の気配の感知なんて一般人と変わらないからなぁ。

　そして、鞍馬さんのお父さんは俺に向かって深々と頭を下げた。

「初めまして。魅花の父、鞍馬煉れん獄ごくと申します」

「ご、ご丁寧にありがとうございます。相坐凪紗です」

「いつも御世話になっているようで感謝しています。これからもぜひ魅花のことをお願いしたい。君みたいな男が引き取ってくれるなら、僕も安心だ」

　え？　引き取る……って、どういう意味？　お嫁さんとか、そういう意味？

　ははははははは、まさかまさか。

「ち、父上！　いきなり何を……？」

「そそっかしい子だが、考えてもらえると僕としてもありがたい」

「父上！」

「照れなくてもいいだろう。お前を引き取ってくれる男なんて、そうそういないぞ」

　鞍馬さんは照れてしまったのか、俯いてからもじもじしている。

　正直、引く手数多あまただと思うんだけど。俺が引き取りたいぐらい――って、いやいや。自惚れるな、俺。

「さて。少し、サシで君と話をしたいのだがいいかな？」

「え……？」

　サシで、話？　女の子の父親が、サシで、話。……となれば。

　……いや、大丈夫。何もしてない、はず……！

「父上、何を？」

「なに。男同士の話だ。女の子たちも悪いんだが、ちょっとそこで待っててくれるか」

　そう言って鞍馬さんの父、煉獄さんは俺に指でちょいちょいと付いてこいと促うながしながら、歩いて行く。俺は鞍馬さんたちから離れて、それに付いていった。

「さて、この辺りでいいかな」

　そして、煉獄さんは三人に声が届かないであろうところで止まる。

「すまないね。水を差してしまって」

「い、いえ……」

　何を言われるんだろう。

　みんなの手前ああ言ったけど、実は「よくも家の娘を傷きず物ものに！」とか言われたりするんだろうか？　いや、傷物にはしてないけど……。

　それとも、アレか？　キスをしようか迷ったのは許されざることなのだろうか!?

「そんなに硬かたくならないでくれ、と言っても立場上、難しいか。まあ、男同士の話なんて口走ったが娘に関する話じゃない。引き取って欲しいというのは、事実だがね」

「は、はぁ」

　生返事しかできない。

「さて。本題に入ろうか」

　煉獄さんの雰囲気が少し変わる。

　すると――その頭に二本の角が生えた。鬼の力を示す、光の角。

「な……！」

　感知する力は鞍馬さんとは比べものにならない。紛まごう事なき、鬼の力、だ。

「おっと、すまない。一応、信じてもらうには力を示した方がいいと思ってね」

　そう言って、煉獄さんはすぐに角を消した。鬼の気配はあっという間に消える。

　確かに鞍馬さんが鬼の一族だとすれば、その両親のどちらかも鬼の血を引いているのは当然だ。だから、父である煉獄さんが鬼だというのは納得がいく。だけど、鞍馬さんの力があれほど弱い上に制御もできていないのに、親がここまで強いなんて……。

「娘から聞いているかもしれないが、僕らは鬼だ。ああ、そんなに警戒しなくてもいい。君を傷つけるつもりはないし、戦うつもりもない」

「俺が武士の一族だって、わかるんですか？」

「ああ。娘には不可能だろうが僕にはわかる。君が武士の血を持っていることがね。僕らの一族は遙はるか昔、武士の一族に残党狩りをされて、身を守るために武士の血を感じ取る力を身に付けたんだよ。それから一度、海外に逃げたんだ」

　そんな力を持っていたのか。ということは、彼らはずっと俺たち武士の一族を避けてきたのだろう。海外まで出で張ばってまで鬼退治をしに行った武士はいないはずだ。

「僕がこうして正体を明かしたのには理わ由けがある」

「なんでしょう」

「僕らは純粋な鬼だ。だが、もう鬼神様を復活させようとは思っていない。だから、恥を忍しのんで頼みたい。僕らを見逃して欲しいんだ」

　煉獄さんは、どこか吹っ切れたような表情で淡々と語る。

「鬼神の復活は、鬼たちの至上命題……。自分たちの古文書にはそうありましたが」

「そうだね。僕も若い頃は躍やつ起きになっていたよ。だが、魅花が生まれ、どういうわけかあの子は鬼の力を殆ど失っていた。それは君も感じただろう？」

「ええ」

　確かに鞍馬さんの力は弱い。純粋な鬼であれば感じる力はもっと強いのだ。この人の鬼の力はまるで竜巻のようだが、彼女からはそよ風ぐらいにしか感じなかった。

「僕らの始祖は鬼の中ではあまりにも弱かった。だからこそ、配合相手は厳選に厳選を重ね、少しずつ力を強くしていったんだよ。魅花はその集大成となるはずだった。もっとも結果はご覧らんの有あり様さま。これは一介の人として生きろという啓けい示じかと思ってね」

　噓は言っていないように思う。とはいえ信じていいかどうかは判断が難しかった。

「信用して貰えないのであれば、この場で狩ってくれても構わない。そういう運命だったと諦める……。だが、娘だけは助けてやって欲しい……！　そして、できればあと二年、待って欲しい！　高校卒業までは、見届けたいんだ……」

　その言葉には、覚悟や本気、幾いくつもの強い感情が入り交じっていた。

　でも、俺の答えは決まっている。

「相坐家が狩るべき相手は鬼神復活を掲かかげた原理主義者だけですから……。一般人として生きることを決めた人を退治するような真似はしませんよ」

　本家へ相談はするべきかもしれないが、現在の権限は俺が持っているから、俺に一任されるはずだ。その分、何かあった時、責任は取らないといけないが。

「そうか。ありがとう……」

　俺の答えを聞いて、煉獄さんは感慨深そうに安堵の息を吐く。

「ははは……。正直、気が気じゃなかったよ。下手をすれば、正体を明かした瞬間に狩られるかもしれないと思ってたからね。君が話の通じる相手でよかった」

「い、いえ、まさか……」

「これで僕の話は終わりだ。彼女たちの――」

　そこで煉獄さんは表情を歪ゆがめた。頭を押さえて苦しそうにし始める。ゼェゼェと呼吸もいきなり荒くなった。

「ど、どうし――」

　煉獄さんは俺を手で制する。そして、痛みに耐えるように頭を押さえた。気温も低いというのに、顔には玉のような汗が浮かんでいる。

　しばらくして、それが終わったのか「ふぅ」と息を吐いて、その表情は少しずつ落ち着いたものになる。

「すまない。時折、頭痛が襲ってくるものでね。持病のようなものなんだよ」

「本当に大丈夫なんですか？」

「もう慣れている。さ、彼女たちの下に戻ろうか」

　確かにもう大丈夫そうに見える。その表情は苦しむ前の穏おだやかなものになっていた。

　俺たちが三人の下へ戻ると、すぐに鞍馬さんが煉獄さんへと向き直る。

「何を話してたんですか？」

「取るに足らないことだよ。では、僕たちはこれで帰ります。魅花、帰りますよ」

「は、はい……。それじゃあ、相坐くん。また明日学校で」

「相坐くん、魅花の引き取りはいつでも構いませんよ」

「ち、父上！」

　鞍馬さんは恥ずかしがりながら、煉獄さんと共に街の中に消えていった。

　後には奈巳と紗優と、俺だけが残される。

「親御さんが娘を尾行とは心配されてますね。親馬鹿というものでしょうか？」

　紗優がそんな感想を漏もらした。

「それよりも！　何。本気で魅花を引き取るつもりなの？」

　だが、それにかぶせるかのように奈巳がそんなことを追及してくる。

「煉獄さんが冗談で言ってただけだろ！　何を真に受けてんだ」

「……ふん。あたしだって別に諦めたわけじゃ――」

「え？　何、諦めたわけじゃないって……」

「知ーらない！　それじゃね、ナギ。紗優も。あたし、本屋寄って帰るから」

　ぷりぷり怒りながら奈巳は去っていく。

「何を怒ってるんだ、あいつは」

「今の鈍どん感かんな兄さんには一生わからないと思いますよ」

　とても馬鹿にされた気がした。




　紗優とふたり、帰路につく。

　そこで不意に紗優が尋ねてきた。

「あんまり怒りませんでしたね、兄さん」

「鞍馬さんが許したんだったら俺が怒ることなんてもうないよ。反省はしてるだろ？」

「はい」

「ならいいさ」

　そして家に戻ると、見計らっていたかのようにタイミングよく携帯に電話がかかってきた。相手を確認して溜息を吐いてから、俺は通話ボタンを押す。

『おーう、元気にしてたか。バカ息子』

「おかげで毎日を健康に過ごしてるよ、バカ親父。で、今どこにいるんだ」

『インドネシアに来てる。いやー、こっちは暑いな』

「いい身分なこって」

『ばっか、おめえ、こっちゃ本家が鬼神を封印するフォローをしなきゃいけない身だったんだぜ？』

「俺だって、一応手伝ったはずだろ。二十年前」

『ばーか。ありゃノーカンだ。……ったく、おめぇは子供産んでもらって御み業わざ継けい承しようさせりゃいいだけとか、羨ましいったらねぇぜ』

　その〝子供を産んでもらって〟がどんだけ難しいと思ってんだ。十人以上恋人がいた親父と比べないで欲しい。

「つーか、そもそも海外行って何してんだよ」

　本来、力を失った武士は本家の神社に住まうことになり、そこで古くから伝わる古文書の翻ほん訳やくや解かい析せきを行う。だが、親父はそれらをうっちゃらかして、ある日突然旅に出た。

『旅出る前に色々つっただろ。俺らみたいな力の持ち主が他にいないかとか、俺らみたいな異能の継承には何が必要なのかとかな』

「で、成果は？」

『呪いの理論体系とか、俺らの力を無力化する異能とか、ＵＭＡの真実とか、力を引き出して溜ためる石とかだな。後は悪魔や天使の話とか。いやー、世界は広いぜ』

「なるほどなぁ。他には？」

『興味深かったのはこれだな。別々の特殊な力を持つ一族がふたつ交まじわった時、普通はどっちか片方の能力が消えるらしいが、計画的に配合することで両方の力を持った子供が生まれるらしい。他にもそのふたつの力が融ゆう合ごうして、まったく別の力になるとかな』

　マジで色々やってるらしい。ちょっと見直した。

『ま、世界を巡ってそんな配合理論があるってことはわかった。武士の力を子供へ確実に遺伝させられる相手と交わるって意味じゃ、俺らの配合も似たようなもんだったよ』

「遊んでるのかと思ってたよ」

『失礼な息子だな。……で、んー。まあ、電話したのはそれも関係する話なんだがな』

　突然、親父の口調が重くなる。

　とても嫌な予感がした。普段は軽くてふざけてる親父が真剣になると、昔からろくなことがない。

『母さんから聞いた。鬼に適正者がいたってな』

「ああ。……それで」

　半なかば答えが予想できる。

　奈巳の時と、同じだ。

　そして、親父は、

『その子のことは諦めた方がいい』

　何の躊躇もなく。

　何の逡しゆん巡じゆんもなく。

　電話口の向こうで淡々と、そう告げた。
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　日曜日が終わり、また学校の始まりだ。

「ハンカチとティッシュは持ちましたか？　降水確率が二十パーセントあったので、一応、折おり畳たたみ傘がさも鞄かばんの中に入れておきましたからね」

　紗さ優ひろに言われ、ハンカチ、ティッシュが制服のポケットの中に入っているのを確認。

　相変わらず几き帳ちよう面めんな妹で助かる。そろそろお礼のひとつでもしないとな。

「では、行きましょう」

　俺おれたちは家を出て学校へと向かい、いつもの通学路を歩く。

　降水確率があることすら疑ってしまうような晴天だ。周囲の木々は力強く生おい茂しげり、枝葉で直射日光を遮さえぎってくれる。隙すき間まから差し込む太陽の光は幻想的ですらあった。

　もっとも、それとは対照的に俺の心は沈んでいる。

『その子のことは諦あきらめた方がいい』

　昨日、夜にかかってきた電話。その時の親父の言葉が頭から一向に離れない。

　なんでこうも気分が沈しずんでるんだろうなぁ。

「昨日の電話からこっち、ずっと暗い顔をしてますね、兄さん。昨日父さんに何を言われたんです？　いい加減、話してくれてもいいんじゃないですか」

「……悪いな」

　紗優が心配してくれるが、自分の中でもなんで暗くなってるのかわからなくて、相談も何もできなかった。

　そもそも、鞍くら馬まさんとは出会ってまだ一週間も経たっていない。

　別に恋人同士というわけでもない。ただ、彼女の秘密をちょっと知っただけ。

　縁えんがなかったと、さっさと諦めるべきなのに……。

「はぁ……」

「むぅ。なかなか口を割りませんね」

　小さく溜ため息いきを吐つく紗優。ちょっとだけ頰ほおをぷくっと膨ふくらませたが、それ以上は訊いてこなかった。心配ばっかりかけて、ダメな兄だよなぁ。

「おっはよーっ！」

　そこへ元気いっぱいに奈な巳みがやってきた。

「おはようございます、奈巳さん。昨日はどうも」

「あはは……。まあ、昨日のことは反省で……」

　昨日の別れ際ぎわはなぜか機嫌が悪かったのに、すでに機嫌は直っていた。女の心は猫の目というが、長い付き合いなのにさっぱり機嫌の直るタイミングがわからない。

「それにしても、なんでナギは暗い顔してるわけ？」

「わかるのか？」

「毎日のように見てりゃわかるわよ。気付けるのなんてあたしか紗優ぐらいだろうけど」

　これ見よがしに暗い顔をしてるつもりはないんだけど、奈巳や紗優にはわかるらしい。

「ま、何があったか知らないけど、暗い顔してちゃ幸運も逃げてくわよ」

「単純だな」

「物事、わりと単純だとあたしは思うんだけど。落ち込んでたって何にもならないんだから。あと、その言葉にトゲを感じるから、今度矯きよう正せいね」

「勘かん弁べんしてくれ！」

　ま、奈巳の言う通りだな。悩んだところで何も始まらないわけだし。

　気持ちを切り替えよう。今日をいつも通りに過ごせば、少しは持ち直すはずだ。




　教室にはすでに鞍馬さんがいた。金曜日も早く来てたし、早く来るタイプなのかもしれない。

「相あい坐ざくん、奈巳さん、おはようございます」

「あ、ああ。おはよう、鞍馬さん」

「おはよー、魅み花か」

　鞍馬さんはいつも通りに挨あい拶さつしてくれる。

　奈巳は挨拶をしてから自分の席へと行った。俺も自分の席に座る。

「その、昨日は楽しかったです。ありがとうございました」

「いや、楽しんでくれたならよかったよ」

　鞍馬さんは照れたように笑った。その笑顔を見ただけで、もやもやなんかすっ飛んでいってしまう。

「あの時、結構濡ぬれてたけど、その、風か邪ぜ引いたりとかしなかった？」

「あ、はい。大丈夫です！　それよりも、あの、また行きたいです。あの天国みたいなところに……」

　ああ、天国って猫喫茶のことか。幸せそうだったもんなぁ。

「喜んでもらえた？」

「はい、もちろん！　一緒にいたのが相坐くんで安心もしましたし……。相坐くんも喜んでくれてたなら嬉しいです」

「いや、ああいうの初めてだったから上手くいってるかどうか不安だったんだけど……。楽しんでくれたなら俺も嬉し、い……よ？」

　そこでふと、教室が騒々しくなっていることに気付いた。

「濡れてたって、どういうこと……？」「またイキたいって言った？　今……」「天国みたいだって……」「一緒で安心……？」「悦よろこんだって、体が……？」「初めて……」

　鞍馬さんと俺の会話が一部さりげに拾ひろわれている！　間違いなく誤解される形で！

「相坐クン、マジマジー!?」「凪なぎ紗さテメぇ！　何ひとりで大人の階段上ってるんだ！」

　真ま城しろさんと室むろ道みちが、勢いよく食いついた。爆ばく釣ちよう過ぎるだろ！　弁べん明めいさせてくれよ！

「お前ら、絶対に勘かん違ちがいしてるからな!?」

「はいはい、勘違い勘違い。わかってるから」「照れなくてもいいやろ、凪紗ー！」

「一ミリもわかってないし、照れてもいない！　そもそも、ＰＴＡが憤ふん慨がいしそうな話を教室でするか！」

「大丈夫大丈夫！　今、学生結婚増えてるらしいし！」「で、どんなやった。教えてみ」

　ダメだ、こいつら。ブレーキ付いてない。絶対に面白がってる。ニヤニヤしやがって。

「ええい！　もうこれ以上はノーコメントだっ！」

　こういう場合は、完全に無視するに限る。

「でもさー。デートしたのは確かなんだよね。ねぇ、魅花っち？」

　俺からは何も情報が得られないと悟ったのか、真城さんは標的を鞍馬さんに変更した。

「た、ただ、日頃のお礼に、映画に誘っただけで、その……で、でで、デートでは……」

　鞍馬さんは真面目に噓うそを吐くこともなく、事実を言ってしまう。最後の方は尻すぼみになって聞こえなかったが、あまり意味はなかった。

「意外！　誘ったのは魅花っちの方からだったー！」

　真城さんは大げさに、教室中に響ひびき渡るように叫ぶ。

　それを受けて教室のざわつきはさらに大きくなった。比例するかのように、鞍馬さんは林りん檎ごのように赤くなる。俺も自覚できるほど頰が紅潮していた。

「くそっ！　おれも密ひそかに狙ねらってたのに……！」「相坐の野郎、伊い澤ざわがいるだろうが……！」「転校してきてまだ日も経ってないはずだが……？」「爆発しろ……！」

　誤解、曲解、勘違いをされすぎて辛つらい。

「いや、ちょっと待て！　本当に出掛けてただけで……！」

　こういうのはスルーするに限る……のに、反応してしまった。

「男女ふたりで映画に行くって、それだけでデートだと思うけどぉ？」

　当然、真城さんは俺の弁明に容よう赦しやなく反論してくる。

「んな……！」

「納得できないって顔してるねぇ。それじゃあ、クラスのみんなっ。アンケートいくよ！　年頃の男女ふたりで映画行くのは、デートか否か。イエスは手を上げるんだっ！」

　当事者以外ほぼ全員が手を上げた。手を上げてないのは、オロオロしてる奈巳だけだ。

「あ、あの……？」

「え、は？」

　鞍馬さんも俺もその光景に戸と惑まどうしかない。

「そういうことっすよー。そんなに照れなくてもいいじゃない。お似合いよん？」

「いや、そういうことじゃ……」

　そこへ、タイミングよく担任の秋あき山やま先生が入ってくる。皆、すぐに席に着いて、今までの盛り上がりが噓のように静かになった。

　ありがとう、先生。とにかく今は早くホームルームを始めてもらって、この空気を消し飛ばしてもらうしかない！

　そして、開口一番。

「私ですら恋人ができないのに、お前らときたら！」

　またこのオチかっ！




　クラスの誤解が解けたのか、あるいは皆わかってて何も言わないのか、とりあえず冷やかされる時間は終わった。

　皆の生温かい目と嫉しつ妬とを含む鋭するどい目が気になって、俺は用もないのにトイレに避ひ難なん。

　気き疲づかれを癒いやしつつ、時間を見計らってトイレから教室へ戻った。

「って、室道以外、もう誰もいねぇ!?」

「おいおい、一時間目は第三校舎の視聴覚室やで。さっさと行こうや」

　そうだった。急いで荷物をまとめ、待ってくれていた室道と一緒に教室を出る。

「第三校舎までめんどくさいし、近道、使おうやー」

　二階まで降りたところで室道が提案してくる。

　本鈴には間に合うだろうが、その前に先生がやってくることも考えられるからな。

「了解」

　俺と室道は校舎の窓を開けて二階から飛び降りる。下には自転車置き場の屋根が設置されていて、第三校舎まで繫つながっていた。

　先生に見つかったら説教確定だろうが、一階まで出て別校舎に向かうよりも遙はるかに時間が短たん縮しゆくできるからな。俺たちは屋根の上を駆け抜ける。

　そこで突然、室道が足を止めた。

「お、おい、狭せまいんだからいきなり止まるなよ」

「いや、あれ……」

　室道の視線の先を見る。

　そこでは鞍馬さんと御雷みかづち先輩が、またふたりで何か会話をしているようだった。

　自転車置き場には登校と下校時以外、人はあまり来ない。ということは、偶然会ったとかそういうことではなく、呼び出されたとか連れてこられたという可能性が高かった。

　問題は――。

「なんか楽しそうやな」

　鞍馬さんが、楽しそうな顔をしているということだ。遠目からでもそれがわかる。以前のように嫌がっているような素振りもない。

「御雷の本ほん領りよう発はつ揮きかのう。どんな女であろうと狙ねらった女は必ず落おとすとか言われてるし」

「えっ、そんな噂うわさが？」

　でも、御雷先輩が女の人を連れて歩いてるところなんて、見たことないんだけどな。

「噂やけどな。ワイは告白されてるところしか見たことないで」

「見たのかよ！」

　そんな室道の出で歯ば亀がめ自じ供きようはさておき。

　あのふたりの会話が断だん片ぺん的てきに聞こえてくる。

「オレには貴様――――――が必要になる―――――――――」

「い、いえ―――――――でも、―――――」

「後こう悔かいはさせない。――――オレを選べ――――なんだったら――も――――――」

　……これは、まさか。

「口く説どいてるやんなぁ」

　まあ、うん。聞こえた分だけで判断すると、俺にもそういう風に思える。

　そして、口説かれた鞍馬さんは照れているようにも見えたし、戸惑っているようにも見えた。あるいは両方かもしれないけど……。

「――よく考えて―――――だから――――――――新しい世界を見せてやる」

　そして、御雷先輩は去っていった。

　鞍馬さんはしばらく俯うつむいていたが、授業開始が近いことを思い出したのか慌あわただしくそこから立ち去る。

「御雷のヤツ、本気や……！　新しい世界を見せてやるとかイケメンは言うこと違うで」

　やっぱり本気で鞍馬さんを狙ってるのか？　いや、鞍馬さんが誰だれと付き合おうと自由なんだけど……。

　なんだろう、この胃にどっしりと落ちてくるようなもやもやした気分は。

「まあ、勝ち目は薄いやろうけど、頑がん張ばれや……」

「何で俺にそれを言うんだよ！　しかも、哀れんで言うな！」

　俺は室道を無視して、視聴覚室へ急ぐ。

　とはいえ、このもやもやは授業が始まった後もずっと晴れなかった。




　授業も終わり、教室に戻ってきた途と端たん、真城さんと室道がこちらの席へやってくる。

　ふたりらしからぬ、とても真面目な顔だった。

「魅花っち魅花っち、あの御雷センパイに二回も言い寄られたってホント？」

「ふえっ!?」

　真城さんが小声でそんなことを尋ねると、鞍馬さんは体をビクリとさせて狼ろう狽ばいした。

「いやー、あたしらの移動中に呼び止められて連れて行かれたから何かと思ったら。で、で、どんなこと言われたの？　ねぇねぇ」

「べ、べ、別にそういうのじゃ……。あ、なんか名刺は頂きましたが」

　それから鞍馬さんは黙り込んでしまう。何も言えないというように。その様子がまた、口説かれたのではないかと思わせる。

　……というか、御雷先輩名刺なんて持ってるのか。

「おや、魅花っちは御雷センパイには興味なし？　でもさー、相坐クンには悪いんだけど、相坐クンと御雷センパイだと、ぱっと見だったら御雷センパイ選ばない？」

　グサリと来る。いや、まあ、外見で勝てる気はまったくしないけど……。

「えっと、なんで俺が比較対象に上がってるの？」

「おいおい、負けるなよ。男のコ。ま、ぱっと見の話ですよ、ぱっと見の。ファーストインプレッション的な。あっしは割と相坐クンも嫌いじゃないんだぜい」

　……なんだろう。よくわからない。むしろ、本気にしたらダメな気がする。

「でもですよ、何しろ御雷センパイってば噂はアレだけど、成績もいいし、運動神経抜ばつ群ぐんだしね。それに金持ちで、結構由ゆい緒しよ正しい家らしいしー。大体の女の子はそっちに靡なびかない？　本能的にさ。血統が違うわさ、血統がー」

　まあ、人間力でも圧倒的に負けてる気がする。あの端正な顔立ちといい、モデルのような体型といい勝てる気がしない。というか、その上で金持ちなのかよ。世の中、不公平すぎる。

　しかし、改めて考えると――いや、考えなくても、女子は俺よりも御雷先輩を選ぶよなぁ。……マズい。なんだか、当然の話なのに悲しくなってきた。

　鞍馬さん、今は御雷先輩に戸惑ってるみたいだけど、このまま押し切られたりとか。

「別にナギだって負けてるわけじゃ……」

　待て、奈巳。いつから聞いてたのかは知らないけど、中ちゆう途と半はん端ぱなフォローは止めてくれ。全部負けてるから！

「じゃ、勝ってるところを教えてちょ」

　真城さんにそう言われ、奈巳が口を噤つぐむ。……ちょっと期待したけど、やっぱり何もないよな。

「ちょ、ちょっと、ナギ！　あんたも反論しなさいよ！」

「この流れで俺に振るなよ！　切なくなるだけだからやめて！　あと、ハードル高い！」

「大変やな、お前も」

　室道に慰なぐさめられても、まったく嬉しくない。

　だけど、本当に鞍馬さんと御雷先輩が付き合うことになったら……。そんなことを想像しただけで心臓の辺りがちくちくしてくる。

　本当に何がしたいんだろうなぁ、俺は……。

「で、魅花っちとしては結局どうなの？」

「わ、わたしにはあんまり関係ないというか……。誰かとお付き合いして、ご迷惑を掛けたくないというか……」

「え、どゆこと？」

「わたしは、母体として役に立たないと言われてますし……」

「へ？　母体？」

　鞍馬さんはハッとしたような表情になり、

「す、すいません。わ、忘れて下さい！　おかしなこと言ってますよね。ちょっと顔洗ってきます！」

　そして、逃げるように教室を出て行ってしまった。

「……もしかして、地雷踏んだ？　悪いことしたかな……。あとで謝っとかないと」

　真城さんがばつが悪そうに頭を搔きながら呟く。

　そう言えば以前、競馬映画を見た時にも〝血統が弱くて地味〟だとか、そんな風に自虐していたな。

『わたしもああいう風になりたかったなぁ……』

　と、呟いたのも記憶に残っている。自分の血筋に何かわだかまりでもあるのかな。

「なあ、室道。お前、よく競馬ゲームやってるじゃん」

「なんや、藪やぶから棒ぼうに。やっとるけど、なんや」

「弱くてダメな血統は、やっぱりダメなのか？」

　映画を見てたら、そんなことはないと思ってたんだけど。

　室道は少し考えてから説明をしてくれる。

「そうやなぁ。基本的には血統が優秀かどうかが重要よなぁ。配合の基本は優すぐれた血をどれだけ集められるかっちゅーこったし。優秀な祖先の影響を強めて、少しでも血を祖先に近づけようって考えもあるしな。肝かん心じんの血が劣おとってたらどうにもならん。競馬界の第一線で活躍するような馬は、大体血統がいいしのう」

　夢のない話だ。生まれがダメなヤツは、ずっとダメってことかよ……。

「お前は知らんかもしれんが、今のサラブレッドは元を辿たどると何頭に行き着くと思う？」

「始祖ってことだよな？　わかんないけど、百頭ぐらい？」

「桁けたが違うわ。三頭や」

「たった三頭!?」

「その上、九割以上は一頭の馬に辿たどり着つく。それ以外は淘とう汰たされたっちゅうこっちゃ」

「血統がそこまで左右するのか……」

　凄すさまじい世界だな。

「でも、や。核かくとなる配合理論はあるし、それで優秀な血を配合した方が強くなりやすいのは確かやけど」

「やけど？」

「どれだけ優秀な馬を配合させても、あんま走らん馬を産む時はある。むしろ、そんなんしょっちゅうや。逆に弱くて地味な血統を掛け合わせて、名馬が生まれることだってある。配合っちゅーんは不思議なもんや。育成や調教にもよるけどな」

「なるほどなぁ。奥が深いんだな」

「そやで。だからこそ、ドラマだって生まれるし、面白い。競馬はロマンとか、筋書きのないドラマって言われるゆえんやな。競馬に絶対はない。強い馬でも負ける時は負ける。だから、結果は終わるまでわからないし、あっと驚く結果だってあるんやで」

　まあ、競馬のロマンとやらに関しては、まだまだピンと来ないけど……。

　鞍馬さんが、血統とか別に気にする必要もないよな。ましてや鬼とは言え、その身はサラブレッドではなく人なのだから、そこまで縛られる必要だってないだろう。

　だけど、鞍馬さんの悩みは俺なんかが考えている以上に根が深いのかもしれない。

「ま、男はいい成績を残さないと配合すらできへんけどな！　だから、頑張れや！」

「男じゃなくて、牡ぼ馬ばって言えよ！　あと、何を頑張れってんだ」

　室道のせいで、また気分が鬱うつ屈くつしてきた。

　俺が御雷先輩に人として勝ってる部分が見当たらなくて泣けてくる。




　学校が終わって、家に帰ってきても俺は悶もん々もんとしていた。

「兄さん、そんな顔するぐらいなら、いい加減話して下さい。話さないなら御飯抜きにしちゃいますよ」

「……顔、酷ひどい？」

「見ていられません。こんな思い悩む兄さんは久々に見ました」

　ああ、情けない。でも、情けないのは昔からか。ずっと前から紗優には助けられてるしな。今更、兄の威い厳げんとか、そんなものを気にしてても仕方ない。

「わかった。言うよ」

　俺は紗優に今の状況を説明した。

　鞍馬さんが適正者ではあるものの、親父が諦めろと言ったこと。

　そして、鞍馬さんが御雷先輩に言い寄られて、恋人になってしまうかもしれないこと。

「なるほど……。ちなみに、父さんが諦めろと言ったのはなんでです？」

「紗優にはまだ言ってなかったな。鞍馬さんは鬼の一族なんだよ」

　すると、紗優の顔が珍しく引きつった。

「鬼……？」

　少し顔が青ざめているかもしれない。

「力は失ってるけどな」

　俺がそう補ほ足そくすると、紗優はすぐに持ち直す。

「なる、ほど。まさかの事実でしたが話はわかりました。ですが、鞍馬さんに〈一いつ子し相そう伝でん〉を使ってから判断してもいいんじゃないですか？」

「俺もそれは考えてたんだけど、そもそもキスしなきゃいけないってのが……」

　順番が逆なんだよなぁ。お互いに想い合ってからキスして確かめられるのが一番いい。

　けど、仮に、仮に、まあ、仮にだ。そこまでいっても〈一子相伝〉を使って結果がダメだったら、最終的に別れなきゃならない。それは鞍馬さんを徒いたずらに不幸にするだけだ。

　そもそも俺、鞍馬さんのことが好きなのかな。適正者ってだけで彼女を見てると言われれば、反論ができそうにない。どこが好きなの？　と問われても即答できずに、言葉に詰まる。

「まあまあ。案ずるより産うむが易やすし、と言います。委い細さい、私にお任せを」

　そう言って、自信満々に紗優はトンと自分の胸を叩く。

　何をする気なのか、少し不安だった。
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　紗優に悩みを打ち明けた次の日。

「私が自然な形で誘導しますので、そのチャンスに実行を」

　と言われたものの、詳細は明かしてくれなかった。

「明かしたら兄さんは不自然になりますから。メールで最低限の指示だけします」

　とのことだったが、こっちは不安でしょうがない。

　そう思っている内にメールは届くことなく六時間目の体育の授業まで終わった。

「くそ、室道の奴、最後の最後で俺にパスを出しやがって……」

　授業でやっていたサッカーが終わり、俺は体育倉庫までボールを片付けに行く。チャイムが鳴った時にボールに触れていた奴が片付けるのが、うちのクラスの方針ルールだ。

　俺は体育倉庫の外から、中にある箱に向かってボールを蹴る。綺麗な放物線を描いて、箱に弾かれた。くっ、面倒臭い！

　倉庫の中に入って、妙なところに入り込んだボールを取り出した。今度は手でボールを箱の中に入れる。

「あ、あれ？　あ、相坐くんじゃないですか。偶然ですねっ」

　後ろから聞こえた声に振り返ると体操服姿の鞍馬さんがいた。その手にはソフトボールとバットを抱かかえている。

　真面目な性格なのか、中へと入ってきてから引き戸を閉めた。それによって入り口からの光が途と絶だえ、一気に室内が暗くなる。光源は小さな窓から入る光だけだ。

「俺はちょっとサッカーボールを返しにね」

「男子はサッカーだったんですね。わたしたちはソフトボールだったんですよ」

「なんで鞍馬さんが片付けに？　あ、俺は最後にボールに触れてたからだけど」

「わ、わたしは一度、体育倉庫の場所や物の返し方を確かめようと思いまして……」

　本当に律りち義ぎというか、几き帳ちよう面めんというか……。鞍馬さんらしい。

　足下が暗い中、鞍馬さんは奥へ来て、ソフトボールとバットを棚に置かれた箱の中へと入れた。

「ところで、扉を閉めることはなかったんじゃ……」

「あ、そ、そう言えばそうですね。開いてるのが、なんとなく気になったもので」

　やっぱり几帳面な性格らしい。

「それに、たぶん大して他と大きく変わらない体育倉庫だと思うけど」

「そ、そうですね。前にいた学校と大きくは――」

　ガチャン。

　突如、嫌な音が体育倉庫の中に響いた。………………え。噓、だろ？

　急いで入り口まで行って、引き戸を引く。ガキッと鈍い音を立てたがビクともしない。

「ちょっと！　中にまだいるぞ！」

　真城さんも言ってたが、あっさり鍵をかけすぎだろ！　せめて中を確認しろよ！

　人の力の範囲内でドンドンと叩く。さすがに壊したらまずいし……。

「も、もしかして……。閉じ込められちゃいました？」

「あー……うん……」

　不安そうな顔で尋ねてくる鞍馬さんだったが肯定するしかない。完全に閉じ込められてしまった。

　扉を破壊して出ることは簡単だけど、そんなところを見られたら武士もののふの力を誤魔化す自信がない。見た感じ老ろう朽きゆう化かもしてないから、あっさりと壊れたなんて言い訳ができそうもなかった。さりげなく鍵部分だけ切断とか、そんな器用な真似もできないし……。

『私が自然な形で誘導しますので、そのチャンスに実行を』

　ふと紗優の言葉を思い出す。あいつ、まさか、これを狙った？

　さすがにこれは偶然に頼り過ぎな気がするし、いくらなんでも……と思うが、紗優ならやりかねない。

　っていうか、だとしたら紗優よ。これはどういう作戦なんだ。体育倉庫と言えば、あんなことやこんなことをひっそりとやるやつもいるらしいけど、まさか……。

　……ダメだ。想像するのは止めよう。

「どうしましょう……。携ケー帯タイ電でん話わも持ってませんし」

「待つしかないかなぁ。ホームルームにいないわけだから、気付くとは思うけど」

　しかし、室道や真城さん辺りは「ふたりで逢あい引びきしてるんやないか？」「邪魔するのは悪いよねー」とか、いらぬ気を利かせてそうだ。勝手な想像ではあるが。

「で、でもなんだか、こういうのドキドキしませんか？」

　鞍馬さんは意外にポジティブだった。

「それに、一緒に閉じ込められたのが相坐くんでよかったです」

　世界を狙える剛速球が！　鞍馬さんは男を誤解させない言葉を選ぶべきだと思う！

「お、俺も相手が、鞍馬さんでよかったよ」

「えっ……」

　って、バカあああぁぁぁ！　こんな状況で言う台詞セリフじゃねええぇぇ!!

　反射的に似たような言葉返してどうするんだよ！　また失言ランキング更新だよ！

「と、とにかく！　みんなを信じて待とう！」

「そ、そうですね！」

　とはいえ、だ。何もすることがないので、狭い室内をうろうろするしかない。

　というか、鞍馬さんの体操服姿が艶なまめかしくて、視界に入れたらヤバいことになる。

　何気に大きく見える胸も、張はりのある太ももも、ってガン見してる場合か！　そんな目で鞍馬さんを見るなんて、俺は本当に最低だ！

「んしょ……」

　そんな中、鞍馬さんが小さな窓の縁ふちにぶら下がろうとジャンプしていた。丸みを帯びた形のいいお尻が――って、だから、そっちを見るな、俺！　スケベ親父か！

「な、何してるの？」

「こ、この窓から出られないかな、と思いまして……」

　いくら女子の鞍馬さんと言っても、あの窓の小ささでは厳きびしそうだ。でも、やってみる価値はあるか？

「何か椅い子すとか乗れるもの……」

　周りを見渡すが何もない。ボールとか白線を引くやつとか、そんなのばかりだ。ボールを入れている箱は固定されてて動かせない。マットや跳とび箱ばことかは体育館の倉庫にあるしな。グラウンド側の倉庫にはない。

「………」

　鞍馬さんが、恥ずかしそうに、じっと俺を見る。まるで手伝ってほしそうに。

　……まさか。

「か、肩車、してもらえませんか？」

　マジで言ってるのだろうか。鞍馬さん、ちょっと男に対して無警戒過ぎじゃ……。

「救出を、ま、待っても、いいんじゃないかな？」

「で、でも、みんな心配してるかもしれませんし」

　うう、真面目だなぁ。そして、「お願いします」と頭まで下げてきた。

「じゃ、じゃあ。お、俺が四つん這ばいになるから、その上に」

「で、でも、それだとちょっと高さが足りないですよ」

　確かにあの窓少し高いんだよな。でも……。だが……。しかし……。

　ああ、もう、やるしかないのか！　このまま朝まで閉じ込められるという展開もありえなくはないんだ。いざとなったら鞍馬さんもいるから、破壊してでも脱出するけど。

　俺は鞍馬さんの傍まで行ってゆっくりとしゃがんだ。

「鞍馬さん、お、お手柔らかに……」

「は、はい。あ、相坐くん。お、重かったらごめんなさい」

　鞍馬さんが俺の肩に、温かな重みと共に乗る。

　顔の真横に鞍馬さんの柔らかそうな太ももがあった。

　それを尻目に俺は彼女のすねを抱だき抱かかえるようにして摑む。

「ひゃうっ」

「ご、ごめん！」

「い、いえ、すいません。だ、大丈夫ですから！」

　理性があっさりと破壊されそうになった。太ももは柔らかいし、すねはすべすべだし。

「た、立つからね」

「は、はい……」

　足に力を入れてゆっくりと立ち上がる。

「ど、どう？　窓から出られそう？」

「んしょ……。か、顔は出るんですけど」

「けど？」

「む、胸が、ひっかかって……」

　む、胸!?　そ、それ言わなくてもよくね!?

　俺の動揺が伝わったのか、鞍馬さんの重心がいきなり大きくズレた。俺もバランスを崩してしまう。

「うわっ！」

　無理矢理体勢を立て直すものの、倒れるのは不可避だった。

　ドサッ！　と鈍い音を立てて背中から床に落ちた。……やっぱり痛い。しかし、多少体勢を立て直せたおかげで、鞍馬さんを抱き抱えることができている。ホッとした。

「ご、ごめんなさい……」

「いや、俺の方こそ」

　倒れてごめん、と言おうとしたところで、真正面から抱き合っていることに気付いた。彼女が俺にのし掛かっている状態で、俺の目の前に彼女の顔があり、とても近い。

　吐息がかかる距離だった。

「あ……、ん……」

　その上、鞍馬さんの胸が俺の胸に押しつけられている。いや、両手で強く抱きしめてるから、俺のせいなんだけど……！

　慌てて抱きしめていた手を離す。

「………」

　だが、鞍馬さんはなぜか退どこうとしなかった。

「く、鞍馬さん？　もしかして、どこかぶつけた？」

　反応はない。だが、その目にはちゃんと意思があるように見えた。

　吐息は少しずつ艶っぽくなっている。頰ほおは頰で真まっ赤かっかだ。

　それから彼女の視線は俺の目から下へ移った。そして、俺の唇くちびるで止まる。

　じっと、俺の唇を見て。

　そして、彼女はくいと顎あごを差し出すようにして――目を瞑つむった。

「………」

　ゴクリ、と唾つばを飲のみ込こんでしまい、俺の喉のどが鳴る。

　え？　何、これ？　どういうこと？　これも紗優の仕し業わざなの？　紗優がどこかで「それも私の仕業だ」とか言ってるの？　なんか鞍馬さんに入れ知恵でもしたの？　入れ知恵って何をだよ。目的が不明だよ。意味も不明だよ。

　だが倒れ込んだまま慎つつしみ深く顎を上げて、その姿はまるでキスをねだっているように見えた。悲しい男の性サガである。

　いいのか？　これはしていいって合図では？　チャンスでは？

　い、いや！　だ、ダメだ！　天使を堕だ天てんさせるわけにはっ……！

　でも、柔らかそうで、瑞々しい、ピンク色の唇に、意識が少しずつ吸い寄せられ――。

　ガチャン！　と音がした。すぐに扉が開かれ、中に強烈な光が差し込む。

「ほら、やっぱりここだった」「なんや逢い引きやなかったんかい」

　やってきたのは真城さんと室道だった。離れる隙すきは……なかったと思う。

　俺と鞍馬さんの体が折り重なっているのが、ふたりの前で露あらわになった。

「あらま。何々、ふたりで保健体育の補習？　精せいが出ますなぁ」

「おおっと、逢い引きどころやなかった！　まさかその先の世界まで……！」

　やっぱり誤解された！

「ま、待ってくれ！　色々事情があったんだ！」

「ごめんねー。邪魔しちゃってー」「だから言ったやん。出で歯ば亀がめやって」

　そして、再び扉は閉じられていく。誤解したまま、ふたりは去っていった。

　さすがに鍵をかけていったりはしなかったけど。また閉じ込められる前に、さっさとここを出よう。

「す、すいません……。わたしがとろくさくて……」

「いや、俺の方もごめん」

　そんなわけで、俺と鞍馬さんは何事もなく体育倉庫から出ることができた。

「紗優め……」

　どうやったのか知らないけど、今回は少しやり過ぎだ。ちょっと注意しておかないと。

　教室に戻って携帯を取る。紗優に電話をかけようとしたが、メールと着信がたくさんきていることに気付いた。

「ん？」

　メールの内容は、鞍馬さんとこう行動しろ、あの場所に行けといった指示だった。そう言えば、指示出しはメールでするって言ってたな。

　メールには体育倉庫に行けとは一言も書いてない。ってことは、今回の出来事は……。

「紗優の仕業じゃないってことか」

　疑ってごめんな、紗優。心の中で謝った。

　そう言えば真城さんも閉じ込められたみたいだし、ただの偶然ってことになるのか？

　だけど、そうなると、鞍馬さんのあの行動の意味は……？　本気で、俺を？

「いや、まさか、な」

　勘かん違ちがいはダメだ。あんなに可愛い子が、俺に惚ほれるわけがない。
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　それから数日が過ぎ、ゴールデンウィーク前日。今日は、みんなはゴールデンウィークの話ばかりしていた。暦こよみ通りならば四月三十日から五月二日までは平日なのだが、うちの学園は理由を付けて、その三日間も休みにしていた。つまり、四月二十七日から五月六日まで、十日間の休みとなる。

　みんなに別れを告げて俺は家に帰り、リビングの床に突つっ伏ぷした。

「ゴールデンウィークに、遊びに行くことも提案しなかったんですか？」

「……ごめん」

　紗優のジト目が心に痛い。俺、こんなに臆おく病びような性格だったのか、と改めて痛感する。

　この日まで俺は紗優の指示を受けつつもキスも何もできないままだった。

　その上、鞍馬さんが御雷先輩と一緒にいるところが何度か目撃されていた。後ご手てを踏みすぎてるのに、積極的にもなれない自分が嫌になる。

　とはいえ、何か動かなきゃ何も始まらない。それも充分、理解していた。

「……電話だけでもしてみるよ」

　いきなりで何も思いつかないけど。とにかくなんでもいい。誘おう。誘って何をしようとか、何のために誘うとか、細かいことは後回しだ。

　これから十日間も会えないっていうことの方が、気分が晴れないしな。

「いい傾けい向こうです」

　紗優が優しく微笑む。あまり見ない顔だ。本当に喜んでいるのかもしれない。

　俺は携帯電話を取りだし、登録した鞍馬さんに電話をかけるべく通話ボタンを――。

「うおっ!?」

　押す前にいきなり電話がかかってきて携帯が着信音を鳴らして震える。発信者は……なんと鞍馬さんからだ。

　俺が通話ボタンを押すと、屋おく内ない特有の小さな喧けん騒そうが耳に届く。

『あ、相坐くんですか……!?　あ、あ、あの、た、たすけて……』

　俺が話す前に彼女が怯おびえたような声で助けを求めてきた。浮ついていた心が、冷水を浴あびたかのように一気に冷静になる。

「どうしたの？　鞍馬さん」

『お、男の人が、わたしにずっと付いてきてるみたいで……。い、今も外に……』

　もしかして、ストーカーってヤツか？

『父上に電話が通じなくて……！　ど、どうしたらいいのかわからなくて……。ずっと、ここで……。ごめんなさい、わ、わたし、相坐くんしか頼れる人がいなくて……』

「そんなのいいよ！　今、どこにいるの？」

『か、帰り道のコンビニです……』

　以前、鞍馬さんを送った時に通ったことがあったので、その場所はすぐにわかった。

「今すぐ行くから。それまで待ってて。大丈夫。何かあったら警察に電話して」

　少し不安ではあるが、一いつ旦たん電話を切る。

　俺は部屋に戻ってハンガーに掛かっていたジャケットを乱暴に取って身に着ける。

「いきなり、どうしたんですか？」

　紗優が不安そうに尋ねてきた。俺が事情を説明すると、紗優も顔を引き締める。

「では、私も行きましょう。女子がいた方が鞍馬さんも落ち着くでしょうし」

「ああ、頼む」

　俺と紗優は一緒に家を出て、鞍馬さんのいるコンビニへと向かった。学校から逆方向だけど、遠いなんて言っていられない。

「すぐに追いつきますから、兄さんは先に。こんな時ぐらい武士もののふの力を使って下さい」

「了解。お前も気をつけてな」

　事が事だ。人間離れした脚力は発はつ揮きできないけど、人間の限界近くまでなら……！

　足へと意識的に血の力を巡らせ、血を循じゆん環かんさせた。踏み込む力が倍増し、その反動を受け止める肉体が自然に形成される。

　俺は一気にスピードを上げた。見る見るうちに紗優を引き離していく。

　通り過ぎる人たちに多少は奇異な目を向けられるが、それはどちらかと言えば迷惑そうなものだ。小学生の時に味わった化け物を見る目はこんなものではない。

「ん？」

　走ってる時、うちの学園の制服姿とすれ違った。まったく意識してなかったから、確信はないけど御雷先輩だったような気がする。あの人、鞍馬さんにしつこく言い寄ってるって話だし、まさか鞍馬さんの言ってたストーカーって……。

　そこまで考えて首を振る。今は鞍馬さんの傍に行く方が先決だ。

　そして、ようやく目的のコンビニへ辿り着く。周囲を見渡したが、怪しい人物は今のところわからない。

　コンビニの中へ入ると鞍馬さんがいた。隅すみっこの商品棚の前でひとり、俯うつむきながら体を小さくしている。

「鞍馬さん」

「あ、相坐くん……！」

　俺の姿を見てホッとしたのか、張り詰めていた鞍馬さんの表情が和やわらいだ。

　鞍馬さんの傍に来ると、鞍馬さんが震えながら俺の袖そでを摑む。その仕草と僅わずかな感覚に、少しだけドキッと来る。こんな時だってのに……。

「あ、あの……。ごめんなさい……。迷惑、かけて……」

「大丈夫だよ。それで尾行してた男は近くにいる？　俺の体を壁にして確認してみて」

　俺の体を壁にしつつ、鞍馬さんに周りを確認してもらう。

「……あ、もう、いない、みたいです……」

「そっか……。よかった」

　尾行している男がいるということを考えれば、もちろんよくはないのだけど。とにかく無事でよかった。

「ご、ごめんなさい。わたし、相坐くんに無駄足を踏ませちゃって……」

「いいよ。鞍馬さんが少しでも安心できたなら、それは無駄足なんかじゃないから」

　鞍馬さんは、「え、え……？」と戸惑いの声を上げながら、頰を真っ赤にした。

　勢いで言ってしまったが、また失言ランキングが更新された気が……！　い、いや、これはギリギリセーフだと、思う……！　五十位くらいだよ、たぶん！

　俺は適当に安いガムを買って、鞍馬さんを伴ともなって自然を装よそおいつつコンビニを出た。

　一応、外でも周囲を確認してもらったが、ストーカーはいないようだ。

「ひとつ訊きたいんだけど、ストーカーってうちの学園のやつだったりする？」

「え……あ、その……。わ、わからないです。まったく気にしてなくて……」

　よっぽど怖かったって事かな。服装まで覚えてないなんて。

「だ、大丈夫な、はぁはぁ、ようです、ごほっ、ね……」

　そこへ紗優もやってきた。全力疾走してきたのか、膝ひざに手をついてぜえはあぜえはあ、肩で息をしている。

「あー、無理するな」

　背中を丸めて息を整えている紗優の背中を摩る。

「あ、ありがとうございます。紗優ちゃんまで……」

「い、いえいえ。ぜえ、はぁ……。お安い、ご用です。兄さんの未来、お嫁よめげほっ……」

　紗優は何か不穏なことを言う前に咳せき込こんだ。

　そこへプルルル、と携帯の着信音が鳴った。鞍馬さんの携帯からだ。

「あ、父上です」

「お、よかったね」

　それから携帯を耳に当てて何やら小さな声で色々と話していた。何を話しているかは聞こえないけど、事情を説明しているのだろう。

　それから、鞍馬さんは俺の方に携帯を差し出してきた。……なんで？

「父上がお礼を言いたいそうです……。それと頼みたいことがあると」

「は、はあ……」

　お礼なんて別にいいんだけど、断るのも失礼だしなぁ。携帯を受け取って「お電話代わりました」と電話口に告げる。

『お久しぶりです、煉れん獄ごくです。相坐くん、この度は魅花が御お世せ話わになったようで』

「いえ、困っていたようでしたから……」

『本当にありがとうございます。魅花にもしものことがあれば、僕は……』

　いいお父さんだなぁ。心配しているのがすごく伝わってくる。

『……それで不躾ながら、頼みがあるんです』

「な、なんでしょう。自分にできることでしたら……」

『実はストーカーについてはどうもここ数日で始まったようで……。警察にも伝えたんですが、実質的な被害がないことから取り合ってもらえないんです』

　警察はストーカーを、犯罪と断定しないと動いてくれない。以前、テレビでもそんなことが議論されていたな。ご近所トラブルみたいな民事を扱あつかってくれないのもある。

　というか、前から被害を受けていたのか。気付けなかったことが悔くやまれる。

　それもあって、警察に連絡できずに俺に電話してきたってことかな。

「ちなみに心当たりは……？」

『魅花の話によると最近学園で先輩に言い寄られているとか……。ただ、ストーカーが、その人という確証はないようです。帽ぼう子しやサングラスで顔を隠しているようでして』

　その上、着ているものもだぶついてて、体型もいまいちわからないらしい。

　話が食い違っている。さっき鞍馬さんは着ているものがわからないと言っていた。ということは、今回のストーカーと、これまでのストーカーは違うのだろうか？

　さっきすれ違った御雷先輩らしき人は、帽子やサングラスを装着してなかったよな。そうなると彼は容疑者からは消えるのだけど、とはいえ御雷先輩が鞍馬さんにしつこく言い寄っていたのは確かなんだよな。

『それでですね。タイミングの悪いことに、僕は明日から少し遠方へ出張するんです。明日のゴールデンウィークから五月中ずっとです』

「ということは、まさかその間、鞍馬さんは家でひとりに？」

『ええ。ただ今の状況でそれはあまりにも不安でして……。そこで、もしよろしければ僕が帰るまでの間、魅花を相坐くんの家で預かっていただけないでしょうか？　もちろん、かかる生活費はすべてお支払いします』

「えっ……？」

『これも本来なら他人様にお話しする話ではないんですが、僕には信用できて頼れる相手が誰だれもいないもので……。やはり、鬼の一族という負い目も……』

　だから俺にしか頼れないということだった。ゴールデンウィーク中だけであれば、出張に同行させてもいいが、ゴールデンウィークが終われば結局学園に通う必要がある。

『ですが、相坐くんなら信頼できる。魅花の選んだ相手ですしね。だから、恥を忍んでお願いします』

　俺の一存じゃ決められないけど……。「ちょっと待ってください」と伝えてから、俺は紗優にも事情を軽く説明した。紗優は「いいに決まってるじゃないですか」と即答。

　であれば、断る理由は何もない。

「鞍馬さんがいいのであれば、こちらは問題ありません」

『よかった！　では、申し訳ありませんが、よろしくお願いします』

　そんな煉獄さんの声と一緒に、鞍馬さんは俺にぺこりと礼儀正しく一礼した。




「わ、わたし、友だちの家に来たのって初めてです！」

　鞍馬さんを一旦家まで送り、こちらに住み込む準備をしてもらってから俺たちの部屋へと案内した。鞍馬さんは珍しいものを見るかのようにキョロキョロしている。

「ちなみに本棚にさりげなく置かれた辞書のカバーに入ってる本が兄さん特選の――」

「ひぎいいいいいいいぃぃぃっ！　紗優っ、やめなさい！　やめてっ！」

　うぐぐぐぐぐぐ。しっかりと隠したつもりなのに、あいつはなんでああもあっさり見つけられるんだ……！　まだ隠し方が甘いというのか！

「辞書カバーに何か入ってるんですか？」

「いや、まあ、ちょっと、ね……」

　不思議そうな顔をされてしまった。きっとこれは中にエッチな本が入っているなど微塵も思っていない顔だ。今のうちに室道にでも預あずけておいた方が無ぶ難なんかもしれない。

　しかし、共同生活か。いざ鞍馬さんが来てみると緊張するってレベルじゃないな。

「トイレはここで、お風呂はここです。残念ながら兄さんに覗かれたことは一度もありません」

「はいはい、そういうのいいから」

「ちなみに近くにいい銭湯もありまして、時々行ったりしてるんですよ」

「へえええええ。わたし、銭湯にも行ったことないんですよ。行ってみたいです」

　紗優は部屋の説明や生活する上での約束事を確認している。ちなみに、鞍馬さんは紗優と同部屋で寝ることになった。

　まあ、紗優と鞍馬さんはいい感じでやっていけそうだ。鞍馬さんの不安が少しでも紛まぎれれば、それに越したことはないしな。

「では、鞍馬さんのご要望に応えて、今日は銭せん湯とうに行きましょうか。割引チケットの期限も近いですからね」

　部屋の案内は終わったようで、そこからどうやら銭湯へ行くことに決まったらしい。

　ま、今日ぐらいはいいかな。




「あー、生き返る……」

　家では味わえない広い湯に浸つかる。このスーパー銭湯はそれなりに広い上に割引チケットを使えば安い。その上、割引チケットは来る度たびに貰もらえるのも大きかった。まあ、主な客が学生だからってのもあるだろうけど。

　あと、なぜか混浴の露天風呂もあったりする。もっとも水着着用義務があるので、お約束なイベントは起きないのだけど、気軽に入るにはうってつけと評判だ。

「ま、呼ばれてるし、そろそろ行くかな……」

　湯から出て、レンタルの水着を着用する。混浴スペースへ向かうべくガラスの扉を開けて外へ出た。春の夜に軽く凍こごえながら、水の足跡をぺたぺた付けつつ小走りをする。すぐに混浴の露天へと到着した。

「遅いですよ、兄さん」

「こ、こんばんは……」

　紗優と鞍馬さんは先に湯に浸かっていた。タオルを頭に巻いている。そんな姿の鞍馬さんが妙に色っぽかった。

「ふたり以外、誰もいないの？」

「は、はい。貸し切りみたいになってます」

　俺も乳白色の湯の中へと飛沫しぶきを上げないようにゆっくりと浸かる。

　ふたりとも肩を少し出すぐらいまで浸かってるから水着がよく見えない。

　しかも、水着の肩かた紐ひもが素材のせいなのか、ちょっと見えにくいのだ。

　……水着が見えないと裸に見えてしまう。ただの錯さつ覚かくなのだが、見えないだけでエロいとはよく言ったものだな。先人たちに感心するね。

　気軽にこっちへ来てしまったが、紗優だけならともかく、鞍馬さんがいるとさすがに照れる。クラスメイトと一緒に風呂ってのはそうそうない体験なんじゃ？

「ふふふ、兄さん、顔がゆでだこみたいです」

「うぇ！　ま、まあ、浸かってるのがお湯だし！」

「そういうことにしておきましょうか」

　ふと、鞍馬さんへ顔を向けると、口元ぐらいまで浸かっていた。ぷくぷくと小さな泡が浮かんでは弾けている。

「ど、どうしたの……!?」

　鞍馬さんは少しだけ浮上して、口を湯から上げた。

「お、男の人の裸を間近で見たのは、その、は、初めてだったので」

　……言われてみれば、俺も上半身は裸なわけで。配はい慮りよが足らなかったか？

「はいはい。ふたりともそんな照れてないでください。ふつーのことですよ、ふつーの」

「お前の普通は少しずれてるからなぁ」

「むー。なんだか悔くやしいので、えい」

　手でプシュッと水鉄砲を放ってくる。顔面に命中した。

「何するんだ」

　こっちも対抗して、手で水鉄砲を撃つ。紗優のおでこにクリーンヒットした。

「はうあっ。やりましたね。えいや」

　紗優とそんなやり取りをしていると、くすくすと鞍馬さんの愛らしい笑い声が響いた。

「本当に仲がいいですね」

「ええ、兄さんとは将来を誓ちかい合あった仲ですから」

「いつ言った!?　妹と将来を誓い合うとかおかしいだろ！」

「あはははは。本当に仲が良くて羨ましいです。わたしは殆ほとんど一人っ子でしたから」

「殆どって？」

「小さい頃、母と姉がいたんです。朧おぼろ気げに覚えてるだけなんですけど」

　ということは鞍馬さんのお母さんとお姉さんは子供の時に別れてしまったということか？　それが死別なのか、離婚なのかはわからないけど……。

「ごめん、鞍馬さん。嫌なことを思い出させて……」

「あ、気にしないでください。もう昔の話ですから」

　すると突然、紗優が鞍馬さんの手を摑んだ。その動きで水が大きく跳ねる。

「なるほど。では、短い間と言えど、これから一緒に住むに当たって、私たちは家族ですからね。姉さんとお呼びしましょう」

「はう……！」

　何やら鞍馬さんが固まった。

　そして、真面目な顔になって、

「あ、あの、もう一回、お願いできますか？　姉さん、って」

「もちろんです、姉さん」

「はうっ！」
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　鞍馬さんがビクッと身を捩る。その弾みで頭に巻いたタオルが落ちてしまった。

「ちょっと反応が面白いですね、姉さん」

「ああっ！」

「おお、その反応いいですよ、姉さん」

「こら、紗優。遊ぶんじゃない」

「でも、よくよく考えると後々は本当になるんじゃないんですか？　義ね姉えさんに」

　紗優がそう言うと、鞍馬さんの赤みがかっていた頰が一気に真っ赤になった。

「え、その、あの……。わたしは、そんな……」

「家に来れば一生安あん泰たいですよ。小こ姑じゆうと、姑問題、絶対に発生しませんから。保証します。母は正直ゆるゆるですし、父は元気で留守ですので」

「な、何を言ってるんだ、お前は！」

「一緒に家事とか料理とかしましょう。私も割とそういうのに憧あこがれてる年頃です」

　そもそも、現時点で鞍馬さんは恋人にするのは無理だという話はしたというのに。まあ、諦め切れてない俺が原因か。

「家族ですかぁ。憧れます」

　ふと、鞍馬さんがそんなことを呟く。

　その愁うれいを帯びた顔が少しだけ気になった。

「いいお父さんがいるじゃないですか」

　紗優が不思議そうに尋ねる。

「父上は……。あの、いえ、わたしは普通の家庭がよかったです。父がいて、母がいて、姉がいて……。みんなと一緒に勉強して、遊んで……」

「姉さん？」

「あ……、わたし、何言ってるんでしょうね。ちょっとのぼせちゃったかもしれません」

　鞍馬さんは立ち上がると、その肢し体たいが露になる。白のビキニの水着だった。

「すいません、先にあがりますね」

「あ、それでしたら私もあがります。では、兄さん。また後ほど」

　それに続いて紗優も出て行く。こちらは胸元にリボンの付いた赤のビキニだ。

　ひとり残されたので、改めて湯に深く浸かり、足を伸ばす。

「ふぅ……」

　少しだけ、鞍馬さんの呟きが頭の片隅に引っかかった。

「普通の家庭がよかったです、か」

　やっぱり、小さいとはいえ鬼の力があったら、人から変な目で見られるよな。

　そういう意味では、俺と鞍馬さんは似ている。

　俺も変な目で見られたことは何度もあった。長い間、避けられていたこともあった。普通の家庭がよかったと何度も何度も思っていた。

　だけど……。俺と鞍馬さんでは決定的に違うところがあるのかもしれない。

　俺には、厳しくはあったが力の制御を丁寧に教えてくれる親父がいた。

　俺には、長く続く修行の中でもずっと優しかった母さんがいた。

　俺には、一緒に遊んで、支えてくれる妹がいた。

　でも、鞍馬さんには父親はいても、母親も姉もいなくなってしまったのだという。

　俺は恵まれていたのだろう。鞍馬さんを見ていると改めて浮き彫りになる。武士の血を引いていて、妙な力を持っているということ以外、俺の家族は一般的な家庭と大して変わらない。きっと、親父も母さんも、陰かげでそういう努力をしていたのだろう。

　特殊な力を持っていても、使いどころが限られている。その上、俺は分家であり、本家のような権限も力も、その力を発揮する場も殆どなかった。だから自分はろくでもない人生を歩んでいる……など、鞍馬さんと比較すれば甘え以外の何物でもない。

　……今、ようやく気付いた。

　この気持ちが恋なのかどうかは、まだはっきりとわからないし、ただのお節介と言えばお節介なのだけど……。

　たぶん俺は彼女に、自分の人生がろくでもないなどと思わないような……笑顔になれる人生を歩んで欲しいのだ。

　人とは違う力を持っていても、きっと普通の家族にはなれるのだ、と。





[image: ]










　懸け念ねんされていた鞍くら馬まさんのストーカーは出てこず、ゴールデンウィークは何事もなく消化されつつあった。鞍馬さんが外出する際は必ず俺おれと紗さ優ひろが付いていたが、それらしい男は現れていない。

　ちなみにその間、紗優は俺と鞍馬さんをどうにかしてキスさせようとしていたようだったが、すべて徒と労ろうに終わっている。ポッキーゲームや王様ゲームでやるのは無理があるだろう。

「兄さんは本当にヘタレですね」

　などという誹そしりを笑顔で言われたが、さすがにあれでやるのは露ろ骨こつすぎる。

　まあ、そんな感じで過ごしつつ、ゴールデンウィーク最終日。

　俺は昼間から自分の部屋で本家に送ってもらった古文書を読んでいる。現代語に訳されている、主に適正者について書かれた書だ。未いまだに翻ほん訳やくされてない本があるのだが、やはり古語は面倒だし、俺には翻訳する暇ひまがないので武士もののふの力を失った本家の人がやっている。

　俺は溜ため息いきと共に古文書を閉じた。

「やっぱり、ダメなのか」

　適正者の書は何度か読んだけど、やっぱり鬼が適正者となった事例はない。

　鞍馬さんは俺にはもったいないぐらいいい子だ。そもそも俺が彼女を選ぶ理由はあっても、彼女が俺を選ぶ理由がない。

　だけど。

　彼女に普通の家族を味わって欲しい。

　そして、俺もその中に含ふくまれていたいと思ってしまう。

　ただ、少し迷う。それは兄と妹、あるいは姉と弟という関係でも、俺は満足なんじゃないだろうか。妻と夫とか考え始めると、やっぱり気き後おくれしてしまうのだけど……。まあ、それは置いておこう。

「ひゃあっ！」

「ありゃりゃりゃりゃ。姉さん、大丈夫ですか」

　リビングからけたたましく調理器具が落ちる音と共にトラブルの気配が漂ただよってくる。

　そちらに顔を出すと、エプロン姿な鞍馬さんの顔がクリームっぽいものに塗まみれていた。

「ケーキ作りの最中に生クリーム作ってたら姉さんが奇跡的なドジをしまして」

「ご、ごめんね、紗優ちゃん……。教えてもらってるのに」

　紗優は「いえいえ、奇跡を目にしたので」と言いながら、体中にかかった半固形のクリームを拭ふいていく。どんなドジだったんだ……。それにしても、鞍馬さんのドジ、久しぶりに見たな。

　というか、あれから言った通りによく一緒に料理してるよな。実に微笑ほほえましい。

「べとつくでしょ？　片付けは俺たちがやるから、シャワー浴あびてきなよ」

「兄さん、大だい胆たんですね。女性にシャワー浴びてきなよ、だなんて。私に言ってください」

「アホなこと言ってるんじゃありません」

「ええっと、でも片付け……」

　鞍馬さんはしばらく居い心地ごこちが悪そうにしていたが、紗優が無理矢理浴室に押し込んだ。

　さて、さっさと片付けよう。と、したところでピンポーンとインターホンが鳴った。

「すいません。兄さん、対応お願いします。私、まだクリーム全部落ちてないんで」

「はいはい」

　玄関に行ってドアスコープから外を見る。

「おーい、開けてー」

　奈な巳みだった。こっちに来るのは珍しいな。鍵を開けて、中へと招き入れる。

「どうしたんだ……って、その大きな袋は！」

「お察さつしの通り、実家で採とれた野菜よ。帰ってくる時、お母さんが持ってけって」

　玄関にどさっと置かれた麻あさ袋ぶくろの中には、小こ松まつ菜な・ほうれん草・水みず菜な・キャベツ・大根・人にん参じん……色々ある。

　奈巳の実家は、俺の実家というか本家の神社に近い場所にあって、ガキの頃はよく遊びに行っていた。大きい畑に入っては、勝手に果物を頂ちよう戴だいしたりして……。

「いつも本当にありがとうな。おばさんにお礼言っといて」

　近いうちに電話しないとな。

「別に今更いいわよ。お母さんだって趣味でやってて採れすぎたってだけだし」

「それでもお礼は言っとかないと。こっちもいつか、お礼するよ」

「お歳せい暮ぼもらってるし、お互い様よ。あと、お母さんから伝言。たまには紗優と一緒に遊びに来て、だって」

「俺たちは休み中でも実家には帰らないからなぁ。おばさんの頼みなら考えるけど」

　実家イコール本家だからな。本家に近づくのは、向こうに呼び出される時とか、重要な話がある時ぐらいだ。

「あ、久しぶりに上がってっていい？」

「ああ、もちろん。どーぞ」

「お邪魔しまーす」

　靴くつを脱ぬいで家に上がると、奈巳はそこでピタリと止まった。視線が下に固定される。

「どうかした？」

「……ううん、なんでもない」

　リビングに戻ると、紗優が散さん乱らんした生クリームをすべて片付けたところだった。

　テーブルに着いて、すでにお茶を人数分用意している。準備のいい妹だ。

「奈巳さん、お久しぶりです」

「相変わらず家事は紗優の担当なのね。ナギ、たまにはやってるの？」

「……いえ、すいません。やってないです」

　俺たちもゆっくりとテーブルに着く。

「兄さんの作った物を食べるよりかは、私の作った物を食べてもらう方が好きですので」

「俺が作るよりも、圧倒的に紗優が作った方が美う味まいからな」

「兄さんにそう言って頂けるだけで、御飯三杯いけますよ」

「本当に仲がいいわね……」

　不ふ審しんを抱いているような目を向けてきた。

「ナギ、あんた思いあまって紗優を襲ってたりしないでしょうね？」

「バカ言うな。妹だっての！」

「い、今は妹がブームらしいじゃない！　佐さ藤とうが言ってたし！」

「室むろ道みちの言うことなんて真まに受けるなよ。漫画やアニメの話だろ。そもそも妹ブームは全ぜん盛せい期き過ぎ去ってるみたいだから！」

「しかし、未だに根強い人気を誇ほこる属性でもあります。兄妹愛の人気は普ふ遍へんですから」

「紗優、ややこしくなるから、ちょっと黙ってて。な？」

「はい、兄さん。ハブにされた私は寂さみしく雑誌でも読んでます」

　そう言って紗優はテーブルに置かれた女の子向けのファッション誌を手に取る。

「あれ。そのファッション誌、紗優も読んでるんだ？」

「おや。ということは奈巳さんも？　これはクラスメイトに借りてるものですが」

「ううん。あたしじゃなくて魅み花かよ。前に本屋で立ち読みしてたの。魅花とナギが出掛けた、あの日の帰りに。イメージがピンと来なかったから印象に残ったのよね」

　鞍馬さん、ファッション誌とか読むのか。確かにちょっと意外だ。

　紗優がページを捲めくりながら雑誌に見入る。

「夏に向けた服装と梅雨前の傘かさの特集をしてるのです。あとは、楽に男の子を十回落とす冴さえたやり方とか、可愛いキスのねだり方とかありますよ」

「紗優がなんのためにそれを使うのよ。もしかして、男でもできたの？」

「いやいや、産まれてみないと、男か女かはちょっとまだわからないですよ」

　空気が固まった。

「お、おい、紗優。まさか……！」

　お、俺の知らない間に、いつの間にか恋人を……!?　紹介もしてもらってないのに！

　というか、紗優はいつの間にか、そんなところまで……！

「相手はどんな奴なんだ！　ちゃんと紗優を一番に愛してくれるんだろうな!?　認知しないとか言ったらぶっ飛ばすぞ。とにもかくにも、まずは連れてきなさい！」

　すると、紗優はお腹なかをゆっくりと擦さすりながら、俺の方を意味ありげに見つめてきた。

　……えっ？

「ちょっと、ナギ。さっきあんなこと言っといて、まさか」

「いや！　ないから！　そんな記憶もないし！」

「え……。兄さん、昨日はあんなに激しく私の体を揉もみ拉しだいてきたじゃないですか」

「足と腕と背中をマッサージしただけだろォ!?」

　ずっと家事をやってもらってるから、そのお礼にやっただけなのに！

　奈巳は、ぷっ、と吹き出した。呆あきれたような笑顔を浮かべている。

「本当に、あんたたちの兄妹漫才は飽あきないわ」

「次のＭ‐１はいただきです」

　まあ、奈巳が誤解しなくてよかった。信じる方もどうかと思うけど。

　穏おだやかな時間が過ぎていた、その時。

「紗優ちゃーん。ごめんなさい、着替え持ってきてー」

　浴室のドアが開いて、鞍馬さんが顔だけひょっこりと出す。服がないようで、裸らしいことがわかった。

「はいはい、姉さん。お待ちあれ」

　紗優が着替えを取りに行ってしまう。

　……………………。

　リビングに舞い降りる沈黙。

「え？　あれ。奈巳さん？」

　顔だけ出したまま鞍馬さんが首を傾げる。どうやら奈巳がいることに気付いたらしい。

「見慣れない靴があるから誰かと思えば……。ちょっと。ナギ？」

　冥界から召喚された死神の声と言っても差さし支つかえない、激情を抑えつけるかのような、ゆっくりとした声。テーブルに置かれた拳こぶしがわなわなと震えている。

　恐る恐る奈巳の顔を見た。目からどんどん光が消えていっている。

「話せばわかるから。な？　お前は絶対に何か致ち命めい的てきな誤解を歪んだ解釈で――」

「問答無用！　矯きよう正せいしてやる――――――――――――――――――っ！」

　それから事情説明をすべて終えるまで、俺は矯正されることになった。

　一応、事情は理解してくれたけど、俺は悪くない、はず……。




　奈巳は俺を矯正してから、多少は機嫌を直して帰った。鞍馬さんがいることは納得してくれたが、裸で顔を出したことがどうにも俺の性せい癖へきだと思われている。不ふ可か抗こう力りよくだ。

　台風となった奈巳が去り、家にはようやく平穏が訪れていた。

　今、鞍馬さんは部屋で勉強しているらしい。紗優は買い物だ。

　俺は部屋でまた翻訳された古文書を読んでいる。俺の悩みを解決する情報はないけど、自分や鬼たちの情報はいくら知っていても損そんはない。

　ま、そろそろ紗優も帰ってくるだろう。

　そうしているとプルルルルルル――と、ふと携帯ケータイが鳴った。紗優からの着信だ。どうしたんだ？

「どうした、紗優」

『すいません、家の近くでストーカーが……』

「は？　お前まで尾び行こうされてるのか？　すぐ行く。どこ――」

『いえ、そうではなく。買い物に行く時に見かけた男性が同じ場所にまだいるんです。ストーカーっていうか、不ふ審しん者しやですね』

「……お前が買い物行ったのって一時間前だよな。まだその場所にいるってことか？」

『私の買い物中に移動して、元の場所に戻ってきたのでなければそうですね』

　さすがに怪あやしい。たまたまということも考えられるけど警戒はした方がいいだろう。

「詳くわしい場所を教えてくれ」

『出入り口から少し離れた電柱です。マンションの入り口が見み張はれるところですね。もしかしたら、姉さんをストーキングしてたという輩やからですかね』

　鞍馬さんがいる場所が、どうして突き止められたのかはわからないけど……。

「ありえるな。紗優、その場で待機してくれ。俺が行く。危ないことするなよ」

『了解です』

　ジャケットを羽は織おって、鞍馬さんに留守番を頼んでから俺は外に出る。

　紗優の言っていた場所を見ると、確かに人がいた。

　それは意外な人物というか、ある意味納得の人物というか。

「もしかして、うちに何か用ですか、御雷みかづち先輩」

　気付かれないように近づいて後ろに回ってから声をかけると、御雷先輩はゆっくりとこちらを振り向く。その双そう眸ぼうを細め、鋭するどく睨にらんできた。

「ようやく出てきたか、相あい坐ざ凪なぎ紗さ。待ちくたびれたぞ」

「へ？」

　いきなり、何を言ってるんだ？　この口ぶりからすると、俺を待ってた？

「待ちくたびれたって……。俺に会いに……？　だったら、別にうちに来て呼び鈴りんを鳴らしてもらえば」

「仕方ないだろう！　というか、郵便受けや玄関にネームプレートぐらい貼ってくれ！　こっちは部屋番号がわからなかったんだ！」

　確かに目立つのを避さけたいので俺たちの部屋にはネームプレートを貼っていなかった。

　しかし、部屋がわからなかったからとはいえ、俺が出てくるまでここで待っていたとは……。なんというかクールという噂うわさの御雷先輩のイメージに合わないな。

「というか、何をしに来たんですか」

　それでもストーカー疑惑がある以上、警戒を解くわけにもいかないけど。

「こんなストーカーなんかと会話なんか持たなくてもいいですよ、兄さん。さっさと警察に突き出しましょう」

　すっ、と近くに潜んでいた紗優が姿を現した。

「ストーカー？」

　御雷先輩は何かを探すように視線を彷徨さまよわせたあと、自分自身を指さす。

「おい、ちょっと待て。ストーカーって、まさかオレのことを言ってるのか？」

「貴方以外に誰がいるんですか。気付かれたくないなら段ボールでも被ってください」

「だから待て。人を性欲を持て余すどこぞの潜入工作員と一緒にするな！」

　あれ？　紗優の対応もどうかと思うけど、この人もしかして……。

「では、何故ここにずっといたんですか。ずっといましたよね、変態さん」

「確かにずっと待っていたが、言うに事欠いて、へ、変態だと……!?　こっちは日々、紳しん士し的に振る舞うのに苦心してるってのに……！　誰にもバレずにここに来るのにも苦労したってのに……！」

「ストーカーは変態行為です。異論は認めません」

「ストーカーじゃないと言ってる！　おい相坐。眺ながめてないでこの女を黙らせてくれ」

　まさか、俺に助け船を求めてくるなんて。なんというか、思っていたほど実はクールな人ではないのかもしれない。

　というか、この人、本当に鞍馬さんをストーキングしてたのか？

　紗優の毒舌に慌てている姿は、女の子を泣かせているとか、狙った女の子は必ず落とすとか、その手の噂を少々疑わしく思わせる。

「紗優。話は聞くだけ聞いてみよう」

「兄さんがそう言うのでしたら」

　そう言って、紗優は一歩引いた。

　御雷先輩は改めてといったように、俺へ向き直る。

「もうわかってるとは思うが、オレは貴様と話をしたくて会いに来たんだ」

「本当に？　鞍馬魅花さんが目的じゃないのか」

「は？　なんでそこであいつの名前が出てくる？」

「何度も口く説どいてたじゃないですか」

「く、口説く？　ちょっと、待て。貴様も何か誤解してないか。オレは別にあいつを口説いてたわけじゃない。そもそもオレはあいつの家を知らん。何をやっているかもわからんし、事情も興味はない」

　知らない振りをしている……というわけでもなさそうだけど。

　まあ、噓うそを吐いてるのであれば、どこかでボロが出るだろう。

「じゃあ、鞍馬さんに何を言ってたんですか？」

　すると御雷先輩は入念に周囲を見渡し始めた。

「……仕方ない。周りには誰もいないし、手っ取り早く正体を明かそう」

　御雷先輩が目を瞑つむる。

　不意に俺の背中がざわついた。反射的に構えをとって、ベルトに装着したナイフのホルスターに手をかける。

　そして、御雷先輩の額ひたいに光の角が現れた。鬼の力を示す光の角だ。

「鬼……!?」

「改めて自己紹介する。御雷家の当主、御雷幽ゆう徒とだ。見ての通り、鬼だがな」

「………」

「こっちに敵意はない。というか、ナイフを取り出そうとするのは止めろ」

　そう言って、御雷先輩は光の角を引っ込めた。鬼の気配が静かに消える。

　さらに目に指を入れ、コンタクトを取りだし、こちらをまっすぐに見つめてきた。

「え……、なんで……」

　御雷先輩の目に浮かんでいたのは、

「適正者の……？」

　それは稲いな妻づまのような形を浮かべた蒼あおき紋章だった。

「貴様らの適正者を産むための遺伝のさせ方や配合方法をオレたちは確立しているのさ。それを隠す方法もな。これは貴様のその目から紋章を隠すことができる代しろ物ものだ」

　再び、御雷先輩がコンタクトレンズを着けると紋章は見えなくなった。

「もっともこのレンズに関しては、オレの親がどこぞの馬の骨からもらったということだ。出自は知らない」

　紋章が出るのは完全にランダムだと俺たちは思っていたのに。紋章を隠すコンタクトといい、適正者の遺伝のさせ方といい、武士もののふの力は鬼に対応され始めてきてるのか？

　だが、そんなことを明かしてきたのだ。相当重要な話をしに来たのだと理解する。

「で、その鬼が、俺に何の話があるんですか」

　俺は構えを解いて、心を落ち着けてから改めて尋ねた。

「単刀直入に言おう」

　御雷先輩は姿勢を正し、真剣な表情となり――。




「オレと共に、鬼おに神がみを討うたないか」




　そんな、信じられないことを告げてきた。今、俺の耳がおかしくなかったら……。

「鬼神を、討つ……？」

　何を言ってるんだ、この鬼は？

「先輩は鬼なんだろう。純粋な鬼なら鬼神復活が至し上じよう命題のはず……」

「そうだ。鬼の一族は常にそれを目指している。盲もう目もく的てきに、それがどういう結果を生み出すか知っていながら、な」

「じゃあ、なんで鬼神を討つなんて……」

「オレがそれに従したがう義務はないからだ。鬼を産みだした時にかけられたとされる鬼神の呪いが、オレにはかかっていないからな」

「呪い？」

「貴様ら武士にもかかっているのだろう？　鬼神にかけられた呪いが。オレたち鬼の一族にあるのは、鬼神に逆さからう行動を取れば身体に変調を来す、そんな下らない呪いさ」

　そんな呪いが鬼にあったのか。で、その呪いが御雷先輩にはない、と。

「あと、鞍馬魅み花か。あの女にもおそらくその呪いがない。だから、協力を頼み込んでいたのさ。力がないからと断られていたがな」

　なるほど。鞍馬さんを口説いているように見えたのは、そういう理由だったのか。

「鞍馬さんが鬼だと知ってたのか……」

「まあな。同類には気付く。結構前に日本へ戻ってきたようだったからな、あの一族は」

　その表情は真剣で、切れ長の瞳ひとみはまっすぐ俺を見み据すえている。

　だが、信用できるのだろうか？

「とりあえず、呪いのことは置いておくとして。でも、自由になるためなら先輩が相坐家を皆殺しにでもすれば、それで済む話じゃ？」

「無粋な挑発などやめてくれ。オレに貴様と刺さし違ちがえてまで一族のために尽つくす義理はないし、仮に相坐家を皆殺しにできたとしても、その後に待つのは鬼神による支配に、世界の破は滅めつだろう。まったく以て下らない。虫むし酸ずが走る」

　すぐに信じるのも危険だが……その真剣な眼差しは、噓を言っていない気がした。

　なんにせよ、ここは聞き出すだけ聞き出してみたい。

「じゃあ、鬼神の封印に協力するという意味ではなく本当に鬼神の消しよう滅めつ？」

「そうだ。武士は鬼神を消滅させる術すべを知らないだろう。だからこそ、封印をするためだけにここまで血脈を繫つなげてきた。違うか？」

　消滅させる術を知ってれば、確かに世界は平和になっている気がする。少なくとも世界が滅びるようなことにはならないはずだ。

「俺に、それを信用しろと？」

「すぐに信用してもらえるとはオレも思っていない。そもそも鬼神を倒そうとしているのは、一族の中では後にも先にもまだオレひとりだ。露ろ見けんすれば、ただじゃすまん」

「先輩も危険を冒おかしているわけか」

「そうだ。二十年前の鬼神復活の時、鬼は手て酷ひどくやられて壊かい滅めつ状態に陥おちいった。オレが今、こんなことをできるのも、その立て直しに手間取っているからだ。連絡の付かない一族も多いからな。やるなら、オレと貴様に力がある今が最適のはずだ」

　やはり、鬼たちの活動が活発じゃなかったのは、壊滅状態だったからか。まあ、この辺りは予想の範はん疇ちゆうだな。

「鬼の主流派は、俺ってか相坐家に関わる余裕もないってことか」

　道理で親父が言うほど、鬼の出現が多くないわけだ。

「そういうことだ。貴様とて、自分の血で将来を縛しばられたくないだろう。自分の子孫に背負わせたくはないだろう。そこをよく考えてみてくれ」

　そう言って御雷先輩は振り返る。その際に紙らしきものを飛ばしてきた。指で受け取ると、それは名刺だった。ああ、そう言えば鞍馬さんも貰もらったって言ってたっけ。

「オレの連絡先が書いてある。もっと詳くわしい話を聞きたいのであれば呼び出せ。オレに答えられることなら全部答えてやる」

　背中越しにそんなことを言って、そのまま彼は立ち去ってしまった。

「お疲れ様です、兄さん」

「ああ、紗優。悪かったな、暇だっただろ」

「いえ、兄さんの百面相は面白かったですよ。疑ぎ心しんの表情はレアですからね」

「あのな……」

「それで、あの話、信じるんですか？」

「まだその段階じゃないな。もう少し話を聞いてもいいとは思ってるけど」

　そもそも本家にこのことを伝えるべきか……。少なくとも、俺だけで進めていい話ではない。ただ伝えても、力を持ってる鬼ならさっさと退治しろと言われそうだ。

「でも、あの人がただ兄さんに会いに来たということになると、姉さんをストーカーしていたのは結局誰なんでしょう？　誤魔化してたようには見えませんでしたが」

　どうやら紗優もストーカーという認識は改めたらしい。

「そう言えばそうだな」

　鬼らしくもないし、噂通りの人にも見えないし、ちょっと不思議な人だった。

　結局、ストーカー問題は解決せず、か。だけど、これはもしかしたら……。

「では、戻りましょう。買って来たお野菜とお肉を冷蔵庫に入れないといけませんし」

「……そうだな」

　俺は紗優と一緒に家に戻る。

「ただいま」「ただいま帰りました」

　玄関で靴を脱いでいると、鞍馬さんの声が微かすかに聞こえてきた。

「電話、ですかね？」

　どうやらそのようだ。そして、どうも相手は親父さんらしい。

「待ってください！　父上！」

　部屋の奥からそんな大きな声が聞こえてくる。

　そして、それきり声は何も聞こえなくなった。

「何があったんでしょう？」

「……なんだろうな」

　リビングに戻ると、少し俯いて鞍馬さんが部屋から出てきた。

「あ、お帰りなさい。相坐くん、紗優ちゃん」

「姉さん、大きな声を出してましたが、父さんと喧けん嘩かでもしましたか？」

「き、聞こえてた？」

「最後しか聞いてませんでしたが。何か悩みがあるならお聞きしますよ」

「ありがとう……。でも、わたし自身の問題だから。あ、お野菜入れるの手伝うよ」

「はい。では、よろしくお願いします、姉さん」

　結局、鞍馬さんは煉れん獄ごくさんに何を言われたのだろう？　その顔色は妙みように青ざめていた。

　……彼女を悩ます要因にならなければいいんだけど。




　紗優と鞍馬さんの作った料理を食べてから、俺は自分のベッドに寝そべりながら、ずっと考え事をしていた。

　すでに日を跨またぎそうな時間となっている。

『オレと共に、鬼神を討たないか』

　御雷先輩の言葉が、ずっと心に引っかかっていた。

「鬼神を倒す、か……」

　妄想の中では何度もしていたことだ。だけど、絶対に叶わないと思っていたことだ。

「それが、もしかしたら覆くつがえる可能性を、ここにきて鬼の方から提案されるとはね」

　鬼神を封印ではなく倒すことができたとしたら相坐家はその役目を終える。

　そして、役目が終われば、適正者のことを考こう慮りよしなくてもよくなるということだ。

　そうすれば鞍馬さんとも気き兼がねなく…………いやいやいやいやいやいやいやいや。

　なんで鞍馬さんが了承する前ぜん提ていなんだ。世の中、そんなに甘くない。

「だけど、鬼神を倒すことそのものは、可能性があるなら考えるべきだよな」

　俺は本家や親父たちの話を信じ込んで思考停止をしていた。

　鬼神は不死身であり、倒せない、と。

　もちろん、それは俺や本家のご先祖様たちが膨ぼう大だいな年月の果てに得られた経験、その尊い情報だ。それを軽視するわけじゃない。

　それでも、倒す算段を諦めるのもおかしい気がした。

「もっと、踏み込みたいところだな……」

　やはり、御雷先輩に話を聞くべきか。それとも、まずは本家に伺うかがいを立てるべきか。

　コンコン――。

　そこへ控ひかえめなノックが響く。紗優のノックとはちょっと違った。

「入って、いいですか？」

「うん、いいよ」

　カチャリと、控えめに扉を開けて、鞍馬さんが部屋に入ってくる。

「って……！　鞍馬さん!?」

　とんでもない格好だった。

　上半身に寝ね間ま着きは着ている。だが、ボタンを留めてない。その上、明らかにブラを着けていない。前の広がった上着がかろうじて大事な部分を隠しているが、胸の膨ふくらみを隠そうとすらしていなかった。ショーツも上着が多少は隠しているが、殆ほとんど見えてしまっている。風呂上がりなのか、体は熱を持ったように火ほ照てっていた。

「なな、な、なななな、な、なんて格好を！　早く！　服を」

「い、いいんです。このままで……」

　鞍馬さんは少しずつ俺に近づいてきた。

　そして、俺の正面に優しく寄より添そってくる。石せつ鹼けんの香りがふわりと鼻び腔こうをくすぐった。

「おねがい……。抱いて、ください……」

「え」

　鞍馬さんは今なんて言った？　抱いてくださいって言った？

　それって、男と女の……。

「相坐くん……」

　俺を押し倒すようにしなだれかかってくる。思わず後ずさってバランスを崩し、ふたりでベッドに倒れ込んだ。

　彼女の熱すぎるぐらいに火照った体温が薄い布地を通して、ダイレクトに伝わってくる。ほんのりと漂う女の子の匂いが、少し荒い吐息が、女の子特有の体の柔らかさが、俺の理性を徐々に剝はがそうとした。

　今すぐ思考を放ほう棄きして、鞍馬さんを襲いたい。そんな欲望が脳裏をかすめる。

　そんな感情に、残った理性で必死に抵抗した。

「く、鞍馬さん、ど、どうしたの……!?　いき、なり……」

　止めようとしつつ、意識は押し当てられる柔らかい胸の感触にいってしまう。

　直じかに揉もんだら柔らかいのだろうか、などという愚にも付かない思考が脳内を支配しそうになった。

「えっちなお願いでも、なんでも、しますから。わたしを、好きになってください……」

　やっぱりおかしい。絶対におかしい。

　合意の上でキスができる――とか、そんなことを考えている場合じゃなかった。

　その魅力的な体を抱きしめてしまいそうになるが、根性で止める。

「ど、どんな行為でもいいんです……。わたしに、相坐くんの痕あとをつけてください。嫌なところがあれば直します。相坐くんの理想の女の子になりますから……」

　何が起こってるのか、鞍馬さんの目的がなんなのかも、わからない。

　だけど、確かなことは鞍馬さんが決して本心ではないということだ。その瞳は怯おびえ、体は震ふるえていた。

　それでも、なお鞍馬さんは俺に体を押しつけようとしてくる。

　何かが違うと俺の心の一部が訴えていた。間違いなく彼女は無理に無理を重ねている。

　抱きしめそうになっていた手で、鞍馬さんの肩を摑んだ。

「ダメだ！　鞍馬さんのそれは本心じゃない！　したくないでしょ、こんなこと……！」

　すると、鞍馬さんの瞳から涙が零れた。

「なんで……！　なんでここまでしても、受け入れてくれないんですか……！　わたしの体に魅力がないからですか？　わたしの顔がダメなんですか？　わたしの性格が嫌なんですか？　それとも鬼だから無理なんですか？」

　お腹の底から絞しぼり出だしたかのような、悲壮な声。その表情は絶望と失望に塗ぬり固かためられ、そして、落らく胆たんしたかのようだった。

　だけど、鞍馬さんの言ってることは間違っている。

「冗談じゃない。顔も性格も体も、文句なんて何ひとつないよ！　全部魅力的だ！」

　こうして襲いかからないように、心のたがを外さないようにするだけでも精一杯だ。

「だったら、抱いてください……！　喜んでもらえるように頑張りますから……！」

「……嫌だ！」

　腕に力を込めて、鞍馬さんの体を強引に引き離す。

　そして、そこから抜け出すと、俺と鞍馬さんはベッドの上で正座しながら向き合う形となった。

　俺たちの、少しだけ乱れた息遣いだけが部屋の中に響く。

　見つめ合いながら、しばらくそんな時間が続いた。

　俺の携帯が場違いな着信音を鳴らし始めたが、彼女を放って取る気になれない。そして、諦めたように着信音が鳴り止んだ。

「どうしても、ダメなんですか……？」

　鞍馬さんの嘆くようなくぐもった声が耳に届く。

　今までに見たこともないほどに彼女の表情は陰かげり、生気を感じられない。頰を伝い涙が落ち、ベッドシーツを濡ぬらしていく。その涙は止まる気配をまったく見せなかった。

「俺の知ってる鞍馬さんは、こんなことする人じゃない」

　純粋で、真面目で、恥ずかしがり屋で、頑張り屋で……。ちょっとだけ、ドジ。

　それが、俺の知ってる鞍馬さんだ。

　だけど、そんな俺の言葉を聞いて、鞍馬さんは暗く微笑む。その表情は、あまりにも今までと違う印象で――背せ筋すじが凍った。

「相坐くんが……わたしの何を知ってるんですか」

　感じたのは怒りのような、哀しみのような、あるいは寂しさのような、判別の付かない情念だ。

「前にちゃんと言ったじゃないですか。わたしは、腹黒で悪女って言われる人間だって……。わたしは、相坐くんに対して、ずっとこんなことをしてたんですよ」

「え……？」

　鞍馬さんの言葉を理解するのに、少しだけ時間を要した。

「初めての出会いが偶然だと思いましたか？　相坐くんのナンパが終わった時に会ったのが偶然だなんて思えましたか？　体育倉庫に閉じ込められたのが偶然だと本気で思ってますか？」

　鞍馬さんはとめどない涙と共に暴露する。これまでのことを淡々と……。

「すべて、わたしがそう仕し組くんだだけです。体育倉庫では、キスぐらいしてくれると思ったのに、相坐くんはわたしの想像以上に奥手でした」

　ようやく気付く。俺は罠わなにかけられていて、そして、騙だまされていたんだ。

　今まで起こっていたトラブルは彼女が少しドジだから、あるいは天然だから。そんな風に思い込んでいたところもある。

　しかし、騙されていたのならば辻つじ褄つまは合った。そうじゃなかったら、こんな可愛い子が俺にあんな風に接触してくるわけがない。

　だけど……何故だろう。それでも、俺は今の彼女に嫌悪感を抱かなかった。

　まるで天使が、無理して純白な翼を隠し、悪魔を装よそおっているように見えてしまう。

　今の彼女から何も悪意を感じないからかもしれない。むしろ、贖しよく罪ざいを求めているような気すらする。

　そんなものは、俺が都合よく描いた妄想かもしれない。でも――。

　学園を案内していた時、鬼だということを明かした時のように。まるで本当は聞いて欲しくて仕方ないというように聞こえるのだ。

「全部、演技だったの……？　どうして、そんなことを……」

　鞍馬さんは痛々しい表情になり、震えながら口を開く。

「最初から父上から命令を受けていたからですよ。相坐凪紗を、籠ろう絡らくしろ、って……」

「ろ、籠絡？」

「ストーカーなんて話も真っ赤な噓です。先輩には……悪いことをしました」

　まさかとは思っていたけど、やっぱりそうだったか。ストーカーの人物像が鞍馬さんと煉獄さんでズレていたからな。その上、御雷先輩にも心当たりはなかったようだし。

　ただ、仕組んだと彼女は言うが、その割に鞍馬さんの俺へのアプローチは至し極ごく不自然だったような気もする。

「その割には、色々と杜ず撰さんだったような気がするんだけど……」

「当たり前ですよ。そんな命令、受けたのなんて初めてなんですから……。慣れないなりに雑誌や漫画を参考にして……。体育倉庫の時みたいに、たまたま上手くいったものもあります。ナンパしてた時に会えたのは、奈巳さんたちからメールが来たからで……」

「でも、なんで俺の籠絡なんて……」

　鞍馬さんはより一層、表情を険けわしくした。

「父上の命令の意い図となんてわかりません！　でも、わたしは、鬼として生きることを否定されたんです……！　本来、わたしは闇くら山やま血統の集大成になるはずだった……！　桁けた外はずれの力と浮ふ遊ゆうする能力を手に入れて……！　でも、この〈霧む散さん〉の能力が、父上の計画をすべて狂わせてしまった……！　千年以上も継ついできたわたしたちの悲願を……！」

　手で顔を覆って鞍馬さんが慟どう哭こくする。その手からは、本来あったはずの力が零こぼれ落ちていくように涙が滴したたった。

「煉獄さんも、鞍馬さんが集大成になるはずだったと言っていたよ。力を失って諦めたと、そうも言っていた。じゃあ、〈霧散〉って？」

「あらゆる血の力を収束させず、拡散させる力です。わたしに触れているだけで、鬼や武士たちが扱う力の大半が拡散します。……でも、自分自身の力も拡散してしまうから自由に力が出せないんです。そして、子供にも遺伝する……！」

　もしかして、鞍馬さんに触れた状態で倒れたりすると痛かったのはそれが原因か？

　武士は、衝撃の際に無意識に力を発動させる。しかし、力を無力化されれば、当然その痛みはダイレクトに伝わるわけで……。

　そして、その〈霧散〉が遺伝するということは、煉獄さんが鞍馬さんに俺を籠絡しろと指示した理由は、まさか――。

「だから、わたしにはもう鬼として生きる道はない。母としても生きるのも無理なんです。だったら、せめて女として役に立ちたいから……。娘として父上の期待に応えたいから……。これで女として生きることまで否定されたら、わたしの価値なんて何も……」

　人生をすでに諦めたような、それでいて、俺に縋すがるような目を鞍馬さんは向けてくる。

　彼女もまた、血に、血脈に、血統に、人生を縛られてきた人なのだ。

「同情でも、憐れん憫びんでもいいんです。相坐くん……。わたしを、抱いてください。わたしを、女にしてください。わたしの、すべてを、捧ささげますから……。すべてを、初めてを奪ってください。女としての喜びを、わたしに……ください……」

　再び、鞍馬さんが俺に顔を近づけてくる。

　俺は彼女の感情ごと止めるように、また肩を摑んだ。

「鞍馬さん。なんで、そこまで……」

「わたしは、普通の恋も普通の生き方もできません……。望まれた子を為なすこともできない、ただの……鬼です。だからですよ。出会っていきなり鬼だって発覚したのは失敗でしたけど、それで相坐くんの同情を買えたのなら、きっとよかったんです……」

　悲壮感を漂わせる声が、本音と一緒に口から零れた。

　俺もそうだったけど、彼女も彼女で普通の恋も普通の生き方もできなかったのだろう。

　血が、縛るのだ。昔から連れん綿めんと受け継がれてきた血脈が、それを許さない。

　だけど……！

「鞍馬さん。俺は、普通に恋することも、普通に生きることも、できると思ってる」

　俺がそう言うと、彼女は失意の底に沈んだような表情を向けた。

「……できるわけないじゃないですか。どれだけ普通に近づこうと最後の最後で、血が邪魔をします」

「確かにそうかもしれない。でも、普通に近づくことはできるんだ……！」

「そんなこと、根拠なく言わなくてもいいです！　そんな意味のない言葉なんて……！」

　俺がそうだったように。彼女も気付いていないだけなのだ。

　俺も親や本家に期待されていた。だが、それに応えられるほどの力がなかった。重責だけがのし掛かった。やはり、鞍馬さんと俺は似ている。

　情けないことに、鞍馬さんと比較してようやくだけど――俺は気付けたのだ。

　俺たちが考えている〝普通〟には、きっと近づける、と。

「根拠はないよ！　でも……証明する！」

　それは外から見れば無駄な努力なのかもしれない。実際に特殊な力を持っている時点で、〝普通〟と言い張るのは無理があるのだから。

　でも、そんなもの……。意識次第でどうにでもなるんだ！

「鞍馬さんが、普通に生きていけることを、俺が証明してみせる。だから、今すぐこんなことを――」

　ガチャリ、と部屋の扉が開いた。顔を覗のぞかせたのは、私服を着込んだ紗優だ。

　紗優は鞍馬さんと俺を見て、顔に困惑の色を浮かべたが冷静に用件を伝えてくる。

「……あちらで問題が起こったようです。兄さん、準備を」

　色々言いたそうな顔ではあったが、武士としての任務の方が重要と判断したのだろう。淡たん々たんとそう告げてきた。さっき携帯が鳴っていたのはそれか。

　今の鞍馬さんをひとりにするのは避けたかったが、それでも本家が直接電話してくるとなると、それは一大事のはずだ。かなり大きいトラブルだろう。

「鞍馬さん。戻ってきたら、また話をしよう」

　俺はハンガーからジャケットを取り……それを鞍馬さんの体に羽織らせた。

「ちなみに鞍馬さんは魅力的だっていうのは本当だから。理性が壊れないように必死だったよ」

　俺はそう言って逃げるように部屋を出る。さすがに今のは言ってて恥ずかしかった。

　いつもだったら失言ランキング更新だけど、絶対に言わなきゃいけなかったと思う。

　だけど、彼女は俺を目を合わすことなく、ずっと俯いていた。




　俺は紗優を伴って家を出た。

「封印の地に侵入者が入ったようです。すでに本家の人たちは突破されてしまったようで。今すぐそちらへ」

　そして、紗優を抱だき抱かかえ、足に血を巡らせて跳ちよう躍やく。俺たちは封印の地へと急ぐ。

「部屋で何やってたんですか？　邪魔をしてしまったようですが」

　連続で跳躍している最中、紗優がいきなり尋ねてきた。やっぱり気になるか。

「まあ、なんというか……。誘惑をされてたんだよ」

「おや、相思相愛でしたか」

「そんなんじゃないよ。父親から俺を籠絡してこいって命令を受けたらしい」

「……理由はわかりませんが、そんな事情が？　それで、兄さんはどうするんですか」

「どうするって？」

「姉さんを軽けい蔑べつして、突つき放はなすんですか？　兄さんへの好意はすべて噓だったということになりますし」

「……軽蔑して突き放すなんてことはないよ」

　あとで話をしようと約束もしたしな。

「ふむ、そうですか。でも、兄さん、あんまりショックを受けてませんね」

「そう見えるか？」

「ええ。なんか楽しそうです」

「でも、お前も怒ってないよな？　いつもだったら、よくも兄さんを騙しましたね、とか怒ってそうなのに」

「私、女の人を見る目には自信あるんで」

「あ、そう……」

　鞍馬さんを悪人とはまったく思ってないってことか。

「何にせよ、兄さんがあんまり気落ちしてなくて安心しました」

　そうだよな。実際のところ、俺は騙されていたんだ。

　でも、なぜか怒りが湧わいてこない。落ち込んでもいなかった。

　それは単純に、あんな可愛い子が、理由もなく俺に言い寄ってくるわけがないということに納得したことがひとつ。

　もうひとつが、彼女が何事にも一生懸命だったのだな、ということ。

　少女漫画やファッション雑誌を読んで、それを鵜う吞のみにして、俺を籠絡しようなんて微笑ましいじゃないか。

　もちろん馬鹿にしているわけじゃない。俺だって鞍馬さんと仲良くなりたい、後あと腐くされなくキスをしたいと必死だったのだから。俺の行動はきっと外からは滑こつ稽けいに見えたことだろう。

　俺が鞍馬さんの立場だったら、と思うと、むしろ彼女に共感してしまう。

　それに猫が好きなのは本心だったはずだ。あれが演技だったら、名女優過ぎるだろう。

　でも、なんとなく。

　これはもしかして惚ほれた弱みってやつだったりするのかな、なんて思った。

「鞍馬さんを長い時間、ひとりにするのは不安だからな。手早く片付けるぞ」

「了解です、兄さん。早く姉さんのところに帰りましょう」

　俺は屋根から屋根へと跳躍しながら、封印の地へと急いだ。




　封印の地。

　家から少し離れたそこの森林公園は、在日米海軍の住宅専用施設が併へい設せつされている。有事や特別な時以外、日本人の立ち入りが禁止されているこの区域の中に、さらに厳重に立ち入りが禁止されている区域がある。

　そこは相坐家が超法規的に管理している土地で、日本人だろうと米軍の兵士だろうと、立ち入りを許されない。

　相坐家に列つらなる者だけが立ち入ることを許可されている。

　かつて、始し祖そが鬼神を封印した大地であり、今もまだ鬼神が眠る場所だ。

　本来は俺や紗優が入るのにもいくつかの手続きがあるのだが――。

「今回は立ち入り許可、すでに発行されてるんだよな？」

「はい。事後でいいそうです。本家からちゃんと許可を得ています」

「上等！」

　大きな柵さくを跳とび越こえ、封印の地へと入る。周りを木々に囲まれた、だだっ広い何の変哲もない、どこにでもありそうな丘きゆう陵りようだ。

「ここに世界を滅ぼす災さい厄やくが眠っているなんて、今でも信じられませんね」

「俺も、親父たちの封印の儀式を実際に見てなかったら信じられなかったよ」

　周囲を見渡すと、力を使うまでもなく侵入者はあっさりと見つかった。

　丘陵の中心に、ひとり、見覚えのある人が屈かがんでいる。

「来たね……。魅花はしくじったか」

　彼はおもむろに立ち上がり、俺たちに向けて告げた。

「煉獄さん。ここへ何をしに来たんですか。ここは入るのを禁止にしているんですが」

「ははははは……。鬼神様を復活させに、と言いたいところだけど、少しだけ違う。もっとも、結果的には鬼神様の復活に繫がるのだけどね。僕らの最終的な目的に……」

「……俺たちを騙していたわけですか」

「できれば、あの噓が本当であればよかったのだけどね。残念ながら、この血にかけられた呪いは、安あん寧ねいな生活など許してはくれないのだよ」

　呪い。それは御雷先輩が言っていたやつだろうか？

「我が一族は、武士に追われながら海外に逃げた。力が弱かった我々は、試し行こう錯さく誤ごしながら異人の特殊な血と配合を重ね、一族の力を少しずつ強化していった。しかし、闇山血統の集大成となるはずだった魅花に発現した〈霧散〉の能力がすべてを無に帰した。その上、その力が子供にも遺伝する以上、もはや闇山血統に未来はない」

　煉獄さんは淡々と語る。鞍馬さんが金髪と日本人離れしていたのは、海外の人と血を交わらせてきたのが理由か？

「僕らには、鬼神復活を阻止する武士を無力化するという道しか残されていなかった。いや、むしろそれが残ったことには感謝するべきなのだろうね」

「……それで鞍馬さんと俺をくっつけようと？」

　もし、武士に〈霧散〉が遺伝すれば、鬼神封印や鬼退治、あらゆることに制限がかかるはずだ。そうなれば当然、鬼神の復活を阻止する手立ては消える。

「おや、気付いていたかい」

「ついさっき判明しましたよ」

「くくく、魅花め。堪こらえきれずにバラしたな。まったく噓をつけない娘だ。君の足止めも命令したというのに、それも失敗しおって」

　……御雷先輩と話してから戻ってきた時に、鞍馬さんが声を張り上げていたのはこれか？　それで、焦あせってあんな誘惑をしてきたのかもしれない。

　真面目な鞍馬さんらしかった。

　だが、煉獄さんの表情は不満そうだ。

「君を無力化することはできなくとも、魅花と配合させることで、君の次の代から力を失わせることはできるからね。本家の当主がどこにいるのかは知らないが、君ら分家を無力化できるだけでも充分な成果だ。……うちの魅花はお気に召めさなかったかい？」

「あなたは父親として、娘の思いを踏ふみにじるつもりですか……！」

　鞍馬さんは必死だった。父親の期待に応えようと。きっと、いつか普通の家族として生きたいという思いが、彼女をそうさせていたのだろう。

『父上にわたしたちの血統は弱くて地味なものだと言い聞かされてますから。だから、わたしは今回の映画に共感したんだと思います。わたしもああいう風になりたかったなぁ……』

『わたしは、母体として役に立たないと言われてますし……』

『家族ですかぁ。憧れます』

『わたしは普通の家庭がよかったです。父がいて、母がいて、姉がいて……。みんなと一緒に勉強して、遊んで……』

　そんな思いが、重荷が、彼女を縛り付けた。

〈霧散〉が発現し、血統を緩かん慢まんな死に追いやってしまったという負い目もそれに輪をかけたはずだ。

「人の意思を無視して、産む道具みたいに……。最低です」

　紗優が我慢できなかったのか、辛しん辣らつに口を挟んだ。

「そんなもの自覚しているさ。だが、それは武士の一族である君らも同じだろう？」

「兄さんと貴方を一緒にしないでください！」

　そうフォローしてくれるのはありがたい。でも……。

「……そうですね」

　どれだけ〝世界のために、これは正しい〟と囀さえずろうと、適正者が武士の血統を繫ぐために必要な要素という側面は存在する。

　俺たちが力を失わないために適正者を選ぶのも、煉獄さんが鞍馬さんを俺に宛あてがうのも、女性を都合よく利用しているという事実は変わらない。

　煉獄さんは俺が黙ると、拳を突き出すようにゆらりと構えた。

「だけどね。もう、そんなものを待つ必要もない。ようやく、もうひとつのプランに目処が付いたのだから」

「目処……？」

「武士を殲滅すれば、封印の儀式はできなくなる。だから、僕が最強の血統Ｌｅａｄｉｎｇ　Ｂｌｏｏｄになればいいッ！」

　その瞬間、煉獄さんが俺たちに向かって踏み込み、大地の爆発と共に距離を一瞬で詰めてきた。人間離れした脚力による、デタラメすぎる凄すさまじい突進だ。

　そして、その突進力を活いかすように、俺たちに向けて拳を振り下ろしてくる。

　ただの拳じゃない。俺は紗優の腰を抱いて、血の力を足へと集中させた。全力で大きく跳躍して避ける。

　その拳が俺たちがいた空間を貫き、地面へと――着弾した。まさにそう表現した方が正しいだろう。拳の当たった箇所は爆発を起こしたかのように、小型のクレーターとなっていた。

　拳ひとつで、とんでもなく馬鹿げた威力。あんなものを食らったら五体ひとつ残らないかもしれない。それを頭に思い描いてぞっとする。

　紗優が俺から離れ、スカートの中に忍ばせたホルスターから拳銃を二丁取り出した。

　無言で煉獄さん目掛けて撃ちまくる。だが――。

「そんな玩具おもちや、通用しない！」

　俺の作った弾はまるで効きいていなかった。効いてるのかもしれないが効果が薄すぎる。

「だったら、これはどうです！」

　紗優は拳銃を放り投げ、両手を突き出して十本の光線を放った。来る前に〈一いつ子し相そう伝でん〉を行って宿した、紗優との子供、天照アマテラスの力だ。

　綺麗な軌跡を描く光線が、煉獄さんの体に命中する――はずが、腕の一振りで光はすべてかき消された。

「な……!?」

　紗優が驚きの声を上げる。

「効かないね。だけど、その光は少々鬱うつ陶とうしいな」

　その隙に煉獄さんが紗優に向かって飛翔した。俺も追いかけるが、あまりにも速度が違いすぎる。間に合わない！

　煉獄さんの拳が振り上げられ、紗優へと振り下ろされる。

　紗優は大きく体を動かし直撃を避けるものの、拳が着弾した瞬間、衝撃で体があらぬ方向に大きく吹き飛んだ。

　俺はそちらへ跳躍し、落下する紗優の体を抱き留める。

「大丈夫か、紗優！」

「………」

　紗優は衝撃が原因か、ぐったりと気絶していた。

　だが、無事ではあるようでホッとする。

「ごめんな……。いつも、お前にばっかり負担をかけて……」

　俺は岩陰に着地し、身を潜ひそめた。紗優の体をそこに隠すように横たえる。

　もう紗優を戦力として計算はできない。自分の冷れい徹てつな部分が、そう答えを弾き出した。

　だとすれば、俺にできることは限られる。

　まずは人の視線を可か視し化かし、煉獄さんの位置を確認する。その視線は岩陰に隠れているはずの俺の位置を確実に捉とらえていた。

　……そう言えば、武士の力を感知することができるとか言ってたな。

「隠れることもできないのか……」

　俺は急いでナイフを取り出す。

「躊躇ためらうな……！」

　自分に言い聞かせるように呟き、俺は自身の左腕の肉を、縦に深く切る。

「が……、う……、ぎ……！」

　痛みをすべて遮しや断だんすることができず、鋭い激痛が襲ってきた。歯を食いしばって我慢する。衝撃の痛みを無効化できると言っても、ナイフで肉を刺す痛みは遮断できない。

　左腕から大量の血液が溢れ出る。しかし、その血は地面に垂たれなかった。

　俺の血は編あみ物を編むかのように複雑に絡み合いながら、紗優を包むようにドームの形を構成していく。

　血液には血小板という要素が存在する。血液を凝ぎよう固こさせて傷口を塞ふさぐ細胞だが、武士の力は凝固という現象を極限にまで高め、さらに白血球の異物の排はい除じよを行う要素と結合させることで、絶対的な防御を作り出すことができた。

　武士が、血の力を扱う能力を持つ、その本ほん領りようだ。

「金こん剛ごう大おお盾たて……！」

　多少の攻撃であればすべて遮断する、血の防ぼう御ぎよ膜まくだ。人をひとり包むぐらいに広げると結構な量を使うことになるのが難点だが……。動けない紗優の安全を確保したまま戦うには、これぐらいしか手段がない。

「長時間持たないからな。手早く煉獄さんを無力化しないと……」

　俺は血液を操り、傷口を塞いだ。それから血の付いたサバイバルナイフを握りしめる。こちらにゆっくりと近づいてくる煉獄さんへと向かった。

「おや、隠れるのは終わりかい？」

「あなたが以前、無駄だと教えてくれましたしね」

「はは、失言だったか。しかし、君は何をしに来たんだい？　腐っても武士の一族だから、僕も警戒をしていたのだけど……。君はあまりにも弱いね。弱すぎる」

　悔くやしいが、反論できない事実だった。

「まあ、隠す必要もないけど俺は弱いですよ。歴代の武士の中でも最弱でしょうね。何しろ、身体能力を化け物みたいに上げられないですから」

　先代の親父も本家の八や嶋しま兄にいも、武士の力を使えば先ほどの煉獄さんのような大地を爆発させる拳を繰り出せたのだ。

　八嶋兄なら、それこそ一分もかけずに煉獄さんを倒しているだろう。

　だが、俺にはそれができなかった。いつまで経たっても身体能力向上の力が上手く扱えないのだ。人の領域を超えられるといっても、他の連中はさらにその遙はるか上を行く。

　親父曰いわく「常識に囚とらわれすぎだ」と意識の問題ということだが、一朝一夕に意識改革など行えなかった。はっきりと、これは弱点だと親父に警告をされている。

「ふふん。これなら、あの力を使わずとも、君を倒すことなど赤子の手を捻ひねるぐらいに簡単そうだ」

　そして、煉獄さんの拳が再び俺を襲ってくる。俺は大きく避けるが、凄まじい音と共に地面に再びクレーターができあがった。

　本当に〝現実離れした馬鹿げた能力〟だ。まともにやり合えば、俺に勝ち目はない。

「その貧弱なナイフで何をするんだい？　歴代の武士のように、刀を持たないのかな」

「必要ないもんで」

　そもそも今は上手く扱えないしな。

　すると、煉獄さんは鼻先でふんと嗤った。

「ならば、君に早々に絶望を与えてやろう。そのナイフで僕を刺してみるといい」

「は？」

「僕の体に巡めぐる力は、その程度の刃では貫けない。君の頼みの綱はそのナイフなのだろう？　そのナイフが刺さらないとわかって、君がどんな行動を取るのか興味があるね」

「……舐なめすぎですね。後悔しますよ」

「後悔するのは君だ。さあ、どこでもいい。心臓でも首でも好きなところを刺すがいい」

　煉獄さんが、心臓と首を親指で指し示し、刺して来いと催さい促そくしてくる。

「なら、遠慮なく……！」

　俺は持てる力のすべてを振り絞り、突進した。その勢いでナイフを煉獄さんの腹に突き立てるべく、躊ちゆう躇ちよもなく全力で刺突する。

　だが――。

　俺のナイフは突き刺さることなく、皮膚を僅わずかに傷つけただけに留まった。

「ははははははははは！　思った通り、弾かれたようだね！」

　腹から、雀すずめの涙のような血が服に滲にじんだだけだ。こんな夜では視認するのも難しい。

　煉獄さんは勝ち誇ほこったような笑みを浮かべる。

「そんなナイフで、僕を倒せるわけがないだろう？　これでも、闇くら山やま血統が行き着く先の一歩手前だよ。闇山の名を捨て、鞍馬という新たな血統が――」

「思っちゃいないですよ」

「……なに？」

「別にこんなチャチなナイフで致ち命めい傷しようを与えようなんて思っていません」

「毒でも塗ってたとでもいうのか？　だが、僕に毒が効くとでも？」

「……まあ、すぐにわかりますよ」

　俺は後ろに跳んで距離を取った。俺はナイフに付いた血を指に取り舐める。口の中に奇妙な鉄の味が広がった。

「さあ。俺に渾こん身しんの一撃でも、何でも放ってみてください。全力で」

　今度は俺から指で招まねくように来い来いと挑発する。

「……強がりか諦めてるのか、何かはわからないが、これで君とはお別れだッ！　その血と臓ぞう物もつは鬼神様に捧げよう！」

　煉獄さんは人間離れした脚力で地面を蹴った。

　反動によって地面が破裂し、爆発が起こる。

　彼の背後に、凄まじい量の礫つぶてと土砂が乱れて飛ひ散さんした。

　煉獄さんは体を低くして、跳躍しながら轟音と共に俺へと向かってくる。

　だが――。

　体勢を維い持じすることが敵かなわない。

　そのまま翼をもがれた鳥のように落下してしまう。

　そして、地面を滑り、砂塵を撒まき散ちらしながら転がった。

「ぐあああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　断だん末まつ魔まのような絶叫が夜気を切り裂く。

　煉獄さんは右足を押さえ、うずくまっていた。

　惨さん苦くというには生温いその顔には、玉の汗が大量に浮かんでいる。

　その右足は至るところから血が噴き出て、形もねじ曲がっていた。凄まじい力で地面を抉えぐった足は見るも無む惨ざんな変貌を遂とげており、異常があったことを窺わせる。

「き、貴様……。何を、した……!?」

　煉獄さんは「不可解だ」という表情を俺に向けた。

　もしかしたら、俺は今、冷たい目をしているかもしれない。それが自覚できた。

「あなたに〝現実〟を押しつけた」
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「……な、何を、言っている……？」

「武士も鬼も、その基き礎そとなる体は人と大して変わらない。力を行使して俺たちは化け物のような膂りよ力りよくを発揮する。決して、筋肉だけでそんな力を出しているわけじゃない」

「そんな基礎的な話……！　それが、なんだと言うのだ……！」

「踏み出す時に地面が爆発するようなエネルギーを出せる力。だけど、その反動はどうしてます？　それは自身の力が無意識に押さえ込んでいるに過ぎない。あんな化け物じみたエネルギーを、人の体――筋肉や骨だけで受け止められるわけがない」

　人がなりふり構わず全力で殴ると、自身の拳を破壊してしまうように。動物の防衛本能は自分の体が壊れないよう、本能的に制限をかける。

「これは異能の力を使っている時も同じ。どんな力を使おうと、その反動で自身を傷つけないように俺たちの力には防衛本能があり、無意識に身を守ろうと働く」

　だが、その無意識にこそ、俺の力が介入する隙すき間まがある。

「貴様、まさか、その反動を抑える無意識を……消したというのか!?」

「その通り。あなたの血を舐めて俺は解析した。その始し祖そから連綿と続く力、その原因、過程、構成、結果、すべてだ。そして、俺の血を少量でも触れさせることができれば、あなたの力から発生する因いん果がを俺の血が歪ゆがませる」

　俺の血はすでにナイフに付いていたからな。後は刺すだけで事足りる。

　だが、相手の血を解析しないことには、どのように力が働いているかはわからない。

　相手の力を理解してこそ、無意識の隙間を歪ませることができた。

　この力は俺が創り上げたもので、誰が相手であろうと現実という領域に戻す力だ。

「あなたが最強の血統Ｌｅａｄｉｎｇ　Ｂｌｏｏｄなら、俺は血を解析する者Ｒｅａｄｉｎｇ　Ｂｌｏｏｄだ」

　現実がいい、常識の中で生きたい、そうずっと思ってきた俺だからこそ、生まれた力なのかもしれない。原因や過か程ていに介かい入にゆうできるようになれば、もっと便利になりそうだけど、現時点では結果までが限界だった。

　もっとも、相手の血を舐めるとか自分の血を相手に触れさせるとか、そういう条件もあるから気軽には使えない。相手の油断や隙を衝ついてこそ発揮できる力だ。

「そんな、馬鹿なことがあるかぁっ！」

　煉獄さんは、俺の話を信じられないようだった。

　無理矢理上半身を起こして、膝立ちのまま力任せの拳を俺に振るってくる。俺がすっと避けると、その右拳は地面に着弾し、小規模ながらクレーターができあがった。

「がああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　今度は右腕がクレーターを作るほどの反動を受け、破は損そんする。むしろ、千ち切ぎれたりしていないのが不思議なぐらいだった。

「さあ、この現実を受け入れろ」

「ふ、ざけ、るな……！」

　煉獄さんは無事な左手を支えに、左足だけで立ち上がる。

　そして、片足で後ろに跳び、俺から距離を取った。着地してからバランスを崩して跪ひざまずく。その場所は丘陵の中心。煉獄さんが最初にいた場所だ。

「ふふふふふ、はははははははは！　すぐに殺しておけばよかったと、後悔すればいい。僕の目的は最初からこれなのだからな！」

　左手で地面から何かを取り出した。

　それは、ぱっと見た感じ、何の変へん哲てつもない石にしか見えない。

「これは〝裂さく磐いわ〟と呼ばれる魔石だ。地面に埋めておくことで、ここにある力はこの石の中に少しずつ取り込まれていく」

　煉獄さんはその石に、傷付いた腕から血を流していく。

「そして、自身の血を依り代に鬼神の力を取り出す……！　この大地に人の血を流せば鬼神様が復活する理論を、アイツはそのまま応用して考えついたのだ」

　血が流れる毎に、その石からは霧状の何かがゆらゆらと湧わき出だした。

「真に鬼神様の復活とはいかないが、かの力を取り込めば僕だって強くなれる！　闇山血統が、鬼たちの頂点に上り詰めるのだ！　真の最強の血統Ｌｅａｄｉｎｇ　Ｂｌｏｏｄに！」

　そして、霧は巨大な球になり――あっという間に光の巨人へと変化する。

　その巨人から感じるのは、とてつもない、力。あまりにも強大な、プレッシャー。

　少し動くだけでも、草は刈られ、木はなぎ倒され、地は抉えぐられる。

　まるで、鬼神が復活したかのような圧力を感じた。俺が二十年前に見たのと同じ、巨きよ軀く。

「はははははははは！　素晴らしい！　素晴らしい力を感じるぞ！」

　まさか、こんな形で鬼神の力が……。

　凄まじい力に、額から冷や汗が噴き出る。

　もし、こんな力を取り込まれたら無力化は絶望的だ。俺の現実を押しつける力は勝つための力ではなく、負けないための力だ。

　だが、避けようもない力が自爆覚悟で襲いかかってきたら、どうしようもない。

　現実を押しつけたと言っても、煉獄さんの拳がまともに当たれば死ぬことに変わりがないのだから……。

「さあ、鬼神様の力よ！　僕に力を与えたまえ！」

　煉獄さんが巨人に向かって手を広げた。

　その霧の一部が煉獄さんに向かい、その体を覆っていく。

　だが――。

〝……オマエデハナイ〟

　声とは思いたくもないような、奇妙で不快で形けい容ようしがたいナニかが封印の地に響いた。

　煉獄さんの体を覆っていた霧が巨人へと戻っていく。

「鬼神様！　何が違うというのですか!?　異人どもの力がいけなかったというのですか!?　吹けば飛ぶような力だった我々は、何千年もの間、鬼神様の力になろうと研けん鑽さんを重ねてきたのに――！」

　煉獄さんは霧が出ている元となる石をデタラメに動かす。

　だが、その叫びも虚しく、巨人はもう煉獄さんに対して何も反応を示さない。

　そして、巨人は煉獄さんのことなどまったく気にも留めず、その腕を振るい、足を動かして、手当たり次第に破壊を始めた。

「……マズい」

　俺の力は血を解析し、相手の力やその流れに介入すること。つまり最低限、相手に血が流れていなければ成り立たない。

　この霧状の巨人だけを無力化する手段が――ない。

　こんなのが街に放たれれば、夥おびただしい犠牲が出てしまう。街どころではない、日本全土が脅かされることになる。

　封印の儀式が通じるかどうかもわからなかった。そもそも、儀式は封印が解ける前兆が現れてから何日もかけて準備を行う。そんな準備など、今できているわけがない。鬼神が復活したのではなく、力だけがあの妖しげな石にいきなり汲み出されたのだから。

「あの石か……！」

　もし、無力化できるとすれば、煉獄さんが持っているあの石を壊すことぐらいだ。

　悩んでいる暇はなかった。可能性があれば、その実行は即決で。

「ふっ！」

　俺は、持っているナイフを煉獄さんに投とう擲てきした。

　寸すん分ぶん違たがわず、ナイフは煉獄さんの持つ石へ翔かける。

　だが――巨人に霧の壁を形成されて防がれた。ナイフが霧に阻まれ、地面に落ちる。

　まるで、守るように。石が弱点だと、あの巨人も理解しているのだ。

　そして、巨人は煉獄さんの体を薄暗い霧で覆っていく。

「ちっ……！」

　今度は、煉獄さんの石を直接奪うべく動いた。

　だが、巨人の霧の脚あしが横合いから飛んでくる。直撃は避けたが、霧に擦っただけだというのに、それでも衝撃を殺せず吹き飛ばされてしまった。意識まで刈り取られそうだったが、唇を嚙んで意識を保つ。

「……これじゃダメだ」

　今のままではあの霧を突破できない。それが本能的に理解できた。

　紗優が起きるのを待ち、再び〈一子相伝〉を行って、光で巨人を翻ほん弄ろうし、その隙に煉獄さんから石を奪う。

「それが、最善か……!?」

　俺は紗優の無事を最優先にするべく、紗優の寝ている場所へと駆けた。

　今はとにかく紗優を連れて逃げるべきだ。紗優がいれば、まだ打開策は――。

「な……！」

　だが、無情にも。

　無差別に暴れていた巨人の拳が、紗優がいる場所に落ちようとしていた。

　創り上げた防御膜の効果時間など、とうに過ぎている。

　今あの場所にいるのは、無防備な状態の紗優だ。

「待て……！　待ってくれ！　そこには紗優が――！」

　だが、俺の足は間に合わない――。

　俺の叫びを、嘲あざ笑わらうかのように――。

「紗優―――――――――――――――――――――――――――――――ッ!!」

　巨人の拳が、無慈悲に振り下ろされてしまった。拳が着弾し、凄まじい量の砂すな埃ぼこりが舞い上がる。

「あ、あああ、ああ……!!」

　あんなものが当たって、無事でいられるわけがない……！

　あれじゃ紗優は……！

「よくも……！　よくも……!!」

　怒りと共に、急速に、頭の中が冷たくなっていく。

　もはや、手段など選ぶ必要もない。紗優がいなくなったのなら、躊ちゆう躇ちよする必要もない。

　この場にいる連中を、大地ごト、スべて、消シテ――。

〝グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ……!!〟

　巨人が、大地を震わせる悲鳴のような声を上げる。

　見れば、拳を放った巨人の腕が半分消え失せていた。

「え……」

　俺の防御膜が仮に残っていたとしても、相手の力を消し去るようなことはない。

　飛び散った土と砂塵が、少しずつ晴れていく。

　そこには――。

「だ、大丈夫です！　紗優ちゃんは無事ですよ、相坐くん！」

　紗優をかばうように、鞍馬さんが腕を広げて立っていた。その周囲には抉り取られたかのようなドーナツ状のクレーターができあがっている。鞍馬さんの周りだけが、まるで何もなかったかのように元の景色のままだった。

　どうやってここに来たんだ？　とか、煉獄さんの味方をするべきなのにどうして紗優を守ってくれたんだ？　とか、様々な疑問が浮かぶ。しかし、それよりも何よりもすぐ傍で眠っている紗優が無事なことに、俺は心の底から安あん堵どした。

〝ガアアアアアアアアアアアアアアッ！〟

　巨人は苛立つように、もうひとつの腕を振り下ろす。

　着弾し、再び土と砂が立ち込める。だが、今度は俺にも見えた。鞍馬さんに触れた瞬間に、霧の腕が崩れ去るのを。

「魅花！　何故、ここに来た！　何故、邪魔をする！　その上、〈霧散〉など……！」

　煉獄さんが怒声を張り上げる。それで得心がいった。

　あらゆる力を拡散する能力、か。

「父上！　もう、止めましょう！　わたしは父上を止めに来たんです！　こんなこと、何の意味もないでしょう……！」

「黙れ！　ここで止めるわけにはいかないのだ！」

　鞍馬さんの言葉に、煉獄さんはまったく耳を貸そうとしない。未だに「鬼神様！」と喚わめいている。これでは埒が明かない。

　そして、霧の巨人はなんと腕を復活させ、今度は地面を抉り、それを持ち上げた。

　その光景を見て、鞍馬さんがしまった！　という顔になる。

　そうか。〈霧散〉はあくまで力に干かん渉しようしているのであって、物理的なものを防げるわけじゃないのか。

　あの巨人、目的もなく暴れてると思ったら小こ賢ざかしい知恵まで持ってやがる！

　マズい、あのまま地面を落とされたら、ふたりとも逃げられない！

「先輩！　紗優ちゃんをお願いします！」

　鞍馬さんが虚こ空くうに向かって叫ぶ。それと同時に気絶した紗優を影が包み、そこから凄まじい速度で離れた。今のは、もしかして……。

　いや、今は鞍馬さんを信用しよう。俺はクレーターを跳び越え、一気に鞍馬さんに近づいた。

「鞍馬さん、ここから離れよう」

　今にも巨人は地面を俺たちに叩きつけようとしている。一旦態勢を立て直さないと話になりそうもない。

「は、はい……！」

　鞍馬さんの手を引いて共に駆けた。

　自分だけなら武士の力を使えば、この場からすぐに脱出できた。だが、鞍馬さんの〈霧散〉が俺の力を無力化している。

　だから、鞍馬さんと共に全速力で走るしかなかった。鞍馬さんを見捨てるなんて、できるわけがない！

　そして、抉り取られた地面が巨人の手から離れる。

　巨大な地面は落下中、大きく複数に分裂した。

　そのひとつが、月光を隠して俺たちへと落ちてくる。

「う、おおおおおおおおおお!!」

　鞍馬さんの手を離して、足に血を集中させて跳躍した。次いで俺が使える全力を腕に込める。血の流れにそって赤き微光を放つ拳を、落ちてくる地面に叩き付けて軌道を逸そらした。

　落とされた地面は鞍馬さんから離れたところへと着弾。凄まじい衝撃と音が奔はしる。だが、なんとか直撃は避けられたらしい。

　俺は着地して、再び鞍馬さんの手を取った。

「あ、相坐くん……。す、すいま――」

「怖い思いさせてごめん。あの地面を逸らすことぐらいしかできないから、俺……」

　今はとにかく、巨人から遠くへ……少しでも離れなきゃならない。

　そして、俺たちは息も絶え絶えに、封印の地の外周部まで逃げてきた。

「はぁ、はぁ……」

　煉獄さんの持つ石を壊せば何か起こるかもしれないが、あの巨人がそれを許さない。

「無事のようだな」

　俺の横に影が渦巻き、形を作る。見れば黒装束に身を固めた男が立っており、そいつは紗優を抱えていた。そして、気絶した紗優を俺へと引き渡してくれる。

「その声……。あんた、やっぱり御雷みかづち先輩か？」

　さっきの影の気配で、ようやく繫がった。

　その男は双そう眸ぼうを針のように細くし、鋭い眼光を俺に向ける。

「そうだ。この女にこの封印の地まで連れて行けといきなり電話で頼まれた」

　そう言って先輩は俺の横にいる鞍馬さんを見る。

「鬼神を倒すために力を貸すという条件付きでな。……と言っても、こいつに触れた状態では力が使えないからオレの車で来た」

　鞍馬さん、そんな条件を吞のんでまで俺たちを助けに来てくれたのか……。

　そして、その黒装束を見て、もうひとつ思い出したことがある。

「あんた、鞍馬さんを攫さらおうとしてたんじゃ……」

　あの時、紗優と戦ったのは間違いなくこの男だ。

「……罠わなに嵌はめられただけだ。呼び出されたらそいつが気絶してて、そこに貴様がきた」

「罠って、煉獄さんの？」

　鞍馬さんに尋たずねると、居心地が悪そうにこくりと頷いた。

「それも、相坐くんを油断させて籠絡するための父の策略だったんです……。害意のない鬼であることを証明する必要もありましたから……」

　俺も御雷先輩も、それにまんまと引っかかったってわけか。

「相坐よ。あの巨人を消滅させる術はあるのか」

　御雷先輩は未だに暴れる巨人を遠目に尋ねてきた。

「味方をしてくれるのか？」

「貴様らの味方を気取るつもりはないが、鞍馬が裏切らない限りは力を貸してやる。それに鬼神を倒すため、貴様に死なれても困るからな」

　鞍馬さんが信用したというのなら信用しよう。どっちにしろ、俺だけじゃどうにもならないのだから。だとしたら、やることは限られる。

「煉獄さんが持っている石を破壊すればいいはずだ。あの石を使って呼び出したからな」

「なるほどな。だが、あの霧の巨人がそれを妨げるというわけか」

　俺は頷いた。先輩は些いささか渋い顔をして舌打ちをする。

「オレと貴様で突破できると思うか？」

「可能性は薄いけど、やってみる価値はあると思う。先輩が巨人を翻弄して霧を煉獄さんから剝がし、俺がその間に煉獄さんから石を奪えばいい」

「どう考えても、オレの負担が大きいんだが……。まあいい、貸しにしてやる」

　すると、

「あ、相坐くん！　わたしも手伝います！」

　鞍馬さんが強い眼差しを向けて、そんなことを申し出てきた。

「いや、鞍馬さんはここにいてくれ。危険すぎる」

「で、でも……！　わたしの〈霧散〉があれば――」

　鞍馬さんは責任感があるのか、退ひこうとしない。

　だが、御雷先輩が鋭く睨み付けると、鞍馬さんは怯えたように一歩後ずさった。

「鞍馬。霧による直接攻撃ならともかく、先ほどのように地面を落とされたら貴様は死ぬ。その上、大した身体能力も持っていないのだ。足手まといにしかならない」

「お、おい。御雷先輩、言い方ってものが」

「言い方など気にしてどうする。もはや、ここは戦場だ。対応策のわかった能力など、何の価値もない。鞍馬、オレたちには貴様を守るほどの余力はない。理解しろ」

　鞍馬さんは俯いてしまう。だが、俺も御雷先輩の言葉に反論ができなかった。

　事実、木を振り回されるだけで、鞍馬さんは何もできなくなるのだから……。

　そうこうしているうちに、当の霧の巨人がゆっくりとこちらへと向かってきた。その歩みと共に、地面を抉る音や木々の軋きしむ音が大きく響く。

「ちっ、のんびりと話している暇はなさそうだな。行くぞ、相坐！」

「了解！　鞍馬さんはここで紗優を頼む！」

　そして、俺と御雷先輩は巨人へと立ち向かった。

　御雷先輩は影となって疾走する。速すぎて影が蠢うごめいているようにしか見えないのだ。

　その影から雷が逬ほとばしる。巨人に命中し、霧を少しだけ離散させた。何をしたのかはわからないが、御雷先輩が使った能力だろう。

　だが、散った霧は逆流するかのように、瞬く間に元の状態へと戻る。

〝グアオオオオオオオオオオオオオオオオ!!〟

　そして、霧の巨人が咆ほう哮こうと共に、腕を振り回して影に反撃した。だが、速すぎて捉とらえられない。その巨体に任せた攻撃は完全に躱かわされている。

　その間に俺は煉獄さんへと駆けた。だが、まだ巨人の霧に囲われている。

　御雷先輩が攻撃しているのに、巨人にはまだ余裕があるらしい。雷撃を放って、霧が一部散っているが、煉獄さんを覆う霧は剝がれるような気配もなかった。

　だからといって、動かないわけにはいかない。

「煉獄さん、その石を渡してください！」

　俺は真っ直ぐに煉獄さんへと手を伸ばす。だが、霧の壁がそれを阻はばんだ。ナイフを投げた時と同じだ。俺の手は奇妙な感触に包まれ、石には届かない。

「冗談ではない。この巨人は僕らの希望となるんだ！　取り込めさえすれば……！」

「なぜ最強の血統だなんて……！　鬼神を復活させてどうするんですか……！」

「君にはわかるまい！　冷れい遇ぐうされた一族が生きるべき道など……！　弱く異国に逃げるしか道のなかった我々の無念さなど！　我々の存在意義は、鬼神様を復活させる――それしかない！　その後のことなど、考えることすら許されないのだ！」

　全力で力を入れるものの、俺の手が霧を突き抜ける兆ちよう候こうもない。

　煉獄さんを覆う霧はさっきより薄くなっている。御雷先輩が巨人と戦ってくれているおかげだろう。だけど、俺の力ではその薄い霧の壁すら破ることができなかった。

　苦戦しているそこへ、横合いからまたも霧の足が俺を蹴りつけてくる。

　避けられない。俺は咄嗟に横に飛んで少しでも衝撃を抑える。だが、その圧力は半分も抑えることができなかった。

「ぐ……！　があッ!!」

　俺は大きく吹き飛ばされる。地面を滑り、転がって倒れてしまった。

「相坐！」

　遠くで御雷先輩の声。ゆっくりと意識が霞かすんでいくのを、歯を食いしばって耐える。

　大丈夫。まだ神経は通っている。這はいつくばってる暇なんてないんだ！

「相坐くん！」

　鞍馬さんが近くに寄って俺の体を支えてくれた。

　自分の無力さが、本当に嫌になってくる。紗優が起きていなければ、俺は何もできない。八嶋兄や親父だったら、きっとこの程度のことはあっさりと解決できるはずなのに。

　だけど、自分の力のなさを嘆いていても意味がない。

　考えるんだ。今、どうすれば、この事態を収拾できるのかを……！

「……ごめんなさい」

「謝る必要はないよ。鞍馬さんのせいじゃない」

「でも、あんな……。ずっと相坐くんを弄んでたのに、今更わたしは……！」

　鞍馬さんが謝ってくるのを、俺は手で制した。

「本来なら鞍馬さんは煉獄さんに味方しなきゃいけないのに、紗優を救ってくれた。それは、なんで？」

「あ、当たり前じゃないですか！　わたしは、わたしは……！　紗優ちゃんに死んで欲しくなんかないんです！　わ、わたしなんかを、姉さんって呼んでくれる可愛い妹になってくれたのに……！　相坐くんにだって無事でいて欲しいのに……！」

　言葉が次々と紡つむがれ、止まらない。

「わたしは、武士も鬼も、そんなの関係なく、皆と仲よくしたかっただけなんです！」

　そして、彼女は思いの丈たけを叫ぶ。その声は――俺の耳にしっかりと刻まれた。

「その気持ちだけで充分だよ」

　こんな時にも自分の心配じゃなくて、俺たちの心配をしてくれる。

　やっぱり、鞍馬さんには腹黒とか悪女なんて似合わない。俺が抱いた優しいという印象は間違っていないんだ。きっと……！

「でも、わたしが失敗作だから、父上はあんなことを……！」

　しかし、それでもなお鞍馬さんは自分を責める。

「自分を失敗作だなんて、言わないでくれ。そんなこと絶対にない」

「武士の血を引く相坐くんにはわからないですよ、この気持ちは！　わたしは、人に望まれた子供すら産めない――」

「鬼でも武士でも、絶対に変わらない！　失敗作？　そんなはずがあるか！」

「でも！」

　鞍馬さんの意見は変わらない。このままでは結局、話は平行線だ。

「……改めて言うよ。証明して欲しいか？」

「え……」

「君が、失敗作なんかじゃないこと。普通に生きていけることを」




　　　　　◆




『その子のことは諦めた方がいい』

　電話口の向こうで淡々と、親父はそう告げた。

　だが、理由もなくダメだと言われても納得できるわけがない。

「どういうことだ、親父」

『実例があるかどうかはわからん。だが、武士と鬼が混じり合った時、力は強大化するだろうという記述が本家の古文書には残されている。相当古いもので、俺も最近聞いた』

「俺、聞いてないんだけど。でも、強くなるんだったらいいんじゃないか？」

『それが常識的な範囲内なら、な。お前の力、自由に扱える力の総量がコップ一杯分だとして、浴槽一杯分に増えたら制御できると思うか？』

　ピンと来ないが、訓練次第でできるようになるような気はするけど……。

『まあ、仮に子供が制御できるようになるとしよう。だが、鬼の血が交わることで、万が一にも子供が鬼へと転じたらどうなる？　世界を守るはずが一転、世界の敵に早変わりだ。それは鬼神に代わる新たな何かの誕生かもしれない。最悪もいいところだ』

「やってみなきゃわからないだろう。子供が鬼へと転じるなんて推すい測そくに過ぎないはずだ。育て方にもよるだろうし」

『……お前は何もわかっていないな。産んでみてダメだったら、それで終わりなんだよ、相坐の一族は。俺らに機会は一度しか訪れない。万が一だろうと、億が一だろうと許されないんだ。ダメになったら、鬼神の復活は止められず、世界は終了なんだからな』

「………」

『慎重に慎重を重ね、石橋は何度も叩いて渡る。千年以上、決して間違いがないようにそれを続けた。それが本家相坐家だ。そして、今や本家の当主は行方不明になり、その責務をお前が担になっている。その意味がわからないほど、馬鹿じゃないだろう？』

　そして、最後に親父は告げる。

『個人的な感情で動くなよ、凪紗。話はそれだけだ』




　　　　　◆




　個人的な感情……なのだろうな。

　だけど――それでこそ、開かれる道もあるはずだ。

『逆に弱くて地味な血統を掛け合わせて、名馬が生まれることだってある。配合っちゅーんは不思議なもんや』

　俺も鞍馬さんも、期待を裏切ってきた者同士だ。お互い、こういう生き方しかできないんだと思い込んで、人生を我が慢まんすることに慣れてしまった。

　でも、俺たちは出会い、そして、可能性が提示された。

　そう。鞍馬さんと一緒に見た映画のように……。

　駄目な血統が、優秀な血統を凌りよう駕がする可能性だってあるはずなんだ。

「君が失敗作なんかじゃないと、証明して欲しいか？」

「え、と……意味が……。そ、それにそんなことしてる場合じゃ……」

「詳しく説明している暇はない。状況もどうだっていい。証明して欲しいかどうか、それだけを聞かせてくれ」

　鞍馬さんは一瞬だけ考え込む。だが、答えはすぐに出たらしい。

「して欲しいです！　本当に、証明できるのなら……！」

　決意の籠こもった目で、俺に視線を返してきた。

　彼女の覚悟がその熱い目から垣かい間ま見える。瞳に映る蒼き刀の紋章は一ひと際きわ強く輝いた。

　ああ。世界なんて、もうどうなっても構わない。

　ここまでの覚悟を見せられる彼女に。ここまでの重責を背負った彼女に。

　こんな素敵な女の子に希望を持たせることもできない世界なんて滅びてしまってもいいだろう。

「ありがとう」

　俺は鞍馬さんの体を抱き寄せる。

「あと、ごめん。言い方も何もかも卑怯だった。これからやることも含めて、あとでいくらでも謝る。刺されても文句は言わない」

「え……」

　戸惑う鞍馬さんに構うことなく――。




　俺は、鞍馬さんの唇にキスをした。




　押しつけるようにして、お互いの温もりを感じ合うように……。
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　鞍馬さんは、そうされるのがわかっていたかのように、目を閉じてじっとしていた。

　俺は少し後ろ髪を引かれながら、鞍馬さんの体を離す。

　相坐の血と、鞍馬さんの血。血を融合し、圧縮し、加速させる。

　俺と鞍馬さんの間から白い光が溢れた。封印の地すべてを照らすような強烈な光。それがさらに輝きを増す。

「来くる未みより二ふた親おやが招まねきに応えよ！」

　大地を照らす光がさらなる眩き光を放った。

「我らが血に導かれ、来たれ我が嗣し子し――――！　そして！」

　光が虚こ空くうに収束していく。

「現し世へ、顕けん現げんせよ！」

　すべての光が消えた時……。

　そこには、ひとりの少年が淡い光に包まれ立っていた。その様子はとても神々しく、勇ましい。

　髪を短く刈り上げ、引き締まった顔をしている。目元が鞍馬さんによく似ていた。

「我が名は、タケル」

　覇気のある声。真面目そうな、硬い声だった。

　そうか、名前はタケルか。

「父上と母上の血に導かれ、参上しました」

「はは。お前が俺の息子になるのか。なんだか少し変な感じだな」

　タケルは、じっと俺の眼を見ていた。

「来てくれてありがとうな」

「いえ。父上に呼んでいただければ、どこであろうと」

　俺と違って素直だな。話が早そうで助かる。

「じゃあ、悪いんだが、今あそこで戦ってる影と協力してあのデカブツを足止めしておいてくれないか。その間、俺は別の片を付けなきゃならないんだ」

　俺が巨人を指さすと、タケルはそちらに顔を向ける。そこでは周囲で影が縦横無尽に地を、空を駆けていた。御雷先輩は未だに時間を稼かせいでくれている。

「アレの足止め、ですか？」

「ああ。倒すことまではしなくてもいい。だから、危険だと思ったらすぐに逃げてくれ」

「委い細さい承しよう知ちしました。不ふ肖しよう、凪なぎ紗さと魅花が一子、タケルが足止めを致いたします！」

　そして、タケルと名乗った少年は凄まじい跳躍と共にこの場を離れた。

「………」

　鞍馬さんは理解が追いつかないのか、惚けていた。まあ、当たり前ではある。

「……言葉にすると恥ずかしいんだけど、あの子が君と俺の息子になる」

　御業、〈一子相伝・深しん業ごう〉。

　俺自身とその対象との子供の力を未来から召喚するという御業だ。

　紗優に行ったような、相手に子供の力を宿すだけのものではない。

　接触が深ければ深いほど、現世に繫ぎ止める力が強くなり、今のように子供自身を召喚できるようにもなる。必要なのは力ではなく両者の血と子孫を残したいという本能のため、タケルに鞍馬さんが触れさえしなけば〈霧散〉で消えることもない。

　俺自身も親父が二十年前に鬼神封印をした時や、危険に陥おちいった時などに呼ばれたことがあった。その時の記憶は残留し、こうして朧おぼろ気げに残っている。だから、鬼神の姿や強さが記憶に残っているのだ。

　上手くいったのは賭かけに等しかったが――俺は上手くいくと信じていた。

　根こん拠きよは――彼女みたいな最高の女の子が、子の歩む道を違えるはずがないってことだ。

「ちょっとしか話してないけど、利発そうないい子だ。親馬鹿かもしれないけどね」

　さて。未来の息子ばっかりにやらせるわけにもいかなかった。

　俺も俺の仕事をしなきゃいけない。

「あとでゆっくりと話す時間ぐらいは作るから。それまでここで待っててくれ。すぐに終わらせる」

　俺はタケルを追いかけるように跳躍して、その場を離れた。




　今、タケルは俺の言い付け通り、御雷先輩と共に鬼神を足止めしてくれている。巨人の霧の体を足場に跳躍して攻撃を躱かわしながら。そして、適度な攻撃を加え、付かず離れず上手いことやっていた。その上、地上にまったく被害を出していない。戦闘のセンスが抜ばつ群ぐんにあるな、タケルは。

　時折、巨人の拳が飛んできても避けることもなく、まともに受け止めていた。

　だが――。

「散!!」

　当たっても、逆に巨人の拳がまるで風に散らされたかのように消えてしまう。

　その力はまるで鞍馬さんの〈霧散〉のようだった。

「鞍馬さんの言った通り、〈霧散〉の力がタケルには遺伝しているのか……」

　タケルが鞍馬さんと俺の子供だということを改めて認識する。

　しかし、鞍馬さんと違ってタケルの武士としての力はまったく衰えていなかった。もしかしたら、〈霧散〉を制御してオンオフできるのかもしれない。ただの想像でしかないけど、だとしたら、とんでもなく万能な力だ。

　正直、〈霧散〉で力がなくなっている可能性も考慮していたけど、まったくの取り越し苦労だったらしい。

　俺は長い跳躍から煉獄さんの目の前へと着地した。近くにあった俺のサバイバルナイフを拾い上げる。

　巨人は煉獄さんを守る余裕がないのか、その周りに霧の壁はない。

「……貴様。なんだ、あれは。誰なんだ、あれは！」

「俺と鞍馬さんの自慢の息子だ」

「ふ、ふざけているのか？」

「ふざけてなどいない！　あんたの娘は――最高だ！」

　俺はサバイバルナイフを手に、煉獄さんへと斬りかかった。

　片足でまともに動けない煉獄さんをナイフで牽けん制せいし、隙を衝ついて彼が手に持つ石を奪い取る。

「これで、全部、終わりだああああああああああああああああ!!」

　ナイフを突き刺し、その石を真っ二つに破壊した。

〝ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!〟

　石が壊れたことで、巨人が絶叫をあげて呻く。

　だが、すぐに消滅しない。まだ暴れたりないとでも言うように。

　消えかかってはいるが、その力は簡単に消えてくれなかった。

　あとは消えるまでどうにかして耐えるしか――。

「父上！　被害の拡大を防ぐために、こやつを倒します！　各おの々おの方がた、衝撃が大きいので、お気をつけて！」

「……え？」

　強大な気配を察してか、巨人の周囲を駆けていた御雷先輩は、その場からすぐに離れた。

「御業、〈刀とう身しん顕けん現げん〉、天あまの叢むら雲くもの剣つるぎ！」

　タケルが血の渦と共に出したものは、タケルの身長ほどの長さがある刀だった。闇夜よりもさらに黒き闇を放っており、ここからでも凄まじい力を放っていることがわかるほど、刀が力に満ちている。

「我が剣よ！　下草を刈れるように、敵を薙なぎ払はらえ！」

　そこから繰り出される横薙ぎの一撃。

　刀の軌跡と共に巨人はあっさりとその体を上下に両断され、その身は泡のように消えていった。少し遅れて、その軌跡から強烈な突風が巻き起こる。刀を振るっただけだというのに、目を疑うような威力だった。

「マジかよ……」

　俺がどうにもできないと思った巨人が、いともあっさりと消滅する。

　目の前で見たというのに、その圧倒的な力量が信じられない。

　その光景を見届けた俺の前に、跳躍しながら戦っていたタケルがスタッと着地した。

「足止め、しっかりとこなしましたよ！　父上！」

　実にいい笑顔だった。褒ほめて欲しそうな、そんな笑顔。

　この子は俺なんかよりも遙かに強い。親父はもちろん八嶋兄ですら敵かなわないかもしれない。俺が巨人には勝てないと思い込んで、足止めだけしてくれと頼んだが、それは間違いだったらしい。

　鬼神と同じぐらいの力を持った巨人を一撃で仕留めるとは……末恐ろしい息子だ。

「すごいな、お前」

　頭を撫でると、

「父上ほどではありません」

　タケルは誇らしそうに笑った。こいつの中で、俺はどれだけ強いんだ。

「あ、相坐くん！」

　走ってきたのか、息を切らせて鞍馬さんがやってくる。

　タケルは嬉しそうな表情を鞍馬さんへと向けた。

「母上！」

「……は、母上？」

「はい。私は間違いなく母上の子供です」

　純真な瞳でそう断言する。本当に目元は鞍馬さんそっくりだ。その純真な瞳も含めて。

「さっきも言ったけど、未来の俺と鞍馬さんの子供だよ。見ての通り、すごい力を持ってるし、真面目でいい性格だ。もちろん、可能性だから絶対にこういう子になるとは限らないけど」

「わたしの、子供……」

　そんな鞍馬さんの戸惑った様子に、タケルの表情は少し心配そうなものになる。

「母上。私のような人間で、失望されましたか？」

「え？　ううん、とんでもないよ。立派すぎて……それに唐とう突とつすぎて、少し実感が湧かないだけで……」

「間違いなく私は貴方の子供です。この身は一時的で仮かり初そめのものでしかありませんが、それでも貴方の子供だということは私の誇りだと思っています。母上でなければ、今の私はなかったですから」

　そう告げたところでタケルの体が、それを覆おおう淡い光と共に薄くなっていく。

「……刻こく限げんですね」

　タケルをこの世界に長い時間、繫ぎ止めることはできない。あくまであの御業は一時的に、未来の可能性を現世に具ぐ現げん化かするだけなのだ。

「父上、母上。お会いできて嬉しかったです。願わくば、私が生まれる未来になってくれることを……」

　確定している未来ではないので、そう言われると少し困るな。でも、努力はしたい。

「さ、最後にひとつだけ！　わたしなんかの子供に、生まれたことを後悔してない？」

　すると、タケルは少し驚いた表情を見せたが、すぐに笑顔を鞍馬さんへ向けた。

「とんでもない。仮に幾いく億おくもの中から母を選べと言われても、私は必ず母上を選びます。母離れできていないと言われようと……私は母上でなければ嫌です」

　少しずつその姿は光と共に消えていき、タケルは見えなくなる。

「ご壮そう健けんを。父上、母上。未来で待っております」

　そして、声も聞こえなくなった。

　タケルがここにいた痕跡はすべてなくなっている。

「余計な上に強引だったかもしれないけど、自信を持ってくれると嬉しいな。将来、鞍馬さんはあんな強くて真面目な子を育てられるってことだから……」

　鞍馬さんは何も答えない。

　ただ、小さく、本当に小さく、自信のかけらを手に入れたかのように頷いた。

　封印の地に、ようやく静せい寂じやくが訪れる。

「僕の、計画が……」

　ふと、煉獄さんの力ない声が虚こ空くうに響いた。

「父上……」

「魅花。僕は、負けた。完かん膚ぷ無きまでに。お前の好きにするがいい。殺したければ僕を殺せ。むしろ、その方が――」

「い、嫌です！　なんで、なんでですか！　わたしは父上と一緒に、普通に暮らせればいいだけなのに……！」

「呪いを知らない者の言い草だ。何度言われようと、僕は普通の生活はできないんだよ」

　煉獄さんは片足で立ち上がる。

「待ってくれ。鞍馬さんは息子の力を示しただろう！　性格だって申し分なかった！　それは彼女だったからこそだ！　次代へ血を繫ぐことぐらい――」

「そんなものに、もはや興味はない。武士の血が鬼の血を凌りよう駕がした、それだけの話だ」

　そして、それきり興味がないというように俺たちに背を向けた。

「お前たちが僕を殺さないというのであれば、ここにはもう用はない。さらばだ。もう会うこともないだろう」

「ち、父上!?」

「魅花。ここを節目としてお前との親子の縁を切る。ではな……達者で暮らせ」

　そして、俺たちが止める間もなく煉獄さんの姿は暗闇の中にふっと消える。

「父上……！　父上――――――――――――――――――――――――――っ！」

　鞍馬さんの悲痛な叫びだけが封印の地に響き渡った。
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「朝ですよー」

　どうやら体が揺すられているらしい。穏おだやかな声と共に、それに気付いた。目ま蓋ぶたを開けると、カーテン越しに窓から明るい光が差し込んでいるのがわかる。

　体を起こすと、目の前に鞍くら馬まさんがいた。

「おはよう、鞍馬さん」

「はい、おはようございます。紗さ優ひろちゃんの御飯、もうそろそろできそうですよ。早く着替えて、今のうちに顔を洗ってきて下さいね」

「りょーかーい」

　鞍馬さんは足取り軽く俺の部屋から出て行った。

　あれから封印の地での出来事は、いち早くネットでニュースにもなっていた。世間を少し賑にぎわせてしまっているが、その内、本家が対応して自然に収束するだろう。

　御雷みかづち先輩はあれから別れを告げて去ってしまった。彼がいなければもっと危険なことになっていたはずだからな。学校で改めて礼を言うつもりだ。

　彼の言う、鬼おに神がみ退治というのも信用してもいいのかもしれない。とにかく詳しく話を聞いてみたいところだ。

　そして、鞍馬さんはというと、うちで一時的に引き取ることになった。

　母さんに事情を話して、色々とやってもらっている。鞍馬さんが引き続き俺たちの部屋に住んでいるのもその一環だ。本家にも一応伝えて、許可を得ている。

　元気そうに見えるけど、父親がいきなりいなくなって大丈夫な女の子なんて、そうそういないだろう。

　鞍馬さんは煉れん獄ごくさんと普通の生活がしたかっただけなのにな……。

「きっと、今からでも間に合うよな」

　今まで彼女が失ってきた分を、俺たちが少しでも補おぎなえればいい。

　俺や紗優が、煉獄さんの代わりになれるなんて思えないし、端から見れば家族ごっこに見えるかもしれないけれど、今はそれでもいい。

「彼女に家族としての楽しさや面白さを少しでも伝えていければ、いいよな」

　それが彼女への、結果的に父を失わせてしまった罪滅ぼしにもなる気がする。

「相あい坐ざくーん。早くー」

「はいはーい」

　今日も、〝いつも通り〟の一日を始めて……。そして――伝えよう。




　ゴールデンウィーク明け。一緒に住んでいることがクラスメイトたちにバレないよう、登校し、普段と同じ学園生活を送る。

　そして、この日の授業もすべて終わって放課後となった。

　俺はやり残したことをやるために、鞍馬さんと共にある場所へと向かっている。

　以前、なんだかんだで果たせなかった約束を果たすためだ。

　高等部第一校舎から第三グラウンドに向かう連絡通路を抜け、あの階段へと辿たどり着つく。

　今度はちゃんと落ちずに下りて、その先の通路を道なりに進んだ。

「わぁ……」

　目的地へと辿り着いて、鞍馬さんは感かん嘆たんの声を上げた。

　目の前にあるのは、一面に広がる虹色の絨じゆう毯たん。学園自慢のフラワーガーデンだ。

　何の花が植うわっているのかは知らないが、花に興味のない俺でも一目見てすごいと思えるほど、そこらの植物園を圧倒的に凌りよう駕がしている。

　大学部の人がこれを創り上げたらしく、大学部すげぇとそこで初めて思ったものだ。

「綺麗、です。すごいですね……。なんというか、圧倒されました」

「そう言ってくれれば、連れてきた甲か斐いがあったよ」

「ありがとうございます。それにしても、色んな花がいっぱいありますね」

「何度も何度も、品種改良――配はい合ごうを繰り返してできた花らしいね」

「そうなんですか。うわぁ……。きっと優秀な遺伝子を集めたんでしょうね」

　そこで少しだけ鞍馬さんの顔に影が差す。やはり、まだ自分の血や遺伝子に対して思うところはあるらしい。

　でも、今日こそ、それを払ふつ拭しよくしてもらいたかった。

「詳しいことはわからない。でもさ、鞍馬さん。優秀な遺伝子ってなにかな？」

「……それは、他よりも優れた遺伝子じゃないですか？」

「そういう考え方もあるかもしれない。でも、さ。俺は一番重要なのは勝利条件を満たすことだと思ってる」

「勝利条件？」

「そう。ねえ、鞍馬さん。人の勝利条件って何だと思う？」

　鞍馬さんは頭を捻ひねりながら考える。

「……優れた才能を使って、功こう績せきを残すことでしょうか」

　俺は首を振った。

「違うよ。俺たちの勝利条件は人生を生き抜く事で、才能の優劣じゃない」

　生きるための、遺伝子なのだ。すべてはそれに収束するだろう。才能がなければ生きていけないわけじゃないんだ。

　難しい話は必要ない。生きれば、勝ちだ。

「例えば俺は確かに武士もののふの血を、遺伝子を継ついでる。でも、それはやっぱり俺たちが生きるために必要なものだと思ってる」

「じゃあ、わたしの遺伝子も生きるために必要なものなんですか？」

「うん。そして、きっとそれは子供にとっても必要なんだよ。鞍馬さんの〈霧む散さん〉は、鬼の力がいらないと思ってたから、発現したんじゃないかな」

「……そうなんでしょうか」

「鞍馬さんは武士とか鬼とか、そういうの関係なく、仲よくしたいって思ってるんでしょ？　だったら力なんてない方がいいし」

「そう……かもしれませんね」

　納得したのかどうかはわからない。

　でも、鞍馬さんは気を楽にしたように、ふっ、と微笑ほほえんでくれた。

「あと俺としては、自分らしさを継ついでくれる子さえいればいいかな」

「自分らしさ……ですか」

「俺は頭が悪いから上手く言えないけど、人の価値ってのは遺伝子だけじゃ測はかれない。確かに遺伝子で頭の回転の速さとか運動神経は決まるのかもしれないけど……。きっとそれだけじゃない。俺たちの可能性は、もっと幾いくつもあるはずなんだ」

　鞍馬さんは、俺の話に聞き入ってくれている。

「だからさ。もう自分が劣おとっているとか、血を繫つなげないとか、言わないで欲しいんだ。少しでいいから自信を持って欲しい。俺も、その、できる限り協力するから……」

　そして、小さくこくりと、鞍馬さんは頷いた。

「はい……。すぐには無理ですけど、少しずつ自信を付けていきます。何より相坐くんが、そう言ってくれるなら、が、頑張りますね！」

　それは憂うれいも何もない、太陽のような笑顔だった。

　この笑顔を見られただけで、すべてが報むくわれた気がする。

　だけど、だ。

　鞍馬さんへの用事はこれだけではない。

　この状況……シチュエーションとしては申し分ないはずだ。

　心臓がばくばくする。覚悟を、決めろ……！

「鞍馬さん。あと、もうひとつ、いいかな」

「はい、なんでしょう？」

「単刀直入に、言います」

　小さく深呼吸をして、

「好きです！　付き合って下さい！」

　鞍馬さんに真正面からそう告げた。

　やっと……、やっと気付けたのだ。自分の気持ちに。断言できる。これは恋だと。

　彼女と一緒にいるのは楽しかった。

　彼女を想っているだけで、今までになかった気持ちを抱いたりして、たった数日で自分の人生が彩いろどられた。下らないと思っていた人生が一気に華やいだ。

　これが、恋じゃなくてなんだというのだ。むしろ、今まで気付かなかった自分の鈍どん感かんさ加減が不思議なぐらいだ。

　個人的な感情なのは百も承知。でも、だからこそ、抑おさえることなんてできない。

　彼女が父親の命令で俺を慕したうように振る舞っていたのだとしても、俺はすっかり彼女のことが気になってしょうがなかった。これはやはり惚ほれた弱みなのだ。

　鞍馬さんは、いきなりの話に目をキョロキョロさせ始め、挙きよ動どう不ふ審しんになる。

　俺はじっと答えを待った。

　時間がまるでゆっくりと流れているみたいで、待っている時間が長く感じる。

　時間にして数秒だろうが、まるで何十分も経ってる気がした。

　そして、鞍馬さんの口が微かすかに開く。

　そこから出た答えは――。

「ごめんなさい……」




　　　　　◆




　ぽつんと立ち尽くす鞍馬魅み花かに、ひとりの少女が近づいた。

「なんで断ったんですか？　姉さん」

「わっ！　さ、紗優ちゃん、いつの間に……」

「いえ、たまたま見えてしまって。すごい光景に出くわしたな、と」

「き、聞いてたの？」

「ええ、ばっちりと。でも、すごく意外でした。てっきり二つ返事でオーケーするのかと。父親の命令でって聞きましたけど、私の目には割と本気に見えたんですが」

「さ、紗優ちゃんは誤ご魔ま化かせないね。最初は父上の命令だったけど、相坐くんは優しいし、自信を付けさせてくれたりして、一緒にいると楽しかったからどんどん命令とか関係なくなっていったの……。ミイラ取りがミイラになっちゃった、みたいな？」

「えっ……？」

「だ、だからね。わ、わたしも……その……相坐くんと、すごく付き合いたい、よ？」

「……え？　すいません、姉さん。ちょっと、その……意味が、わからないんですが。兄さんの方から付き合いたいって言いましたよね？」

「う、うん……。え、えっとね。相坐くんってすごい人だよね？　端たん的てきに言って」

「そうですね。私にとっては自じ慢まんの兄です」

「彼と付き合っていいのは、もっとすごい人じゃないとダメだと思うんだ」

「はぁ……。もしかして、自分は相応ふさわしくない、と？」

「う、うん。相坐くんには自信持ってって言われたけど、やっぱりすぐには難しくて」

「はぁ……」

「で、でも諦あきらめたわけじゃないんだよ？　もっと、相坐くんに相応しい女の子になれれば……。自信が持てれば……。う、生まれる子供のタケルくんのこともあるし……。ファーストキスも、してもらったし……。だ、だから、今度は、その、わたしから……」

　魅花は顔を真っ赤にして、辿たど々たどしく赤せき裸ら々らに語る。

　もしかしてこの人は自然に男を弄もてあそぶ天性天然の小悪魔なのではないだろうか、と紗優は少しだけそんな思いを顔に出したが、悟さとられないようすぐに表情を戻した。

「はぁ……。あのでも、もし仮に、兄さんが期限までに恋人ができなかったら、どうするんですか？　兄さんの嫁よめ探さがし事情については知ってたんですよね」

「そ、その時は……わ、わたしが、僭せん越えつながら立候補をしようかなって……」

「はぁ……。それはもしや、兄さんの保険になるってことでしょうか？」

「あ、う、うん。そうなる、のかな？」

「私のポジションが……」

「え？」

「……いえ、なんでもないです。頑張って下さい、姉さん」

「うん！　わたし、頑張るよ、紗優ちゃん！　絶対に相坐くんに相応しい女になるから！」

　そう語る魅花の瞳ひとみには強い決意が籠こもっていた。




　　　　　◆




　どのぐらい歩いていたのか。どうやら俺は頭が真まっ白しろのまま、校内を徘はい徊かいしていたらしい。気付けば昇降口の近くにいた。どうやって歩いてきたんだ？

「お、おい！　なんや、その……これから海に行って入水しますとか思っとる顔は！」

「なんだ、室むろ道みちか……。そんなに酷ひどい顔してる？」

「これから自殺するなんて言われたら、真剣に引き留めるぐらいや」

「はははははは……。そこまでか……」

「マジでビビッたで。なんや、何があったんや」

「あー……。まあ、振ふられた」

　室道が持っていたゲームを取り落としそうになるほど慌あわてた。そんなに意外か。

「そっかー。鞍馬は身持ちが堅かたそうやしな。残念だが当然やろ、ハハハハハ」

「笑うなよ。本気だったんだぞ」

「失恋する度たびに男は強くなるんやで。その程度で落ち込むなや」

「その程度って、お前なぁ」

「ま、そもそもや。振られたゆうても、これから何度だって告白すればええ。一度振られたから諦めないといけないなんて、そんなルールはないんやで」

「何度も、か……。しつこくして、嫌われないかな？」

「そんなん考えてたら話進まんで！　ストーカーはアカンが、少しずつ自分を磨みがいてまたアプローチしてったらええわ」

　少しずつ自分を磨いて、か。そうだよな。別に諦める必要もないんだ。

「室道、お前いいこと言うな。ただの馬鹿だと思ってたのに」

「まったく友達甲が斐いのある言い様やな。涙が出てきそうやで。んー、まあ、とにかく元気出せ！　他にも女の子は星の数ほどおるわけやし、またナンパにでも行こか！」

　室道が俺の背中をバンバン叩く。いてぇよ。

「お前、こっちの世界でナンパなんかするべきじゃなかったとか言ってただろ」

「そんな昔のことは忘れた！」

「それに、女子は星の数ほどいるって言うけど、星には手が届かないんじゃ……」

「はっ！　そんな反論なんて気にすんなや！　女の子ってぇのは、星は星でも流れ星なんやで！　ワイらに向かって落ちてくる可能性だってあるやろ！」

　言っていることはめちゃくちゃだが、本当にめげないヤツだ。確かに紗優の言う通り、この積極性は見習った方がいいのかもしれない。

「そうと決まれば駅前まで行くで！　失敗したらカラオケで熱唱や！」

「へいへい。別に直接カラオケでも俺は一向に構わないぞ」

　そうだよな。気落ちしてたって何にもならない。

　鞍馬さんのことを考えて、一挙手一投足にドキドキして、一緒に出掛けたりして。

　それは最高の日々だった。

　そして、それは続いていく。

　だから、また頑張ろう。

　この素晴らしい人生をこれからも歩んで行くために。
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　あとがき




　おはようございます。あるいは、初めまして。

　田た尾お典のり丈たけです。『ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！』シリーズや、オーガストさんの『大図書館の羊飼い』ノベライズを書いております。




　新作、ようやくこうしてお届けすることができました。

　もっと早くお届けする予定だったんですけどね。『ギャルゲヱ』シリーズが終わってから一年半もオリジナル企画の制作に苦戦しておりました。

　今年はいっぱい本を出したいです！




　今作の『リーディング・ブラッド』ですが、担当の編集さんとやり取りしているうちに、いつの間にか、『リドブラ』という略称がついておりました。

　語呂がいいものだから、特に気にすることなく自分も使っていたんですが、少し変わった略し方な気がしますね。




　内容についてちょっとだけ触れますが、馬の話が少し絡からんでおります。

　趣味が競馬なので、そこから広げていったのか！　と思われるかもしれませんが、元々の話はまったく別の物だったんです。

　最初は、魔王と勇者の話を作ろうとしていました。

　魔王が封じられた平和な世界の中で、それを封印し続ける勇者の血筋。で、封印し続ける力を次代に繫げるためにお嫁さんを探す。

　魔王が鬼おに神がみになって、勇者が武もの士のふになりましたが、基本構造はまったく同じです。

　そして、血を次代に繫げるという部分――あれ。これ、血統の話を盛り込むことができるんじゃ……？　と気付いてから物語を広げることができると思い、こうして入れ込むことに成功しました。

　競馬や競馬！　差せ！　差せ！　そのまま！　よっしゃ！　万券ゲットおおおおおおおおおおおおおおおおお！　とかいう、流れからで作られたわけでは決してありません。




　さて、実際のところ、人の世界ではともかく競馬の世界では、血統が重要視されます。

　私には好きな馬がいて、その馬が引退してからもその子供たちをずっと追いかけていました。しかし、好成績をあげた子供はいても、いわゆる後こう継けい種しゆ牡ぼ馬ば――その馬の血を繫ぐ後継というものを出すことはできなかったんです。

　多少の好成績を上げても、種牡馬として取り上げてはもらえません。もっと記憶に、あるいは記録に残るような強い馬だけが血を繫ぐことができるんです。

　ですので、父としての血統は途と絶だえ、あとは母系としての血に期待するのみとなりました。血がまだ残ってるだけでも、素晴らしいことではあるのですが、やはり種牡馬として血を繫いで欲しかったなぁと思ってしまいます。

　まあ、好きな馬よりも、お前自身の血は大丈夫なのかと言われますと、私で途絶えそうなんですが。ヤバイです。お家断絶です。でも、仕方ないですよね！




　それでは、謝しや辞じに参ります。

　担当の儀ぎ部ぶさんへ。『大図書館』に引き続き、今回もありがとうございました。こうして続けられるのもひとえに担当さんの力があってこそです。

　梱こり枝えさん。まさか引き受けてくださるとは思ってませんでした。本当にありがとうございます。こうして、描いていただけただけで私は幸せです！

　また、この本を出版するにあたって関わった皆様へ。厚く御礼申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様にこの上ない感謝を。





二〇一三年四月三〇日
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